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田中 靖郎  

第8号科学衛星A S T R O － Bは「はくち上 う」に続く、Ⅹ線天文観測衛星である。   

「はくちょ う」は′」、型ながら、Ⅹ綴パルサーやⅩ線バース ト現象の観軋に目覚ま し   

い活應を果してきた。これらのⅩ線星の正体は実は中性子星と呼ばれる極めて特異な   

天体である。「はくちょ う」の結果は、この中性子星と、その極限的な環境で起る諸   

現象について、様々な疑問を作り起しつつある。   

A S T R O －B ミ ッシ ョ：ンの主賓課題は、これら中性子星に係わる問題を更に深く追   

求し，解き明かすことにあるといえよ う。又その過程にも う一歩先の重要な間魅な新   

たに掘り起すことになろ う。   

その為には、Ⅹ絵島の明るさの時間変動やスペクトルの詳細を調べることが必須であ   

る。この目的に従って．主要Ⅹ線観測装置と Lては、新たに開発された大面積の螢光   

比例計数管が塔載きれ、「はくち上 う」に比べて感度とスペクトル分解能は大巾に改   

尊されることになる。又、広い天空を見張っていて、Ⅹ頗星の出現消滅や変化を監視   

するア〆マールマスク という新しい技術や起軟Ⅹ凍の反射集光望遠鏡が初めて塔載さ   

れている。更にガンマ線′ミーストと呼ばれる正体不明の天体現象も記録出来るよう改   

良が加えられた。  

この様な性能を持つA S T R O － Bの観測対象は、銀河系の中のⅩ線星に止まらず、   

遠方のⅩ線銀河に▲も広がることとなろう。Ⅹ虐銀河の中心核の振舞は謎に満ちており、   

その正体は全く未知である。A S T R O －Bのもたらす結果は．更忙A S T R O－ C   

に受けつがれ、その意義を大いにたかめるものとなる。  

A S T R O － Bは、又国際的にも、19 8 0年代中期の数少いⅩ綴天文衛星の一つ   

として食箋なミ ッシ ョ ノであって、その意味でも関係各位の熱意を結集して是非共成   

功させたいと念願している。  

この中間報告日はA S T R O－ Bフライトモデルの内容詳細な収録したものである。   

大いに活用され、計画の遂行陀役立てられるよ う望んでいる。   



絶   倫  

1． ミ ッ シ ョ ン′  

第8号科学衛星A S士R O－Bほ、昭和5 8年2月鹿児島宇宙空間観測所からM－  

8 S－ 8 ロケットにより打上げられる予定で、現在フライトタイ プモデル（F：M）の   

製造が行なわれている。A S T R O－Bは，字音Ⅹ綾観測の汎用天文台の機能を有し   

特に銀河Ⅹ轟源について極力統計のよいスペクトル変動を観測することを目的として  

いる。この衛星は近地点約550随、遠地点約＝β50馳、軌道傾斜角約30虔の軌  

道k打上げられる予定で．この軌道上で太陽電池パ 

に、スピン軸■方向に取り付けたⅩ鰻重遠鏡（カケこ／クー）を向けるように姿勢を制御  

し、観測をおこなう。  

搭載観測機器は以下の通りである。  

1）螢光比例計数管 （S P C）   

2）トラ・ンジーェ二／ト・ソース・モニタ （ 

8）z軸ミ ラー  （ⅩF C）  

ヰ）放射線帝モニタ （R B M）  

5）スターセンサ  （S T S）  

S ein til18 tio n P r o p o rtiO T18】  

C o lln t e r  

T r 8 n Sie n t S o u r（：e M o nit o r   

X－ r 8y F o u rie r 

C olli 

R 8 di8 tio n B el t M o ni t o r  

S t 且 r S‘】n B O r  

（注）s p c  

T S M  

X F C  

R B M  

S T S  

乱 衛星の諸元  

1）外  形：1．104m（対辺寸法）×89 5Ⅶm（高さ）の略八角柱  

但し、太陽電池パドル、アンテナは除くっ  

パドル寸法 8 8 0mmx 6 0 0m皿。（4牧）。  

2）重  量： 約＝已 2 0晦   

a）軌  道： 近地点約5 50E皿、遠地点約＝β 5 0馳  

軌道傾斜角 約3 0慶  
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周  期 約 9 6分  

与）ミ，ショノライフ ＝ 工 

5）打 上‘げ：  

打上げ予定  昭和5 8年2 月  

打上げ場  鹿児島幸笛空間観測所  

（K S C）   

8）電  カ： 約14・O W（太陽電池発生電力）   

図－1・【1に外額図を、■ 図一 之忙システム系統図を示す。  

3． 熟 ▼ 稗造系  

衛星の構造系は大別すると構体本体と、パネル類で樺成されている。構体本体は、   

スラストチき－ブ、主柱を中心構造とし下部、上部シェルフを斜部材、支柱で支持し   

た2段デッキ構造である。  

また、■パネル類は側面パネル、下部パネル、底部パネル、上部プレートおよび太陽   

電池パドルから構成されている。  

観親機器の大部分（S P C，T S M．X．F C ミ ラー部．R B M，S T S）ほ上部シ   

ェルフに実装されており、熱婿射を抑える目的からセンサー上部、にプレートを配置し   

ている。  

太陽電池パドルは4枚で構成され、衛星の4つの側面に取り付けられており、 

ース機構の・開放によりスプリ ングの力で4枚のパドルが同時に展開される。又、太陽   

梅射正によって衛星姿勢がドリフトすることを防止する目的からパドルは100 のキ   

ャ ソト角を持たせて側面に取り付けている。  

搭載機器のうち、蓄・電池（B A T）にヒータを用いている点を除いて．、衛星の温度   

制御は受動型であり、黒色塗装、白色塗装、パフ研摩による表面処理とサーマルノミリ   

アによ って行っている。  

搭載機器と各重量を表－1・に、機器配置を図－ 8－9にそれぞれ示す。  

4． 衛星姿勢制御系  

A S T R O － Bの姿勢制御系はその観測目的から、スピン軸と平行に、衛星上部に   

取り付けたⅩ態カ ウ ンター類を太陽スピン角の許す範囲（衛星下面より士600以内）   

で、天空上の任意の方向に指向させる必要があり、また衛星スピンレート を0＿0885】   

0．18 7，0．548 r p mのいずれかに維持する機能が要求きれている。この要求を   

遂行する為に、姿勢検出系としては、デジタルサン1三ンサ，フラ ック．スゲート磁力計   

レート棟分シャイ pを、アクチュエータ と しては、ス ピン軸方向の制御用こM A C コイ  
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ルを、スピン／レート制御に、スキャ ニ／ホイール，M U L Dコイルを搭載したノくイ アス   

キーメ ンタム 方式の姿勢制御系を採用している。  

A S T R O － Bでは低スピンレート を実現する為に宇宙研の科学衛星としては始め  

てレート積分ジャイpを搭載オーム と・わ．也．力やネネ■．：r声＿イ∴ブルの回転数を制御する  

方法により、安定な低ア＝ごンレート制御を行う。  

また、スピン軸方向制御は過去の科学衛星同様プロ．グラムタイマ（ディ レイ コマ・ン  

ヽ 

の大型計算機咋迂■って作成され、プログラムタイ 

御の他に太陽ス亘㌣ン角が異常になった時、衛星を電力、私的に安全な方向：にスピン軸  

ア  Lプ
 
 

ア
 
 

ク
ゝ
 
 
 

プ
 
 
 
 
ノ
 
も
 
ド
 
 

＋
 
 

モ
 
 

ズ
 
 

一
．
 
 

P
‥
 
 

グ
．
 
 

－
ヘ
ノ
 
 方向制御を行  と して有する。   

尚、こモーテ十ヤ’ヨンの■ダニ／ビ：イクの為にシ▼リコンオイルをアル充填し「たニューテ  

ーシ ョンダンパを採用したことも特徴の1つである。 

5．データ処理皐 

デー タプロ」とうサは衛星内の各観測機帯から送られてく■るデータについて、カウン  

ト数の集棟や時間 

ナpグH X，デジ∵タール∴HⅨ）を共通情報として処理編集する。  

この編集されたデータは、実・時間デ丁・タとしてテーレメータ系な適して地上に伝送さ  

九、又蓄積チータとしてデータレコーダ（容i2 0M bit 8）に記録され可視時間   

に地上に送られる。このデータ転送レートは、臭時間データでは8，19 2 b p 8 と  

8．0ヰ8b p8をデータレコーダ再生データとしては＄8，78’8b p8を採用している○   

なお、スピンレート計測用のサン′1三：／サ僧号、Yo－Yoのリリース時間差計測信号、  

加速度計測信号、スターセンサの倍号はFM伝送モード、IRIG♯15チ十ネルを  

利用し、それぞれな要求に応じて切り換える方法により アナP。グ値伝送を行う。  

¢． アンテナ通信系および連用制御系  

通信系はV H F（148M H z帯ア，プリ ンタ／1B 8M H z帝ダウンリ ソク）．  

UH F（ヰ00MH z帯ダウンリンク），S′くソド（包・之8GH z 

8つの通信回線で構成されている。  

地上局からの14．8M H’E帯コマンド信号はⅤ－A N T（全方向牲），C M R C   

M Dを通して符号解読され、A D9－15，E Xl－15のP U S H P U L L  コ   

マンド信号として各機器に送られ、制御する。  

p Rでは∵1”．－－ 0 ¶デー タコマンドによ りP R T内蔵のメモリーに寄き込むと   

同時に、その内容はスタートコマノド1忙より解読を開始L、設定時刻にA C E等の各  
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機器忙ディ レイ コマニ／ドとして送出する。A S T R O－8では運用の長期化を考慮し  

てP R Tの制御時間を今迄の2倍（17時間）とLた。またD Pは14ビットからな   

るPIコマ：／ドの上位6 ビットを解読L、該当するPIに8 ビットの制御信号を出力  

し、畿測モードの制御な行う。  

実時間コマンドのうち、電源系、姿勢系の制御および観測機器の高圧O N制御を行   

う コマニ／ドは、ノイズ等による誤動作を防止する目的から、テレメーク・コマンド信   

号処理装置（T C S）を経由Lて動作する2重コマンド構成をとっている。  

各機器のコマ ンド制御項目を表－ 2 に示す。  

13 e仁M】1之帝ダウンリ ンクは追跡用のビーコ ン送借機であり、UIIFと Sノくソド   

送僧機は実時間P C MデータとD R再生データをどちらの送信機でも連用できる様に   

冗長構成され、モードを選択できる様になっている。  

U H Fアンテナ，S■パニ／ ドアンテナは衛星の上下両にそれぞれ実装されており、太   

陽電池パドルによる利得パターソの低下に応じ、地上からのコマンド把より使用アン   

テナを選釈する。  

シー ケ ンスタイマ（E P T）はロケ ット側タイ マーによりスタートを開始し、M－   

8A点火、衛星分離、点火系アーミ ングなど軌道投入までの制御な行う。  

7． 電 源 系   

太陽電池パドル（S C－P）は2×2仰のN／P塾シリコン太陽電池素子8．448  

放から成り、ブPッキングダイオード部を通して約14，O W（β芦 ＝1800）の電力   

を衛星内、各機器並びに1B A Hの蓄電池（B A T）に供給する。B A Tへの充電モ   

ードはフル充電とトリクル充電の2つのモードがある。これらのモード切換え制御は   

B A Tの電圧、亀鑑の検出からP C Uで自動的に切り換えるA U T O－モードと地上か   

ら－のコマ ンドに より切換えるM A N■U A Lモードとがある。  

また、電源系陀はB U S電圧の上限な制御する為にシャ ントデイ ツベータな持ち、   

8A Tの過放電を防止する為に、B A T端子電圧の低下を検出しTCSを通Lて全PI   

をO FFするU V C（U n d e r V olt8g e C oれt r O】）機能を持クている。  

負荷へ安定な電圧を供給する為にコ ンバータは8台で構成され、CNV－1は土1B   

V，十 5V．＋15VをC N V－2は＋28V，＋5 8Vを非安定なB U S電圧（17   

～8 4V）から発生し、接続回路な通して分配する。  

なお、B A Tは温度条件がクリティ カルである為、＝トマン′ドによりON／OFF 制御   

可能なヒータな持っている。  
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第1章 観  測  機  器   



算J阜風刺磯風  

蛍乳汁利手俄簿（5アC）並両電i点叫■ れマ鰯′トスt毛＝7一（尺8H仏8pJ  

諷温掛尊顔記珂  

小田・小机」囁冊  萬ヰ・詔囁u紆   

8首里卑見（席）  

7 鹿車  

／97♂ノ牢ぺの学由メ繊則解析凰のラ｝シー■ニよっこ、X磨重夫文学IJ戦争くの   

を・旦宅もたらすこと㌦でぎた。ニれ一＝引鈍く入線末文筋邑ヒレてれ舶r尺〃－β′ま  

塔鼻カ、ら浦番線別に重点ザ置かれたものであう。ここに瑚5れた蛍嵐比例引数  

ノ暫Jま、ズj線ハエネルギースペクトル菩、ニれ手ごハイ野邑に上とぺて‘z■ィ智のj晴美ゼ親  

御Jしようと寸ろものであラ。汚いズ靂彙渦ぎで触一可能なニヒと、時痛l弁解増ヒにあ、  

、1ヱも、二れきでの比例計載せ方式れ新里に比べて一劣って、、な、、．このイ髄奴Ilの  

滑凄を上げ5Rわズ！軽水タトハバヤクグラウンドも；ターボ屑点して、、る．  

J・J 5P C  

バ∫r尺クー．βのぶノ⊃Clj、’さラーを僚ゎな、、－X■位天文学の分野でこ ＝れ3す便  

ゎ九なかった手強℡五帝撼のスペクト，レ薮湘の≠一夕卓臆ふぅとすさものであ   

さ。、Sク⊂ノJ5ぐ／〃亡／仙亡ノ川・Pr甲クr亡／仇久／Cク川上亡′（蛍光比例壱ナ教せ）   

の脚で、ニれ舌でゑくイ吏網されてぎ七比例喜†巻備に上ヒべz、エネルギー身β玲  

熊が釣Z膚衆、、ズ椒出払∠、去ろ。面魂脚ゴ約′∂ββ上がと、これさ㍗の  

比例計．扱ン替をイ更嘱した僻亀lく比．べてもi慈亀ボな、、大きミ℡ある。   

エネルギー姫属＝J「アインシュタインJイ観刺で守なかった頗lく主力・ガ置   

ガれ、～へ6β尺eア ヒ甘って、＼ろ′○ このろち、6～7火eアピノま、戸e の特性ズ  

線の槻劇が舶4年されろ．戸e〆，二特性X鰯一ユ、薫扱珂団去はじめ、崩の′（イれ－   

Xj吸う暴から街軌ぎれて、、ちボ、ニれぅでの比例計j蚊ご噂の弁解能の結果ゼlプ、番   

長ハ】或屯出Z、、巧、、。5戸CでJユ、声亡のづ帝蛙X磨泉のエネーレギー個＝イオン化   

しペルせ尭】ち）、髄届、噂前夜蘭再ど、瑚摺的／ヾラメ一夕をこれきぞ以上に辞   

しく頚昇られる旦i込みブある．  
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ニのようなま泉ス′やクトルだけ否なく、ニれ含で比儒ー計教′啓の分解能づ一碑られ  

てこぎ1佐スペりルを改着す盲＝乙にJり 

みれあろ失脚壬翌わj紆尭がづ亨われる予見ゼあち．。   

勧お吋魚l壬、専ら厳封素内ス御■二王力ぶ置オれさカく、靖細面けど魂、、4長  

姉素外ズ虞泉魂も額頻一lデぎる鼻血みどある．  

7・～  尺β〃・Gβ∂   

尺β〃J血J／d亡′－∂〃 βe化〃∂〃′一亡。←J＆㌦庁8∂（血加仙1望′ β〝′∂8   

♪亡．亡e乍モクr ＝才、兼串風連尺8〃一丁r7中）・尺占〃－5「5／de）／；∫ら～   

っれ助ぎ名乗t揮レて、＼ち。   

尺βル＝き、為電互とがスそ傾申した比伽計数せや蛍患比例去ナ教場ガ、感官盟   

子♪多、、放射礫轟け地威風嵐．く三組直した■時、￥れろ新教億右故智力、ら卑吉良椚  

Jこ、イ史由ゴれZ、、言為せ丘卓コントロールすラ才うlこ馨観を凝寸言 シスラヘビ  

あう。   

¢β♪ノさ、ニ（尺8♪†rり＆〆尺8〃（5）ハ球鴇阜ポ、ざ、、γh、約／則り稚け  

lこ近い×棚3～充介なズ願出廠よ右碑フて、、きこと右如萌して、い与ば  

ド 

ぅものぞあ葛。  

J・J j析衆徒享有（宇宙刹学研券河竹鳥）  

窃ヰ ∴晴郎，   村上 一，  河合・拡え，   ノ】、山 路ま．  

前  者昂， 放鳥 一矢， 才公闇 勝，   う萄田 鹿】入，  

ス司工 叔え，  小感 貞余，  小～Jし象 ま哨， 大碕 離、，  

メ率♯ 由夫． 如頂、泉，  イ也  

（ガンマ線バー スト‥已ユターキ旦当）  

由布 絶，   山上 唖正， － 泉鶉 五里， イ色  

Z 傭鼓  

本破屋I手、′∂偶の5PCオ、ら腐打さセンサー召下（JSP亡（月ノ・（クノイ亡リJと、イさ   

軌如頑印（5P亡）＝大別される。センサー野r5戸亡川＝′ニノき、放射綿棒■く   

入っ たこ乙をモニターす う 尺8〃の小型1乙ンサー r ～庖の ゝンチし－シaゝ一・カ  

ゥンタ＿）尺8〃けい 尺8♪7rS）が屑為レて、、う．＝れIゴうた、ズ銀塊タトの薪   

勃正号l。∫弓りヾ吋ク■ グランド・モ．ニ・ターとして皇帝月髄㈲1せ寸ろ他、ガンマ弓吸   

バースト・モニターとしての絹滑】もけたオJうl＝絶島十さナヽ．て＼、ち．  
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イさ号九重里中r5P∈）ノゴ、ノ∂億lの5タ亡及㌦尺8〃のイ善・専丸稚と、つマンド  

など、、各村のインタープ1イスとして巾づ史郎巷もって、＼う。   

飾♪オ観強者、くモ巴一～・T jl【（周一～・ヰ）】ニ禾づ。書た一を音声】暮さらは  

（長一～・11）に呆可よう厚創印ノかから鍔ろ。   

回啓長の融にち、、てtさ、4項・包笥礪戎の項せ槻のこと．  

〔乙 介  一名  叔  貞淑  備  秀   

．SノP（：（／）  

〃r～】  

ル「∫J  

〟（イJ  

5 PC（AJ   力IリーバrざPC長一弔）  

尺β〝rrJ（アクタノ  

〃／∫）J∫／∂」∈ノ  

尺β〃－〃y（尺β〃用J  

5吉〟∫β阜坤  ∃五度」ヒシナ一（丁∠＿－／クJ  

5。Pぐく∫ノ  

■（βJ  

5∴P（＝ く」B〕   ／  〃イ7）  

′〔gJ  

／ブV－8  

温泉センサー （r⊥一ノ／J  

5PC（9J  

5」P⊂l「C」   ′  〃〔′βJ  

／ノ′－C   

5P⊂イ宮守舟珪素  

ズβ〃 〃  

竜泉回洛中  5  P ど   タββ ”  

インター7エイズ面l摩ト  

電妄東泉感払  

￥♪イせ突通国造ト   

（長一Z・／J 層卓 環 泉  
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（画一～・／J 5♪c（月ノカ・姪国  
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（周一～ ■～） s p c（∂）タト親戚  
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（画一～・jJ 5PC rぐ）タト凝虐l  
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－◆・              u  

●才  

5P∈－1   OAM一TW－2S   

⊃キ7′馬体   コ ■ ブタ       ●  2     3       4      5      ．6      7  D8M－25l    8  ロいぃ】TP    9    l10  
や や  

や  

や  

ヱ由令◎田中㊦由ご              l董2  ■  

（固一～・4） 5／〉f叶振田  
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J イ畠号検出番  

J・J 5P r ズ凍栓出鼻  

「り 目白コ  

蛍光比例計数管（5PC川．瑠㌦屈ヂ■ゴ、ニれ才ブロケット、針鼠（小  

¢仁ヒリ）・＝惑載された。ニの鮨果メ銀のスペグトナレ昭利ゼ．ゴ0Ⅷ「♂．∫7舵FJ  

綬スべクト′レの着果や入魂フレ7一時】ニできさ 5ノ，5，声e などの高屯劇イ  

才．ンにょう特性X棟の観別で威力首葡草し、孝ハ名知性ぶ証明了れた．  

月5r尺0‾βり5クC／ま、大曲減封入一里ヒしてノ荊者したもので、 

線＝Uん川 dg／s会／∂づ⊂亡S／5C〆きでハズ鱒浦毛対象と寸ろ）の観  

卦柁ヰ号うニヒを目的こすち．さた～－60他∇（エネ′しギー戯ハX線スペク  

トルにノ呵Lてけ、これ芽ぐの裾野星lこ比べて称爪た射鋒曾巨中軸りやぎちものサ  

ムち■ ＝れにJ■ノXj皐パースターやバ 

首細川、バースト｛メカゴズム幸一乗ろことぶゴき葛b  

X鎧ノでIしサーのスペクトル変動薯パルス・フ£イズに鬼uて弁才付す吉ニヒ  

にJl」ノやルヱの認生の施与盲追兄ごぎろ・ニの地軸か′など変動の赦し、、  

ズ銀星のスペクトル夜勤など、ブラ亜りふ一心，中性子重電伴，たj銀河茶内  

ズ線戎の増野緩和を行い、高啓農邑小三わりの物理魂魚盲如ううと寸ちもの  

才あう○  

一方変動の激し、l清和朗覇（良SO，β比月亡，色イア7一トづ矩珂持ど）の一積  

啓けスペクトル拗り老巧、、、ゼハ登壇舶せ追究し、鈍一．ニ宅きれた￥れら｛  

中心吸水何物であ盲ゼを礫うちと寸うことも否さ写．史．こ高竜一荘子亡 イブ■ン  

の特性X銀毛賓£レて、、ろ戯河領巾、らのズ嬢スノクトルイ沌艶則l二Jリ銀河団  

ハ過親，拗粛啓泉な∠を如り、銀河の形成ヒ軸質の生長lこ・つ、、てわ卑ぜがり  

右相ようと寸言ものであう．  

（a 超過と農産   

5クCの礎盤Jさ、く画一5・リ′ニ扁巨富J‥うlこ）‖絶入村医（良／β0±～叫）   

と馳右もつガスチエン′ヾ一にズe（卯％）十〃e（～ク％）の適合オス卓ノ、～鼻   

息封入し長ものふ基本と′7，Z、、る。  

メ権／J、入射寒｛前曲につくり陀スタヾノウヨりメータ（プ樋野JOズ∫○戸〟〃〃）   

カ、ち入射寸う。ペリリラ人毛如し陀ズ≠泉・Jがス塵イオ．ンイとしてエネーレギー   

を美ち。ニのとぎできち電子I才牙1電磁にかけた電場一。くぎリドリフトして威．   

う形の汐l馳に至＝逮甘ろ。￥の雅史に轟い牙Z一考j皇にJヮて加コ速され、ガス   

と衝染毛錦リミ直しガス色潜乳さ也る。  
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例  

●  

0入肘録（β亡′弼〃）④セラミャク  ⑦骨～能臆‘土招○円  

◎クオノしぃリ  ⑤補正毛布  ㊤爽け」「ふほS〃∫伊）  

③尺JJ”－♂∫   ⑥ォl協微（空／〃∂り  

＝歪トー5・†） 5PC♂）舶  
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塙五重臆一ま・鵬の方でっくられた亀子をオー亀緬廟、ぞぎうぜけヰ努割に  

もっZゆくJうl＝醐ぢ補正オるためのもの子lあろ。オ1・2軸／前の一重正  

は、ニ＝～っ唄る亀写の工孝Jレゴーぷ、オスの電扱けしげ、、が光盲勧超すうカ亀  

烏I与すろ．  

＝うしZ光（シンチレーション芝）㌦ナノか老生寸れげ、電子呼ばれに才ろ  

毅のゆ・．らダガなく、はど拙く壱きる痘与わゆちぎイ有高（・兵〒〃・Zん〝沌チ，  

〟：ズ銀によ・つ∴ぞI亭じれ＝つくらhる平均ハ電子敬）ボ壬ね総計tとなちた  

め纏鮮ぶぁがろご．   

〃eガスの娘如一享、電子のドり7＿．ト速度卓温折、且っ鉱軟毛′いくするたゎ  

に働＜ 

J－ヰ膚早＜なさ。＝＝ヒノさズ線ポ唖炊されろ揚オはJっ了唱痛が・ノ庵∠、  

ないため、煽れ二∫ろドリフト吋呵＝強か及収された痛打カ、ら矛】メサシ1  

まブ｛頭痛＝ノー患左ケi▲、すきこと・ぶできる。鈍って嬉卑の正．上り喝何のゑも  

少くでぎろ．ニ与寸ろ羊ヒl＝よぅ てバヤクゲラン瞞（仕上り時甘ポ太ポ  

ヾ■ つZ、＼ろ）と波形弁別寸ることガ、ゴきろ．   

オスヰでノ肇・蚤レた尤IJ、／7〃β～／即β月／ニど一クモもっZ、、ろた椚、ユの  

岩の適温性ハ衷▲、、む他や曳か与取り出レ、外側・こクー如ム亡創アムe′ツ／を朴ナ  

て可報え】こ変頑しZ通弟の芝電号増膚背（戎怒号レビ製，尺／Jク7－ク∫新星  

化頑）チ・〝ろ。   

エネ／レギー紳能JJ、分布れ 戸〝〃M d亡とすうと犬瓜ム吉／古土仰．～∫一  

久～7）／J富・「吉也ア手放Jであ■らわ亡ろーふ9尺eFど／ク■、／／％）。   

ズ線∧楼出御吏は、入射鬼の血盟．方鱒ブ要るぷ（画一3－～）′こ￥の刺  

青禾・した■  

川  丁8～  

ズー尺Ay 左〟吉斤合γ（K亡∇J  

（成一5・～） S PCのX触タカ辛  
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触小才、ノ、∫－占ク絵ア小範咽で行う。ス絶叫王女ルギー救正け、弱、、Q′09  

（～～仰の用りのラジすアイソトーデ首朴i壱 

＝どかや守る．   

⊥射海面鵡ノさ、壷大息径′Jc〝妄／ヱ～Cか～，べりリウム欄麹の紺，コりメータ  

のギヤド・スペースなど才、卓効面積一J〃クC所～となち。云戸C（ル 

／才／卯メイ個芝〃♂∂C椚～，JPC（亡）どJJ／〃βズ～偲l＝～〃クごが、破って食  

事ト／れ界イ／♂β♂ぐ椚～のぬ埼となる。   

寸エスゲ・ソクー月P∫今JJ■、車軸カタ∫の巧打重罰椅サ嘲ヒして僻し  

佗。ニの．Zr一月／鹸にJ÷て長瀬伺Iてカウンターから出一る了ウト・ガス書  

取扁寸るもムどある。  

（幻 滅能  

エネルギー・・不べウト丁レ雀朗打電一ド（〃々Cモード）でけ、′～∂⊂〟 のエ   

ネルギー細粒ゼ、√♂クの5亡⊂，用／〃∴の碕痛1介離オブータ首臥碍寸もこと   

がで、ぎろ。J～亡〟モード′＝一す 

＝ヒ㌦できろ。（辟軸l＝つ、、．引ブ、7・7，SPCデータ典確の頑電柵寸   

う ＝と）   

5Pr…－ぶタ＝∂J（二占タ与川J・J♪⊂rβJ）ノき．主じレZ粗野に   

入ったX娩殊ハエネルギー・スペクトル老滑車lニ紳べる陀的に便われろ。一   

方5PCご9J．丘ノー（：く／久）イ、㌢Pく＝（てり／J、キジ1レヤショゝコ、Jメ ータ   

右もち、メ銀凍ハイ立認親，▲■相野内にZつ人工のス頗が入っkl暴ふめ遥抄り．   

ノ〈、ゾウグランドの払租巧どに考如ど、鶉る．  

調、、ズ窮如廃（仝′β レカ〝ル一入下）の劇巾J p〃・P仁 王ード℡も貞如‘こ   

舶刺ポチ言う。ニめ毛一ド≠け、Spc′ま患イペント与I亡、′ヾ，一ビス′＼イト古   

∂ビヤト（ノ～8亡〃）ナ送出すろ。p戸どは、ペ′レスヘイト音戸〃ヂータ，   

イスンtの■軟毛PCぎータ乙し石伺温d尋。時蘭命鞘惚JJ．ク〃データで～ユ   

′∫・‘～∫〝∫e亡．爪′〝′●，♪Cデータブ′き古～t∫椚S亡ぐ椚／〃J才ある・  

以上ハ主データの他、′ヾルスの 々／∫∈ 〃〃ど創筍もコマンドl三ょっ て働り   

寸ろことがゼきる。ヲた．各月蜜の禰動的チータのモ＝ターも狩フZ、、き。（6・5   

5／り＝ ノり∂∧／（項一を療・照のさと）  
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J・～  尺β〃・今β8検出息   

（JJ枕痘とノ無理  

尺8ルト 争β凸検出卸さ、〟久エーTjj軸を佼ったシンチレーシきン栽翁島  

℡あろ。く度トJ・∫J′ニ≠のタ臓，j鴫遵を示寸．  

0 コリ．＿タ   ⑦ フJ、チ1＿ブ ◎ 7。り了ン7。  

E）シンテレ＿タ ㊥ ゲバ．ブ＿  ◎ 出力コネクタ  

＝田－J・5） 尺βMl蛤立  
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入j吋寵lごl富5タCの 8e焉に才色巻す写■荷卑好手盲適し、遂にズ1臭，亨古寺う  

だけ過ぎ指、、嘘虻して、一畳丁～β〟〝のステンレス示偲覇王れて、、ろ．ニの鹿  

ノ尊I壬、ほぼ即たeVの電子の膚ゴ呈l三相当慮る．こ巧入射兎乙長さ5抑ハ触  

J＝ょっ マ ノ♂・－ノクク片ピアノ＝わたっZ、ノ亨ノざ′〃○％のズ頗ミビ如辛毛もつ ぞ、、ち一  

触最小】瘍元七（義一う・丁）ノ＝嘉す．尺β〃け）と 尺8〃（5Jは、￥の  

政イ寸方向与徐、、て均一のゝスチAゼあう．  

亡 知 ■二l・■‾  潜 まr  裔 虐  総 晶  ノ牽 さ  鵜 野 角   

7 ⊂〝～   ス ナ ン  ～ク〟〝  仙Jr〃J  、ヲ勿勿  

一兵－ヲ・7） 尺8〃ハ請え  

（どJ徹也  

尺β〃・¢β∂の職能′くつ、、てノJ7・～，7・Jど劇レく速べるぶ＝こざ舶は   

つ、、Zき己i正レておく。  

のノ  尺β〃  

イモ亀に遠／ゴれた尺β〃（rJ・尺β〃r5）のどちらかの綾出払力、ら′＝おィ ノJ∂陥   

′＝細され、ギのカウント敦メ各秒Jく裸ヰレ電′～タ，a∫β，、〃～，／ク～■をjばえ   

さと塔昔7争サブを出力寸‘ろ。カウント扱（説．泉■∫Pエコマンドゼ●帝う。■ニ   

れY／ブ刊一＝、月甲卵〟皮〆庖庄電凍セ氏右ゼれぞれ4段階′亡蛇で雪盲・   

一呈出カケれkプラザグ′チ、蝕したゎウント救のソ～′こ甘うさぞ倭レ扱   

けられろ く ♭スラリ レスカ職能）。モニターJ才 ♪〃七（〝J◆ノ ＆〆8タC〟〃∧〝r〃尺   

（〝99）Jニ出力さ ナヽろ。  

／且I ¢ ∂♪  

ノ＼カノJメこβ／り′ フラサブ黒と兼用すさ．尺8〃ゴ封切JゴれZ、、ち♂太叫の   

かウシト音レ如J二し、シ匂相島のカウント乙比叙し、～句j垂観ヱユの藍耳婚   

ゑのカウント教毛叔えた碑を如肌わ久一巧′－β〟巧とと即発し′ゼの頑如（5声   

覚安貞がら救え汚毒た・レβ砂糎）と レ海砂与のカウント く1」サぱl命）老メモ  

リー し、ゆゥ＜ りさ貞．出寸。夜出しノブ、∂〃七（肌舛）バ便用了九う。  

＝の判鬼基準一事5】7亡椚～♪検出i邑宣仝∫ズ佃‾‘の血〝椚久一rdy－加持亡   

ヨ～殺虫することがゼーきち。  
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4 画噛戒  

4∴1J純金ブロヤメ虎己  

（図－イ・／J 貞拓也ブヒコ、′ク周  
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〃・～ センサー束ブ㌧hノワ8コ  

5P⊂ りり  

t■  

〟y，■  

W  

〝州／L〟■．  

5pC rβ）  

′昭  
〝▼t亡  

W′  

W／〟γ  

l  

5タC rC】  

（画一イ・2J センサー束プロ．ヤ ワ必  
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4・J 5PCイ畠帥壬里森プロ÷′り騙ら  
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4■ 4 月β〃・¢占＝Dブ亡h′り慮コ  

勅′蒼  ′∫ 月JO（加ln（〟〃㌧‖M▼lクy′91  

1 】：′■／′▼／■L  

ク∫r  ●Tl  ∂l｝・く○川r  ○′■ rO仰    J  ／○～■（／撫  J■／■r′5■r  J  p  ■l■  ●  ～■■  ●  lβJ  l／ノ  ～∫■  ●  J′■  ■  ○  ○  ′∫d  ◆  ■●  ◆   d■  ■JT  ■〟■■▼ tfr■t  ，    ／  ′／■ r′■t・亡    ●  ■■   ■    ／  ■○   ●  √0l  lOI  ■●   －   
（匿I－〃・〃J 尺β〃・伊8ロブロヤ フ匂  
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∫ ぐクカ〃月〃β  

∫・／ 片言月乙 〝〃ど ぐ♪イ rニ麦一∫∴／ノ 

∫・～ ∂古土月r 打Mどぐ〃 （義一 ∫・～J   

∫・∫ 連動C〃 （義一∫・J）   

∫・4⊂卯〝ノ？ク⊥ ∫／¢、一義一∫・4）  

．鳥  耕  ∂き⊥月′  

月β  fメ   

月  JPご 〔1⊥  ♂〝  7  ∫   

β  5Pぐ C／】⊥ ♂〝  β  5   

C＿  尺β／イ 戸‘月庁 ♂〟  7  4   

β  尺β〃 声〃6 併f  β  4   

一名  兼  月・翔伊ど   β・月4∂ど  

月∂  どズ  ，ズ  〟   

A  5Pr  ♂〟‾   

β  尺8〃  〃〃  ／∫  

⊂  5pぐ  〃FF  ノ∫  

β  〃リーAJ   ∂〃  J4  ／β   

ど  〃V一月～   ∂〟  ／∫  ノβ   

r  〟y－β／  β〟  ／ヰ‘  

庁  ／プレーβ～   ク∧／  ／∫  

〃  〃y－C／  ク〟  ／〃  ／～   

エ  〃V－ご～  ♂〟  ／∫  ／～   

J  〃y  ♂仔  ノ∫  ／～  

八  5P亡 Cノq⊥ 〃〟  ／4  

L  5PC C月L ク〃＝  Jヱ  ／j  

〃  尺βC  （）／S  ／∫  ／～   

∧／  SPぐ 月   β仔  ／〃  ／～  

β  尺β〝－〃∨ β〟  ／£  d   

タ  尺β〃 声」月庁♂〃  ／4  J5  

＆  虎β〃 √上月♂♂声声  ／∫  ／5  

（慶一∫・～） βきエバr〃〃fC吋  

．名  称  僻 考  

月  

β   

（義一∫・JJ 連如〔呵  

造  林  β・囲館  

ズ  甜   

月  クざぐ β〃rズ～J  タ  タ   

β  ♪尺  ′す♂′ゾ′．  〟′⊥   

（長一∫・イJ ⊂のV7狩♂上 ふ／∂．  

（義一∫，／J 尺別乙〝〃ど〝ワ  

〟ク7g／J〝′亡イ言号と 7∠・∫ど－♂々をと＞乙イ声られ；。  

Z：c〝 ノJT亡∫デー受け∫。ロジックレベル・インター7ェイ．ス。  
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∫・∫ ⊂♂〝〃■〟β・ぐ彿r々ロムJ′伊l＝よg珊の動一作  

イ羊シて／レ・也ットは一亀頭攻入時に符、、、あらがじめ能瀬が攻入ざ▼軌≠：∴ヾ‥・言塊  

如〝・研≠送嬉し乙むヒット描い。高足留浪暴｛コントロー′レド：いZ・ハ  

詳鱒l才、▲よ・占ユ覇去阜梁のろと．。 

L  くb  

て n   へl て   R 喝   lヽJ q   U ロ  

ミ  
□ ゝ    毒  

ゝ モ   へl U  

モ くゝ  k h ．b  ≧ Q  k k b  ミ Q  辻 b  ヨ  叫 叫． ql  くて 忘  り 円 q  言ほ   モ lb  叫． 帆 tゝ  ・－   封   
∫βC  ○  

尺β〝  ○          ・■  

∫クで   ○    （⊃    ○    ○    ○    ○    0  

月11．〃  抑    ○    ○    ○    ○    0    ○    ○    ○    0  

〟γ一月／  ク〟／          曹 （⊃      （⊃                      ○  

〃γ一月i  ぞ〃              着 ○                        ○  

〃レーβ／   4〟                  ナ 0      0              0  

ノノ′一β～   ♂＜／                      ★ ○                ○  

／ルー亡／   ♂〟                          犬 ○      （⊃      ○  

〟y－⊂～ ．ク〟                              ★ 0        ○  

斤β〃－ノル ク〟  ナ ○    ○  

〃ゾ  0    ○    0    0  ♂ノ亘            ○    ○    （⊃  

月⊥⊥ 〃レ  ク〝            ○    （〕    ○    ○    ○    （⊃    ○  

ノぞ息ぐ  ∂／3                                        ○  

a々 ノ肌仙1＿」丁          ＃ ○    暮 ○    鶉 0    ★ ○    書 ○    ◆ ○                鼻 ○  

■  
β斤〃仇Vノ∴「」            着 ○    ろ    ★ ○    る    算 0  ○                鷺 ○  

月∫c  ∂／V                                          0  

JPC 一月  ♂′r                                            ○    ○  

尺β〃声〟伊 〝／〟            書 ○    鼻 0    口 ○    舞 ○    ○    集 ○                          尺β〃′山行〃♂”          ★ ○    曽 ○    ★ ○    雷 （〕    鱒 ○    ★ ○  

尺βノ7r∠バ♂ ♂〟                                                  ○  

尺8〃／三月β ♂〝  

〟ク7ど／J 犬種ノJ鼻メティ寸の動作左草す。   

（義一∫・∫）（ク〃〃月〟β・r♂〟揮乱 射¢はよる為如の勅碑  
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√・∂ 怠左嬰う顔桑こ0〟7斤OL   

高彦電i康泰j終ゎコントロール・プ亡hノク図を 一区l－∫・／ノ∫こ示す．プロ、ンク  

阿で－7．A東銀ドつ、、て表しZい言ふ、β・C秦琉ドつ、、ても伺様の禍王里ゴ・コント  

ロ＿山しZ．い言。高度噴魂は、官う泉l二J5 ∂坪のイセlこ、密度コント⊂11－ル埼与を  

痔地甘5 ニとによクて出力 を〃声F伏策′こ√言劇鹿を持って、、言．  

ノウβ〟′．バ／   

〃♂〟／．月～  

ナノ～レ  

〟リー月／・〃〟   

〟′   膵  

′ルーーq～ 卿  

々βC．0岱   

細り朋¢   

△々′仰〟／．  

伴亡 占IJ叫．．  

〝βrど／：′ハ／〃〃／ク仔 翰理は下着の乙らソ r尺占C・′∠月¢・P∫C め．粂イチイ寸）  

ズβ〃 王棚′β／∫  ノル  イ／  〟γ Jむ   

／ナ′－■／   ♂〝   一■一・－  拗  ・〟ア ー・・・ βノV  β′声 －－   

〟リーバ～   〃〟   の甲・一－・ β〝   

／ノr  ♂坪  a／V  の撃 一L  ♂ノ∨   

（周一∫．／J 高圧亀東森のコントロー′レ・プロ、・ノウ凪  
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√・7 ノ⊃∫ r∂〃′イ月〃∂  

クエコマンド＿噴白の一智義をイ嘉一∫・古）lご示す．一さ項酉の討畑lくつ、、ては   

上表－∫．7J・r義一∫・∂Jを；参、モ魚のこと。」Pエ コマンド】東田ハイニシヤル  

ヒット才、電凍投入時に行かれエ。（5P亡・尺β〃のど盲5か一方が〃〟′こ甘フ  

た時点～セナトブれ言。） なあ、、ゑろかじめ5クC■尺β〃のど書£か一方、あ言   

、＝j、l動感舶ヒもJこβ〟威儀l⊂あ与と争ぃニ、才与Jこ 5P⊂∂〟 あ3、、JJ尺8〃  

♂〟のコマンド盲歯音しても、裏縛ざ九て、、；Pエコマンイ㌧＝札昌IJ、￥ノ＝iき   

イ昇一専ごれ、イニシャlレヒットはさ九な、1．  

7   

月〃戸 朋〝ノ 亡汐〟7べ〃と  ⊥．β．   

ノン  〃   

～9  ′  （∂J   ■■   ◆  ．ケ   

～β  〃  r71  ◆   ク  ■   

？7  〃  r β1   ●   ◆  

～β  o  ◆  ■l   

ZJ  ■  ◆  ．●   

r∫J  一◆   ■  ■－   

～j  〟  r～J  ノタ   ■  ●   

？？  ▲  l／）  ◆   ．〃  ■■   

～／  ／れ／L引〃辻 ／   AJ  月～  β／  iβ～   

～β   ■  ～   亡／  C～  斤β〃  

∫f〟∫ク々  

／9  一々 β∧イ  けノノ／∫J   

／∂  尺r ∂／5ぐ尺／   〟．∂．ー／・～J   ⊥．∂．（／・～）   〟．β．（∫・4J   ⊥．β．rJ・4J   

／7   ◆   〃  （∫・♂）   〃  r∫・∫）   〃   r7・♂）   〃 「7・βノ   

／∂   〃   〃 （タイ♂ノ   〃  〔9・〟）  

〝j・（～J  

／∫  斤r  ぐク∧／r   占≠q′∂／5   

（／J・／～ノ  

／イ  尺r  C月⊥  aV／∂声声   

（／J・（～）  

／j  朗／／V r♂〟r   JJ′ム   

ノ～  〃∂∂ど   ′ツ‰。  且PC〝ノ～（■）   エ戸で■′Jノーrの   駅伽」究鮎，卿占与   

巨象－∫・古ノ クエコマンドJ異国リスト  
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βレ  ■■＿名  厳  ∂∫〃  ／  ～   J  〃   ∫  6  7   

／き  〃〃■8㌧と つ‰   JタぐrけノーJイノ    5戸r ～∫ノ←r∂J    JP〃■，脚ノ   ¢β∂ βひ々∫rエ∈′どL   

♂／ノ∂♂  【J：／〟／rん軋  

♂  〝′〉亡  ／∂  ・ 

♂／  了～（㍗   β／  ．ヲア（丁′ ク／   

J♂亡ク♂J   J〃〃ノ  ／～∂｛ソ／   〟＝り  ／～∂C〝  「♂♂J  古4ど／S亡C   

〝J●〃リ  

／j  ．卵／〝 r♂〟r．   〟／L．  

♂′／ク／  （バ〃－け／■ら  

「‘l∂lク♂〕   

♂／／／♂  rバ／〟／丁／月L  

〝J・√～J  

ノ∫  尺r ぐク〟r   〟明′β／ざ  

〃′ノ′′  ／ノ：ノ〟／丁／月⊥  

〔（7γ．戸β）   

′∂  々7■ β／5ぐ斤／  〟．∂．（9リ♂J   ⊥．β．（9・／♂ノ  

′♂♂％  （ノ；ノ〟／7γ月L  〟5  ／／   〟5  

′β   ■  ／β   〃  

♂／   Jク  β／ ◆  

r′βJ7♂ノ   〃  化＝り   ◆  

／7  尺7■ ∂′∫C尺／．  U．∂．（∫・古）   ⊥．∂．／J‘・∂J   〃・∂・√7■βノ   ⊥．β・（7・∂ノ   

／〃♂〃／  JJ；／〟／r／月L  〟5  ／′   〟5  ′．／   〟5  ／′   ′5  

′ク 〃  ♂   〃  ／♂   ○  ノ♂   〃■  

ク／   d′  〃／   タ  〃／   ◆  ク／   

（ノ／ク♂ノ   ノン  「クβノ   〃  ／♂♂ノ   〃  ／♂〃ノ   一ク  

（嘉一∫・7ノ クエコマンド・リスト（ル′～丁－ム申／7J  
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βソ  一名  ．林  ♂∫ク   ／   ～  J   4  ∫ 6  7   

／∂  尺7■ ＋∂／∫C尺／  レ．β．（／・～J    上．♪．（／・～ノ    〟．β．「∫・イノ    ⊥．∂．／J・〃J   

′ク♂／♂  ノ／  ／／   〟5   ／／   〝5  

／β  ／♂   〃   ／〃   （l   ／♂   

ク／   ◆   ♂／   〃   〃／   〃   ク／  〃  

（／～〃J＝   ■■   「♂♂ノ   〃   J♂〃J   〃   ／♂♂J   

5占灯ク尺・・  

／ウ  々 β 〃   （W／、ざJ  

／♂♂／／  √ノ：〟Wr／月⊥  ′／  

仰  7甘P  ♂  ♂仔  ／♂  ∫／～般亡  ′β  ／∂  

♂／J  占∫g亡′災亡  J♂／ノ  「♂／ノ  

イ／JJJJ   ♂ク  ′～β亡パ亡ぐ  〃♂  ♂♂  

～ク  〃〝エf胤 2   C′  尺8．M  

／♂／♂ク  「〃ノル／「／月⊥  ／／  

／♂  ／〃  ／β  

♂／  ♂／  ♂／  

イ／4♂‘り   r（7〃ノ  r♂クノ  

～／－  〝y⊥と：′どム ／   A／  月～  8／  β～   

／♂／♂／  （ノ；〟〉／丁／月L  
／／  ′／  

′〃  ′〝  ／〃  ／〃  

♂／  ♂／  ∂／  〃／  

イ／∫∂〃J   J♂〃ノ  「♂〃ノ  √♂♂ノ  

ユ占∨∫ク々  
ガづ／  5PC〝ノー（〝J   の∨／♂伴  朗〟∨  ぐク〟7ン？ク乙  ム．β．  

（〃／〟／r／月」  ～超レ  

ク  ♂声戸   l  の  ／他ゾ  

r／♂J7ク1クβノ  

l  

（★犬C（））   ♂」ク（JククJ   朗／〟 〟ノ〟／．  

〔長一∫・∂JクJコマ・ンド・リスト（1ル／♂′－∂リjソノ  
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β 虫カイ昌一号  

∂・／ パM⊥β庁〃〝 r舶了ノ  

ノ乙  jホ   F  1〟   虜  カ   

／  ′′レ ／／ノ  〟〃∧〝   ～～  Jブ  〃ト」ルノ   〟γ一月／・β／・ぐ′・J♪   

？  ′′y †～J 〃〃〟′   ～ブ  ．●   〃  ノブy－β～・β～・r～・J∂   

j  尺β〃 ′プレ 〃〃〟／   ？イ  ヰ   〃  尺β′才一／イr   

イ  7⊥ －／♂  √∫Prr／J  ∫β  ■  ′‾JⅥ一一十7〃○⊂J 5P⊂r月ノ   

∫  7ムー′／ （5′r■乃J  J9  ■   〃  ∫Pぐ（βJ   

（義一6・J） 月〟月川¢〃た 備考リスト  

〟♂rと／：高庇モニターJ奥田（戸～～入一朗）タブ．アナログ亀ゑ霊力「∂－∫り。  

遥uト已ゴア＿】鼻白く 臼∂てた－りけ、センサー丘凍土力 卜、招－ナ7〃で）．  

～：〝レ（〃■¢ノ 〃♂〟／ノJ、、SP C でマル孝プレクスして土カ。  

／ノy（〃l／サク∧／  

／ナ「（～ノ 〃∂〟／  

ヱ：／∫声…おe亡／jどS亡C （ビット し一ト 〟／伊〃／⊥クル）  

東 適湧いヒニj一く軸外け、 

∫戸ぐ（月J  S／）cr8J  

．（便】－6・JJ 過腐もニターさP介  
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6・2 J〉〃尺（肋ノ  

声  β  ～   J  4  占■  ざ  7  8  9  ／〃    ／～  ／J－  ／イ  ／占   

∂    、5タぐの  ∫〝だノ  ∫βぐJ∫J  ¢ββ    5／⊃c（イJ  jPぐエカ  Pヱ／  

／∂    ◆（占）  ■／7）  ◆l周り  〃  ◆／9ノ  ○（仰J  

．貯    ◆ r／J  ◆「～ノ  ◆ りり    〝∫  ■  〃「ヰJ  〃「∫ノ  

イβ    イ（JJ  ◆（7J  ◆†8J  サ  ◆†9J  〃（／〃】  

（長一 占・～J∂〝〝フォ ー マット rⅣユり  

βJ／（∫Pぐ）  声  ル／  β   

／  ∫′ぐ   β〟／〃仔  ／5  Jイ  ♂   

？．  〃γ一ん  ♂〟′肝  〃  ク  

J  〃V一月～  ♂〟／♂〝  イ  ノl  ～   

イ  〟y一β／ 〃〟／〃仔  ノク  〃  j   

∫  ／′y一β～  β〟′〃′F  ■  ∠■  4   

∂  〃γ－ぐ／  〃〟′¢′r  イ  〃  J   

7  〃γ－〈ゝ  仇∨′♂仔  ■  ノ  6   

∂  C′IL    血V′仰  J  ■  7  

〝∫（郎JY．丘PC．〉  f  〝  8   

9  尺β〝   〃〟／ク〝  J7  Jヰ  ク   

／〃  片品け′上〟伊ク〟／抑  ■  ●  

／／  尺βぐ  F醐／β／∫  ■  ◆  ～   

／～  組付〝y ♂〟／∂貫F  ■  ■  j   

／j  ∫βで一月  ♂〟／仰  ●  ◆  ヰ   

J4  邦亡 ・助的ね／5  ■  ク  ∫   

／∫   

〟  〃   
ク   ◆  ■ ・  占  

／β   

▲r  〃   

♂  ▲  ■  7  

（長一6・j）∂〃片（∫mr以5Jビット内盈  

ルワァで／；5タぐ（′ノー〝のノき、〝クPど尺 βノ占ど一ぞ／（⊥どy占ムノ山上棚≦カウント  

レてこヒカオろ．カウンタ ーI才 ノン．リセ＿う′ト．  

～：¢8D データJき、r・ノヾ－スト右横出し打晴動座、l／∂5亡C与・の  

カウント・ダータβオ且の．計？イ臼のデータ盲I也ット乙して出力し   

通弟JJ丞艮”β”書出力寸言。r詳細Jメ．7・J頑を媚）  

∫；時憫効率鮭  

∂′タ～seく rビット し一ト 〝／ざ〝′⊥β〝J  

〃′・∫ 一－・－・・・・・・・・・・・・・・－  ∂／∫～5亡⊂（  ●  ）  

Jタぐの－（ルノ＿イ／／6se亡（  ●  J   
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古・J エPr 〃β〟／（〟卵J  

f  ‘－ ■み 1  ／  ～   J   4   ∫   ぶ   7 

β 

β  ○■dリニ  ヶ 「プJ  〃 （車  〃 」勅  〃  仇列  〃 ∽）  Jケ   〃   

／6  ◆．′∫ノ  〃＿ すJ  〃 J占J  ケ ／6ノ  〃 √7ノ  〃 r9ノ  〃   〃   

J叫  〃 （7J  ヶ．ケ】  〃lβJ  〃 （βJ  〃．（：のJ  〃 （わJ  ノシ   〃   

、持  1′7」  ◆ （7J  〃 JβJ  〃 ／∂J  〃 （〃J  ■  ○ ／ン抄J  〃   ガ  ○ （／）  〝 r／J  ▲ √～J  〃 ／～J  〃 （，J  ◆ ◆r9ノ  ル  〃  イ∂  ◆ rエノ  〃 rJJ  ● 博）  〃 （イノ  〃 仇Iノ  0．∽ノ  〃  カ  4β  〃 （動  O d‾J  ● Jの  ○  √む  ケ ／，J  ◆ r，ノ  〃  〃                         〃  
（義一る・イ） 5Pr 〃のVノ フィ ーマナトr〝グり  

ノ仰′F／；錦均分僻鹿  

β／∫～5e亡rビシ 卜 し－ト〟／♂〃／⊥ク〝）  

〟．∂〝ノー吼⊥．β．〝ノー店ノー4′／βseぐ（  ▲  ）  

■  
〟．∂・J9′（／〃J∠＿．βイタノ・〟クJ－一－－～／β 5eぐr  〃  ）   

尺β〃／rJ・斤βメサ√5J十 ／′ヰ 5亡ぐr  ク  J  

～：尺β〃rrJノ才丁〈7戸畑り、尺β〃′∫J′J∫／βど価りのカウンターのカウント。  

〃ウンターJさ．ノ ン・リセットー  

Jニ 〃・∂．〃ノ〈イ〟し ノJ、尺／ふ∈刀■〃∈（ノPク∈尺∂／∫亡尺／水上のイ凄・キのカウ  

ント。ム・∂・の～〝pJノJ、尺βど7〟惟乙〃〝ど尺∂ノ丘C々／．以下∧イさ阜功カ  

ウント○ カウ ンターほ、ノ ン ■リヒ、ソトー  

∫／庁上古レ占⊥  

5／＞C ∂べ丁ンq  

（Jり．「Lど′fエJ  

∠，∂．（▲∈レモ⊥ノ  

尺丁．⊥．♪．  尺工α∠）．  尺ノ∫ど．77〃ど  
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6・ヰ  ぶPご 3／¢  

7   ∂   ？  ・／♂   ／／  ／～  ／ヱ  〟  人ざ 

〃  

／古  ∫ 

∫？  

貞  
〝C9  

亜  

甜  J∫～〝  

ββ  クβど咄  

★  □  ヽ  

好  クー．〃‘〃   

／／～  

一義－ 6・∫J フし一ム・フォーマ、ソ・ト（〃P亡 〝れ仇EJ  

〝  ∂  ／  ～  J  4  ヰ   7  ∂   9  ′♂  ／／  ／～  ／∫  イ4  人タ   

♂  
5ク⊂  ∫クC  ∫♪⊂  J♪亡  ∫♪c  ∫PC  ∫′C  5pC  ∫クC  寧Pぐ   

／β  月ケ9  ク〝／ク  β〝／  ′〝～  月〝J  研〃  朋、∫  月〝占  ′〝 7  伽 ∂   

∫～  
ナ  
／  

イβ  
jβで  J′＞ぐ  J′ぐ  、∫Pぐ  、∫♪ぐ  、ざβ⊂  JノPぐ  、S．P亡  、ゞ声ぐ  ．5－。P⊂  
月ぐ9  ク亡ノり  タご，′  ♪ご ～  クど J  ♪r す  J叱、、r  〝 ∫  ′√ 7  ′で ♂‾   

珂  
∫Pぐ■  、∫′ぐ   5クC  5アぐ  、ざノPぐ  古PC  5p⊂■ ■   5タ亡  、5pC  ∫P亡   

∂β  A〝9   〟／／ク  タ〟（  肋～  〝J  〝／〃  タ〝J‾  ♪〟占＝  ′／ナ 7  ′〝卑   

アβ  
ガ  
～  

・SP⊂  ∫Pぐ  JPぐ  ．SPぐ  、S戸⊂  古戸C  5声ぐ  5クご  ∫′亡  占タぐ  
／／～  乃：P  ′ぐ／♂  ♪ど／  〝 ～  A、∫  ♪ど 4  タ（、∫  月「占  クr7  〝♂  

「義一占・古）・◆ フし一人・7オ ーマ小ノ ー（A｝・P亡 〝♂∂fノ  

ル♂7占 ／：ズ7 一 〝舛 ∂〝斤 〝久々β． ＃～ － 〝門 5クぐ〃¢〟′／尺♪〃  

～：ノ′岩／～∫朗∫／ノ才ク一対∫（ビヅ 卜 し－ト ′プノ伊′・／／⊥♂〝ノ  

∫：〝タぐモードー一丁各色ンサー柳JI；、エネルギー・レベルヰハPEl唱号を、  

敦出レワ＿ドノ旬ヵウントして出力オ3。  

ヰニ 〝／・′Cモードー タ〝データ；鮎レワード府∫こ人力ざれた．遥勧の  

タ〃ヂ一夕〔∂ビット）妄出力寸3。 ク亡データ；ふせソサーーみ  

／＝入力されたP占席号き、卓鼓出しつ一ド伺カウントして法力寸言○  

∫；∫P Cイ吉一号の辞」軸′亡つ、、てlま、7・JJ密雲恕照．  
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7 データタR王里  

7・′ 5Pぐデータ対王翌＿  

〟ノ 劇ヂ望も－ドとjト已一ドの8者丁前細胞  

∂P■額uモード   
〃 P〃・βC モード  

借方昌毘土し   イ 7二 毒象増し  

／～∂αノミード  ．タ～α′モード  加臆J～β他♪  如嬉J～α上ヰ  ♪〟ブしタ  ′ぐデー■タ   

～／β∫e⊂  久∫／～5モC  仇∫／～5や亡  御♂の曳q  

∫′－C 栂 ■、・′∂リ   Jケ  ◆   ■   急  二慧ニ  
5Pぐr9ノ ● 〝〃J   〃   〃  

（’轟－ 7・／） 丸運モード・8キー釘一介解他  

ノ∨♂r∈／；ふモードのイゝターフ土イス、ダータの火し理太東尊、軒≠由につ、、て  

／∫（∫ノデータメ8超の照百舌媚の；乙．  

（む 一己一ド ■ コ ントq一 山のPエコマンド  

∂V  名  淋  ク∫ ♂   ／ ～   5  4   ∫  6  7   

／～  〃＝ク ∠）王  ㌣ニ‰   5P⊂〝ノ ～Hり    5Pぐ研一－／動    5打〔即仰   6Lβ♪． β〝尺∫TLざ′gL   

♂／／♂∂  （）：ノ〟／7丁一句L  

仰  〃pC  ／∂  ■／∠汐（〃   ／β  ク ノ～汐C〃   砂  ノ1移〃ノ  ノβ  9g蛮8⊂  

〃／  ∫～rり  β／  ガ〔〃  β／  ∂♂く／免c  

「β（＝くhク〕   仰の  ／～∂（ソノ   わ♂ノ  ／～∂亡〃  ♂βノ  ∠押（ン匂ぞC  

（専一7・～J モード・コントロール開Pエコマンド・リスト  

〟ク7ど／：タ〟㌧PC／わpc・つコントロールl舌、DPの動イF二拝呈で、5アぐ〃ノ～吻ノ  

の．さゑ放ともIこ、店It時にコント亡ユ＿ ルされ葛。  

～：〃PC モードのDPの動作Jき、／～β（〃 乙－ド8専ハみ／g F顔出し  

モードと：りり、￥めイセlさ4戸貌出しと一ドヒ甘ち。  

50   



ゆ 5クC J）月γ月  

5PCデータ〉さ、j卜々のセンサー阜に、P〃rβぴ⊥5∈〝／a〟r畑専、及㌦  

タ吉 rタ〟⊥∫どど作〟r）す■・号音丁粗ヒし、倒叶／∂集線去エカす言。  

β0 8′  β～  色さ β■  丘r 占さ  8ワ  

戸〝（朗7月 ∂∽り  

P亡（  〃  J  

クぐ √ご上〝J吋ノ〟J   

′り｝データノ才、ノヾルス・ハイト・く一さ寸し、リニアな諒塊～、】才招く、ユ直帰の   

コンバート貞古巣lくメ寸し、く泉－ 7・5）一っ」亡七lく女；映老呼子う。  

〟♂尺〃月上 月ノD 亡♂ノVH  5戸ぐ 桝 ♪バア一句  

（間  

（／すさ8J 血′  β／  巌抽摘壷   β〃  β／  田  朗  βイ  8∫  βJ  β7   

鼻  
′  β  ク  β   ′ β～   ′ 田   ′ β■   ′ 田  β占  β7   ′ 掬   

～  ♂  ／  暮 ／〃   扇  丘；  扇  β∫  8；   ノ 点丁   

J  ／  ♂  貴 ／／♂    β；  β言  βj  丘㌢  田   

t  

イ  ／  ／  ′ ′／    一タ  ◆  一シ  〃  ●   

（衆－7・5J、S P⊂・β〃データの杏樹脾灸  

〟クr壬／：★≠中のどシ ーう押掛一き、度4突コード右イ寸如寸3Rめのビットゼあl．  

～：一兵－7■ ∫）にます東棟の給黒、入力イ岳号レズノレヒ、データポカ  

／J、下画の∫うな東條乙甘言。佗ぼし国圧I′〟・′ぐも一ドの舶阜  

哀し、他ハモ丁ドの量島合∫き、レズ」レ持イ8き巨オービット救㌦ゲくな言の   

で、命解他誌は，ヰのみ浸lナ歓下寸言．  

ク  之夕髄  J珊  ス地  相¢  
√占′タ▲⊥ど作⊥J  
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励 5PCデータの出力斜呼  

j pc妄、－，タ，3i∴人力侶卑レベルヒ、ライズ∴タイム’が、ノ足の条件に命・   

フた店員よ■＃盲データ立L 

示寸。  

＿／∫／ゲ∠fレぎ⊥）  

〟戸々fノq   

♪ノ∫C々／  

⊥ク〝どβ  
∠〉／∫ぐ尺／  

以7諮虫カ1邑月日  
∠ク〝吉ベ  レP戸手尺 （尺人！ど 
∂／さぐ尺′  ∂／5ぐ尺／ r／〃どJ  

r．回－ 7・／’ノ ブータ上迫力＝条」芋1E虞  

おれよ仲右魂髪づ1陀椚つ・イさ瞥しぺ山且㌦アイズ・タイム｛，∂／ざC尺／の  

毅．東通J言、乙g作ム の レタPど尺β／∫ぐ々／ふ乙タいJ、Pエコマンドブヨ没兄可能ど  

クイズニタイムにつ、、てdト象イ牛／き、Pエコマンド杏樹余す1ニ乞もq＝隠であ  

も．（義一7・イ）ほ、庚lイれ寸3 Pエコマンドのリスト盲未寸． 

∂∨  。る 患  ク∫β  ／   ～  ∫  〃   ∫  6   7   

腑′r  
J／  5Pぐ（／βJ   仇∨／♂舌F   月〃P G月／〟 ⊂ク∧／r斤ク⊥  ⊥．∂．   

◆  

～～  SPC（／J  〃   ■  

／β  々r♪βぐ一々／  〝．β．r／・～J   ⊥．♪．r′・～J   〝∴D．rJ・■）   ⊥．∂．rJ・■J   

′7   ■   ・は・β）   ク ／∫・∫J   〃  ′7・∂J   〃  ′7・∂）   

／G   ■   J（9りの   〃 r，・／〃J  

〃リ・けJ  

／∫  一尺′亡ク∧／r   朗吼仏β   

（最－ 7・4 ノ ∂′ごぐ尺／腐I僑Pエ コマこ一ド  

ル♂rf／： ∂5ビットと線度旬且とれ椒専、PJコマンドの詳細内港に  

つ、、でJJ、√・7J希、Pエコマンドハニ硬l司左蜘穀のユヒ。  
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め データメ仁政  

仙 〃p Cモ ー ド   

曲1．／ ／～∂C〟・モーニド 

ノ～♂ぐ〝・竜一ドのSP▼C≠、－タノま、入力値卑しべ′いこ足じて、8  

ビ、ソトのPHノ店号ヒして、P Eイ昌号とともに、一ふセンサー阜に車力  

す言．∂P側ノJ、上イ立7ビ、ソト（・′～∂イ〃）ざ鳥エネ／レギーレべルlこ  

ノ分噸し、・エネ′しギーレスJレー旨のP王イ畠号音、竜泉出しワード噌1カウン  

ト し、ヰノウカウ ント司虻‘島＝巳カす 写○   

♪P・の涜摩しIJ、′古 フし」ムイ ′～♂亡〝データ去ノ色サトとし  

てイ云速．オー。し佗がっz、l晴嘲弁解噸邑は 〝伯〃 ビットレート時で  

～5e⊂．」∂仇′ビ、ソト レートf8Secと′J；■  

7・レー久・フ才一マ、ソトの蠣、（周一7・～）l＝示寸。  

（画一7・～）／～8（〃 モード、フレー ム・フォ ーマット  
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仙・～ 罰コ嬉／～8凸イ・已一ド  

5P C照一jの出力チータ～才、／～占l（1／・モ ードと店lじ．DP優りでノさ、入  

カブータを、5PC〝ノ（㌧叫り，5Pぐ（封～躇ノ及び、J′ぐr卯・〟ク）の三つの  

グルーフ01く分けて外王碧を平手与．ただ’し 5PC（9ノ■r／〃）のグ／し－70J＝IJ、  

ニーの・モ ードノ才ヰ威しり‾、1．   

▲．∂P′才、上 

上イ立～ビットlま、センサーの諦か」，＝もイ史嘱し、広lじグノし一ゲ内のイさ萄  

チ、J祀Zピー．トが  

⑦ ββの威令は、5PCJはノ用のメモリ 「〃ハク〈－J／J  

② β／ 〃  5タ⊂～′∫ノ 。   「川∫～～g＝  

（∋ ′♂ 〃  5タぐJ′7J ．   （甜“一 汁J  

◎ ′／ 〃  5♪ぐ■佃り ．   （ぐ〟タβ～／～＝  

にアクセスレ、J各メモリ】J、さ～亡〃がヂータIt乙、，トてして爪理寸言  

7し－ム・フォーマヤトれ相別払虐（固－？・ヱ）ノミ禾す．  

〝古W7Wβ〟9W／JW／ノ＋勅J  

（虐l－ 7・J） 加一宿／～∂ぐ〃モ▲－ド、フ レーム・フォ ーマヅト  

54   



抽・J J～r〝モ ード  

凸Pl曲Jの典痩Iき、加オノ～8 ⊂〟 モードヒ嘲¢。S Pe／J．上庇Z  

ビJ′トー＝センサーハエDきイ汀けて：象力オー．  

助  8′  8～  由  β■  β∫  ■■  ■タ  

ク〟（／～∂〃／モーJリ  

♪〝√タ～ぐ〃モーlり  

†  
（∂＝才イ史■lし1甘ヽり  

∫∂  〃■〃 －  5P亡〃J・（J‾J  

O／－・・・・・－  5P（一？い′占）  

／〃・・・－  5PC rユト√7J  

／／ －  5クぐ（すJ・〟り  

机上の靂蕗泉、セ ンサーの rDノ＝才リ、5P亡「／ノー・〟J／∫－♂Jのエネル   

ギー・データガご≠の書き同じヒンす一申の霊力ワード匝．き～c〝｛  

≠一タとしてヨまカされ～．（Ⅰ邑－7・ヰ）線！額．占Pく■‖り・rノ○）の   

グループのづ易点・、上償～dγトノコ無視ざれ、′各々のメ軋り一匝アク  

セスさ九て、ヱ～⊂〟データとしZ出力さ九3．  

ヱ8 r－∫一物y♂／〟／♂〟〝メ俄〃／ク／ノ／〝J〟／）  

5Pご けノー〃J（り（～J（jJ（■ノー∫J／古γ7′∂ノ  

（匿l－ 7・ヰ） ブ～r〃モ ード、フレー ム・フォ ーマット  
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1  

仙・4 オ口癖∫2ぐ〃モード   

b♪海りの料理瓜如宿ソさ占 

ッ 

（フしてム〝〃・を4  ご音J・つた余り）壬イ寸けてこにカす言。  
■‘  

β∂  β／ β～  ∂∫  β■  8∫  β占  β丁  

rノ～β・  g■  J～  ／g  β  す  ～  ノ  二Sさミさミキミ＼  l■    ′～8  古■  J～  ′古  g  ヰl   
Aウイ／～∂ど〃．モード） 

月〝（加卑ガ甜モし 

ヱ  

T  

r8クはイ奥羽しJンlり  

∂∂‾一・r一月ナ∂   

β／・・－・一 声d〝▲J  

／β －■・一 声4〃＋～  

／／一 石紳ナj  

ちく上の貞畠果、盾lじグループ内■ブニ エ寓Iレギ■一・レぺルガ、ヱ～ど〃／＝  

細された∴フレーム▲⊥料ムデータ眉峯ガご、ぞれそ・れ別のカウンター桐   

メモリーに7ク七大ざ読て、．4フ・レ＿ムの何ぞ、フレーAjト＝錮J  

ざれた、4セット（ブ⊥タガ㌧低速．丁れち．（坦－ 7・∫）鞭．   

5Pぐr9J・／／〃ノのグループ㍉こ、ニのモードl才j与在しな、、．  

岬帆り他〃サー／／○肋／＋  山〝∫  

エ8  ←ズー′〃汀ク／∫ノ〃〝／∫〃切付′〝の〝ノ）  

…
…
慧
 
 

C  

…
 
 

で
ミ
、
 
 

可
 
叫
ナ
5
J
「
一
 
 

、
ヽ
亡
ヽ
札
 
〃
 
 
 

b
t
－
主
計
 
 

一国－ 7・∫）オロ弁才～ぐ〝モード、7L一ム・フォ ーマ、ソト  
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（βJ P〃・P C モ ー ド  一 キ・■▲＼丁  

＝のモード、で一書・点々れセンサー与にデータ典理モ行与。－こ  

すし－れハ  

励，・／ β〃ヂ∴タ  

年率ヤ革ずしワ一ドち 

、，．．  －J∴叢初の．♪Hデ，－タ．（∂ビヤ＝，＿を・ヤ．め宅蓼き＝ヒカ「オ言・（禄牧のヂ  

一タグ 

甘、、。） 写あ、、錬＄しっ一ド伺は、PCデーアハ率土㌧ワードが  

舶し、￥′り旬一＝ 

ヒ1rち。卓衆おしワード何に、入力データメlつも蕗威し巧かった】鳥  

冶、は、〃♂”を出力寸5。  

低い ～ P Cデータ  

浪士しワ一一？■愈に入力された．、今てのクーどデータ右カウントして  

￥のカウント板書霊力寸ち．．（p〃データの内患l才無禄才る．  

p〃・Pとモードの7し一ム・フォーマ・′ト古く象ニケ・∫i′こ1承寸．  

〝  β  ／  ～  ブ  イ  ∫  6一  7  ∂  9  ／ク  ／／  ／～  ／∫  ／亨  ／∫ 

∂ 
5・  5邦■  J♪亡－  ・5  ∫′亡  

／∫  瑚   

」，？  

‘値  ′（■9  カニ／り  ♪ぐ′  〝2  ′仁5  ♪ぐ■  ♪亡∫  Pぐ占  ′ぐ7  爾   

‘ヰ  

∂〃  
〝／9  月｝〝  月Y／  月け～  月〃3  月〃イ  剛∫  タ／，古  桝7  ♪〃β  

9J  

／／～  タぐ9  ′亡／p  ′で′  ′r～  ′rJ  タぐ■  〝∫  ′r∫  ′r7  冊   

J康一一っ・∫）▲ク〃∴ 戸Cモード‘、フし一ム・フォー†↓ト  

〝♂7∈／：王寺店l分離（ビ、ソト レート 〟／∂〃／⊥♂〝ノ  

′〝一ノ∫．ざ～∫／∫～．∫〃〃ざeぐ．  

タC ↑ g～、∫／～∫∂′け5eC．  
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7・～  尺β〃ヂ＿ タ  

〝J f⊥月す黍  

尺β〃の戸⊥月合判ゑl司‰人カノま、尺8〃一刀・々8〃r封のセンサー毛、  

クエ コマンドで切手負えてイ更申寸言。￥♂他、Pエコマンドヒ、コントq一ル  

頑固の蝉を（義一 7・占＝こ京寸．きた、匂勧刈鼻lミュら才一、尺F月⊥  

丁／月とぐ〃・♪∈しqy T／〃E C〃～∂〟／〃仔のコントロー′し本町傑モー、如  

才言っマンドのリスト壷ー義一7・7Jは未寸．β〟／〃声戸♂とスチリシスIJ  

ソ～カウント㍗あ3．  

♪∨  ．名   称  〃5 ク  ′  ～   ∫ ヰ  ∫  古  ？   

∫f〝3ク尺  
′9  尺 β 〃   ／ー）′／∫J  

（）：ノ〟／丁7■ム  ／／  

（の  7クP  ク  〃′F  ′ク  ∫′～ ■   ′♂  ／〃  

／♂／ノ  ～∫葛■ ●   〔♂′ノ  ／♂／J  

r／∫∫∫J   ク♂  ／～8 ■   ♂〃  ♂〃  

（義一ク・6）尺β〃・PJコマ ンド・リスト  

∂ど上月r ア椚ど ぐク〃〃々〟∂   

一畠  ♯  A♪  古ズ   

尺β〃 戸⊥月¢・ ク∧l   7  ヰ   

〃  〃六戸   ∂  イ  

尺8〃 戸⊥月伊 ク∧／   

◆  

（義一7・7）尺8〃■ 戸上ノ上古コゝトロール、コマンド  

′～J′叩〟／れフ尺（〝99J衷  

△／∫rβ′のレズ′し扱け、（；轟－ 7・βJの伊バ／∧′ 一⊂β〟7／アリ・仔）の蛾8を   

馴致■′－＝こ1こ．デー′′ま、2－－ ～8 ぅぞハ8ビットを土＝ウオち．した貞ト，て   

鼻大力ウント救は．〟／¢〃ビット レートで√′～亡／5モ⊂．⊥∂〝ビット レート℡－   

√／～Cノヰse⊂．となう。また分解能lゴ、ム∫8ガこ～′ ㌣～カウントと甘う。  

〝99のこ巳カ7オ ーマ、ソトJユ、丘・j】萄（長一 占・4）喜劇照ハ＝ ヒ。  
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7・ユ タ8♪データ  

庁ββのイ吉号療ノま、尺β材・声⊥月今声1文面潜・ヒ共用オ尋．（尺β〃けJ   

と尺占〃√5Jのセンサーモ、Pエコマンドご切構える．）  

∽ r・β〝尺5丁芦り足  

り墓月カウント教）一（β¢カウント救）i 

と、、う願書、1／85e亡羊仲で即虔レ、＝の孝イ辛が～廊通■赴ゼ成立した   

二成合、J・βレ尺5丁と芦Jj已すろ．  

ばJ β¢カウント敦の鉄泉  

√・β〟尺5丁の判」良に声持、、る 8伊（バック・グラウンド）イ畠号のカウ   

ント敦Iさ、β5eC′勾｛カウント教卓 ソ6ヰー＝して、l／8se⊂J句の平均ダ  

ータとして凍喝する。＝うレて礪られたβ争カウント故は4ビットプ象   

され、L58ク；～カウントに相当寸る．し持病ってZカウント久子サブ   

ぞ～－J∂カウントの範囲で1晩文士札5。  

（刃 刈鼻塞ぎづ且ハ卓披  

〃∫β  お7   C（フ乙′′／丁蹴   

′  ／  〟rカ～加亡ぐ（〝～C／SeC）   

′  〃  ／～ぐ／／～∫〝Se亡（チ6c′5eぐJ   

〃  ／  ／βぐ／′～∫巾夕亡⊂・r∂β亡／5亡亡）   

／〃ノ  りり  ∂ぐ／／～∫仇∫～ぐrβイ亡ノ5e亡ノ   

ク∫ ぐ〃〃〃月〟∂  

J）y／～  

r J：′〝／r／月⊥  

め ミヒカブータ  

㌻・8〝尺5r電荷のヂータノま、判足し斥帝如（サブ・フレー山ハた嘲fo   

げらの時削ぎ、介貞野際JJl／らSe亡、最大5～5e亡jでヵウント可能）と、   

レ匂se亡単也ゴ、創見したカウントず一タ（中り邑．亡．便胴I王したデータも食む）   

を、判．定呼如がらIsec後きでハ8データ．合き汁9データ妄lセ∴ツILとし   

てま‖トオも。  

ポカ／き、p〃K（〟JヰJ・声／占〃十？．Jセットのデータ∧イ云為にダ申な喝  

J割け、ビ、ソト レート 〟値〟ご、～ク5亡⊂．⊥∂叫′七・885e⊂こと′J害。ヂータの  

患い曙一書．〝ク”をお力寸ち。  
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β昏・乎均  

班）一癖別データ  

β∂  β′  ∂～  8ゴ  8■  β∫  β∫√ ■ケ   

β○／さ、時如ヂータ利かJのためハラべ一レ′′J”で・、ニ〈ビ㌧′トけ、  

頑如■〃〃 一nグータヰ凍虫寸さためド成羽寸を。ヲべ1レハ取扱、、Hト   

下手乙の払うり．  

再卜丁 ビットし－ト〟〟Hイ′＝璃、甘露如ヂータ‥としてハ8クJJ、”○′‘  

と し Z事声．う●  

〟り＿～ ビット レ＿ト。＝川′で・．碕如ヂ′タのお力が戸′β月ナ7J；出力  

さ書ヽた場合、  

桑  イ竿  凡  捜   

花ニ0  ∂／ニ／  8廿＝／  β／t／   

●   β／－β  ∂〃享〃  ∂Jコ ∂   

乃己／  β〃＝〃  βJFβJ 

万＝ ～  β／≡∵／  β∂さ〃  ・・βJ＝／   

〃   8′之 ∂■  β○－／  β／一β   

カニJ  βク∈′  β／モβノ   

〟リ カウシト・データ   

ヵウント．データ。壬、バ）ク・グラウンド・データも食む．  
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Z軸ミラー（XFC）   四  

烏邑尾大・増．増徴可→阜廿阜乳・1相野主命  

頒頑丈肺凋柾寿他  
岬舟′像∴  

大飯矢号′ 埴琴智証下方鴫 

ナ鼻音芝舗′宙員（碍）▼宇宙字音槻峯村  

1’∴観測牒的  

0ニ／～ユノk．∇勿エ・ネ・ルキ＼■一機萌て、の■専一計軟・‘X胡の観融与すろ・と▼ユkeザ机上－と・J  

掌って∴そょ・dT中火納の舶q方向扁忙属しし、鞘嫁があみ・ニ上功一柁腺一  
号冊堅何仏門たすう高速ガス ト川‘K）か≦放如1れてい≦ゝ′方主■らこれ′βtl’～  

d、う・keVの取X鉢功■テ壷應．1ヰ椎骨ス象属t逆和恥な，て、、ち∴主の、鳶通が…  

超和阜仇産詠一秀とられ爆勘Aが－′〆年取っtユニ巧エネlしキ1‘一周蕨で朋与く  

T才一り ヲ∂～川クP亡 ¢′，・天王！比な毛，＿ Ⅳbr帆、1㍉し8r Sp止「のよう匡温くれあjむ  

ケ・ 

． 

ガネ個執が、考㌻ラくゎ跨（1＼＼もt患わh言・・号叫が声の防ガザ的ザ態′虚言叩1一  

針ほ女＝バわ3たり＝∵ほニー♂エネ・レギ一個獄丁・仇観剥が竜骨性行為・   

X下C丘㌻ち観測tトン甘え集え鹿ちl申し、て ∂．ユ○♂角々稗経で．0－／－j b▽〃  

エネルギー倒塊t、－ゝれち功高温ガス用蕨の碑温月示うのJ■ネルf－スヘ。〉いレ一  

拍うニ＝自由つりゴ．叩う工えlしデーースゼクトルから吠収ド奇手有言畢呵中唯  

オス象斗縞がス減産∇”緩…J取木酎帥－、 

障融・1‾仇ヰ1ご♂菟風斤布卜如チエとがて、－＝・   
二のどう・TJえがつ・仁X戊碓｝＝一正＞え爪㌻う巧責咋も観利手丁索h卑小■ら示∴巨  

・怠娼の臼を産量（H轟ト）・演奏卓（刷H叶∪毎…）   

・フレーァ草 し山亡亡t‥う ・斤S cVバセ‘八竜   ■卓杓い8ヰノ主のサいX根号   

これら。右派桟庵の哨国東化．工ネlしギーフ．′でつトルd髄叫”、ら ミニーー・仇X銀q  

乾せ碑瀦盲■帥3’‥、こ功丁・えl）1■一周凍て・り阜呵がス匠√き咋収が丈ミ、、取の．苺  

呵がス・産雇主†－・Jβモーc正・ユン⊥▼下の方向れあ言・長峰しオ青む巾3ニtが7・主な山．高  

飯館功え何で√一級多拍｝ト未咋l・あj／βL．Lα亡夫確 写も汲刺すきニトが丁’1言   

解X碍盲粟ラ射す■i塙舟X錦レ人汗d粛々tlて郎有承鵜匠碑堤1ト駄々∫月もー督  

叶頭の寺ふが川虫t巧言．特h恒iけ鼻声′椚産気頭角．本確注転披いてその  

沌應が大王くえ力〔すき、キュで木綿…ほt卜し一彦ゑの布いユke佃工ヘ音†蒼古t  

そこいざ主ニゝワ 

木下C′事1いこも∫う’－′h棚、iれ取離別井隼くらべ∴具え鹿！汀・†わこt仁よっ  

「向合解句とが古く巧り′ 与／〟が大仰n首長ユれてぃ盲．X下いり司しい方向盲向（  

spcで－1観ラ叫で1な叫工ネルす一個噴石齢如し和畔用餅肌1ト  
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2．観測楚蓋   

装霊－7餅入射登友和鹿で咋らト托一夜え集光鹿とモのヰ東命牲畳〃、れた亨香芯  

侃〆別封猥観（M〟亡）tほ号処辞のたあ萌せi臍路卿、i咤‡．M〟いlポリ7■  

ロビ叫薄順i岬、、言た句書†教権申功∬、ス泉席t塔れ一足に†さケのqガス足利肋卑  

しガ、ス丁ニンイキ組■あ3車てし、；・   

視野の咋町■1Z如意内耳伺う衛阜功呵転れ√フてβ．㌔メ㌘の巾で天空！長五す  

わ．d泉志向性毎Itク．ラ丁あ3．鼻音向lご扇・カ、れ」たHⅥ／⊂＝ほ（・㌔呵頒て、’・7佃の  

しellじ局t↑られ′ふ4d仁山し け幸一羞す3芯線がii壱号が串り£1れさ■ え御仁  

孝行巧入矩X錦＿けlア心のC細山貴官喜郎む、、仙ire崎． 

恒ら摘向旺主く？さ㌣絶って9い提ttり亡ぞ“＜一隻官はふ虻屋が才子朋｝・  

掴1ヒX碑碕がえ如か～ヱ、∫のとこうhあフE境△に商号の郎えれよって弓d仏  

名仁そtl勿上盲動“て与う＜凍itホす．  
個1、六千ビ仇神野七   

千聴一軒滝如叶朴   

X錦碑が主軸かi   

ヱ寺仇tニうゎあっt   

緒言暑が川面iしk   

鴫食．  
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△   ∧  
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．  ＜ ． ＜   

l  ノヽ ． ＜  
げ   11げ   3甜  

う．集光鹿（XFC）   

汚1■1醐丸亀1148‥錘のシートがうスKlグロ¢Aの＝、ソナ・レ吉良残した鹿  

盲憎ヱ佗示す√うlニロ姥∵けメlヰ0‘、ヰ，い4碑顔の諒坪軌仝確って阜、息馬匡て∋√  

ち仁並へ・や「オ呵…舛集えし仁一攻え臭え鐘であ3・ニれ！ユ調恥斉何と向  

く㌃う忙／ふ人′♪．ノ∫βM山の華久中n加ゎ3．鼻骨髭融印～鹿。上韓p、i阜  

車両寺て・・の竜王、手√∂0仰で、あ言．婁軸忙中行乳てい鹿仇妄りきX銀の黄工入射昂  

l冨1・いい）†＝可∧虜tもど入射向け小1く七三．康で友好屯す■ド長持阜幸晶の叫W  

亡忙入射す喜X虚盲裔く乱心n鹿の前屈忙Sktミ（。Ilr仰もr 点いいノ痩の東側h♭細川  

叫Perl如叫も・整ぇし射、舌何の裾野けこ？C¢（一丁－仙ね‥仁いて㌘F州＝  

忙刺ア払王れ3．X錦a入射為何がら見取二の集え償仇牧巧的乃吏方面禎■才1卵笥り  

けcγMエヒri3∴入射角〆汗す3頂知和前のえ化盲偶3忙鹿の五郎を吉偲4忙  

山すれ与す．  H■RR。R  

周2・一一フ衰え蔓窒々乳pJ粗食庖  

紙面忙卓立オ向l二I∃f≠ざせ1の  

号室で●ニの舌向佗け臭えしTJい・   
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∵加巾●叫けt■▼l  

周4．虎q友和孝  戚3．入射ス練と史軸の年l和音叩億の有加増  

4．比例計数喀〔M〟C）   

冬青命に玉＜う琶肯牌比例軒枚嗜け底倦の酬・l妄†粧壊i舶ももべ・た 

のであ占，7古く有本ぺ、一作柵ミh仁V SXヒ同レよう把 下仲山′ 鮎久rの之届かi  

乃り′ 下作几tド111う不か芯錦・盲ユ仰呵碑匠誰り．＆射「れけ1ネ．の芯・」嫁が兆フ t  

あさ．婚号，言下Ⅳルtオ、主両鴇のヨ千！碑hた7ネ．斤鈎「〃；1オ¢寺†タヰかシ1官  

立隼知り敦1れヱ・胞＝T a札†／仁。“ルね「のメ貞則盲すj．X韓入射監にけ0、り▲M  

ポリプぐレ忙レキ「「ンー■7ホーム′く・一一し盲仁Od し伝い主用、、主・パ仲1＝写  

恒乾の透過亨t下叶王仁か忙1伽～丸竹メの舶t丘為し．町押Il町丁阜臆せlも  

七‥¢ま1たJ、忙二川～joル曾／…1払r♭¢Ⅵぬ笥盲確言・定功夫きモけユβズ′j∫…－・・  

一定服が・、lえ足長比和主うようし＝透過計∂〆のメ、ソち吉池3．下桝tの三ど1け／えー一  

戸射し「の≡賢～t書〕l軸Mでカヌ兄のメタンガス喜入机ても咋1せミ，挿頭㌻言値  

かJユ抽一手四βアナあ主．町盲上′†■前の†ストナ－JP一－0がス葛l見方イ・丸し  

動伴1せRDつiフラー盲適Itせ痘奇功恥吊‡しHpコえタブーぎ盈11計鞍  

嗜相在！＋ェりす∋・患権が斉し沌のモニ甘i…、ス頭巾ち斡）て書†牧観の  
軒n 喜一足す2たれ亡妻た述べ、主か細判御永か頂け再れj・さホ玖輌閂躇  

のメ賭のエネルギート行す言i†狂ゎ幸甚唱F忙未す．オ静聴の青息憎盲…句吋3屯  

帥hユ脚V人工のX館盲£耳払い肌†こ和 知川そも惇晴あて′C札0〟⊂。り他山l三春って  

A…P軒れ盲切稀え・う市乳も扮布互41“ノ7す3・  

⊂H▲l／】qt－n・ C－d0020叩  
PPLOβumA1200AL【m5u9F（Rほug  

－1、－＝▲－－   
5，がス圧制御車   

がスの碩鈴与武tT伍くヤ料うりク ＞SX  

ヒl享けl司U・1いあき，艮綿ユタク“ 声刀  

／加美声のメダンがスポ、ンベいキラ東庄  

軍でl～｝諷斤匠林丹lてM〟C匹…嵐す．  

Vluノ乙Il食確守忙一って封レ・仰ち山鳥．  

才丁！工イ前小寺ストで・J今伽“〝b√一心（  

一連《て街宣叶のがスす、ンへ－が主P－・D  

が久下強＝あ咋1せ言．がス結成奈の  
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ブロい′7掴首虜占ドネす▲ MWCl季♂應請けヱヰ¢c＝・あj■   

新穀竣功解川巨定忙揮っ匡め、仁作feT帥陀∨山川巳1い早見売主†にい乙  

斡教官内在ヒ呵8伴M亡ど∨山川eの存ガゑが塔仁一えの中のサド訴、ユきj∴トうk  

下川．し。止。勧説号盲叫印す主＼行革嗜．内圧け舵手一区和しこいて常時もエフーl  

れ′差斤研が、子細れけった揚企転け二q声カオーリグ稚主て∴が久方の未申申盲すさこ  

しも1r圭∋．キーンベにも詑ラー声斗が取りけ叶iれが入♂頭骨草盲如言こしが－でモ  

ろ．才†う上げ硫匹・書 下ー10がスさほ倒す一匹れ軋直結入線L払kq厚顔サ盲呼  

号宅†杖竜甫‡十命ド阜達しこし1こ仇い可レ、下川力色稀斗主痛い†てメヲンがス…乃長  

かこ封入す．多軸二か祇到轡希喜勧隼1V占・乞†粧嗜…■ス魂仇がうく持って酎才瓦  

音†があい東低い）†がっ仁端点l仁・3≦払f‘tYサ仇te担いて糾せ蕗苛♂串咋t  

止れ市庁せ埼盲昭にす∂・阜雪がらが久喜寓∧5揚々区けこ勿S坤17曾山  

与研一二、てあlカーh・ざ‾なら′古仏■ Sqf叫画の叫Fト利伸圧功酸如p工ミ  

ントドいt≠†う・咽たは4程椅あり最低レベ1レはがスり′ク互坤拍忙行  

っニヒ一号ヰす3・骨痴キ功利研恒サブフレーム・仁何事＝て8－k坤Sの域斤lモ  

l巨柑毎仁 

ロ、ソ7屈亨l軍17忙怠す・ユキのMW亡け冨｝l々のガtス正利御友盲もっ・   

恒子l宣1除け上丘運べたガ袖隻昭和坤のt吾が・㍉．MWCかうの′、。ヤス繕号敗確率．  

DPlン9＿－ち－ス申．HKJ…号史増申′ユマントインター1－ス申′′を鋳金Pがう  
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PHノア⊂Ⅵ、Odモ  

PH（9♭こt）   

MONl－？H  
しゞb．t】  

P⊂一q・10tt  

DHK  

7．げlレス柁号粟頒布   

M〉打已∂I下門川Å♂7ネあ〟北野、らのハ‘ルスけ各々兼立のaれP 盲通フて叫ズ  

a仰P作入り′ Lo刷erロー5くー（〔LD）ヒUpper Di妃ri（UD〕‘れ渇い√あフて払r  

い司鳴で巧いものA扉、下付山とl三＼鳴て‥斥“斤現「のハ○ル入IJAp（ヲ仏軋られ，  

l；Lhの碑愚作カ叶られてV・の〟汀e オ、ら王たうき号であきか〃エD－Mパピ ちっ・†  

て 曾♭tt の汚号t t t′ 蕗のにち乃確打て－・温玖1れき．  

bこt O   1   2  う  4  ら  も  7  

射np匂Ain′」D一〕Dの板東楓′温£すべ、壬…eの温度はPエ加〃勅…d忙寸  

ってええちれ主．上の 宮♭dのdd乱I‡PHれ∂deヒ辞し′ 毛1h享有よう虹  

PHl～gの〟♂iよ仁入れられ′ ユ軌緑占4eレ帥十G／多k♭F5．′占モー蝕十S／  

1印P51い旦ちれ主・専f机－うし、塙合β小■・ユ叫5て一旦繕ユ吊境ふ…d且d  
ti川e C研「ゼdわn†い町野があきた勃ノ このPH凧Od色 い古雅五仁〟ireのエp  

の外与DP比＼旦・ト ふwこ代の針拡盲 宮守他mその聞い・0．ヌケ／きkbp5ノヰ．0  

贈／ヱヒbps）頒扮lて 宮♭Tt S（A（er とlて最LたキーPC一？′10咋入れ3・  

PC－Jl仁lT名川町亡巧 下「ク扇〝～re からの 八りレスのうち UD盲j卦主たもの盲ヱ  

了r久㈹仁の呵萄冷した含†敬川じくど♭こ1ヲ仏Jくrヒ‘て両〟ぐ1ヒ 

入軋3・こ…食い√吉山kar拙ヘムのゑ化ももこ卜すさた乃であ主・  

Pc一？て′♂′′／の碍鵡一盲義之把手す・   

P＝1へgのP〃抑制弛■一′すア工餌仰叫dたいてアぐ卜gのPど伽dぞ佗研碕乞  

65   



ろニ・tもでそ主・PCγn♂dgけP〃〝励如・♂1－′∫亡ん盲ちフの払ダ血′如弼  

（Pp）化『って4っ可 b凪佃亡け亮／ト阜〟げeの烏♭瑚オの竜†数与 タイ阿川eの糊  

稀府I 

作手ファ泉えられ言・アビ桝“葎け主咋1ビ♭p㌃「ブえ送1れ言堵各点い、打数が年  

俸・仁声い濾食忙摩し、られ言 

表．1PHl仙欠k．†or祀止  

W（〕rA  0   用   2   う   4   F   も   

O O ちYNC  下1  PHl  

lb  PH2  

う1  とA％祀  DHK  AHK  DP  PHう  

ヰ冒  PH4・  

叶  PH5  

即  PHら  

qら  PC（l  PCtO  PCll  PH7  

PH曾  

PH時岬命鮮罷  

l尻♭ヱ【m5eC  

払Z・J叩～eC）  

P亡仰ロdマて、、l了   

PHl一ウア（一し  

PH冒→PC－g  

表2 PC一句′lローIl小汀〝瓜t  

下馴†0  下甑†1  下帥十ユ  F帥†き  Fgn叫  F号n十∫  F帥十も  下9n↑7  
MuvCl  

P仁一9                     押q♭   R亡0．r   ヱ   
l  ◆   ′   ●   

三   斗  F  b  7   

MWC2  
P仁一lロ  Wq7   R亡皿r   

／   〝  〟   〝   
2  〝  4  F  ら  7   

MWCt  
PC・一II  W？g   R勘正一5   下付山一5ニ下Ⅳ几t・〟汀eト7の～止rP山王u止血   

泉3 PC Ynロd¢ づOrYn久t  

下 W  下帥†0  f曾n十t  F9∩十2  下郎十う  †㌔n叫  下如け  下錮†ム  F9n十7   

PC－1  いJF  t－0，一1  ト1－L  トユ⊥l  1－うー1  1一斗ー1  1一号－1  1－ら－．l  1－ワー1   

P⊂一2  Wユl  サ 2  ～ ユ  〃 之  〃 2  ● 2  一′ 2  〃 2  12   

PC－う  W37  キ ヨ  ′ ∋  〃 3  ◆ 3  勺 5  1 ∋  ケ 主  〃 ヲ   

P⊂一斗  Ⅳr∋  ル 4  ▲ 4  〃 4  ′・4  ′・今  ～ ヰ  ん 4  ●ヰ   

P〔－r  〟b？  ユー0■－1  ユー1－1  1一ユー1・  之－5・一1  之－4－l  ユーr－1  ユームー1  2－7－1   

P⊂－ら  ．W曾∫  ‘′ 2  一 之  ¢ 2   2  ．′ 2  ヶ 2  〃 ユ  ヶ 之   

PC－7  ）Vl8l  ～ う  什 5  ゥ ヨ   う  ヶ ヨ   〃 う  ケ 5  〃 ∋   

忙一宮  V〉t17  わ 4  J4  ・・4   4  り 4  ウ 4  〟 4  〃 4   

三塁各号 仁一m－n：ク■t MⅣ亡1尤，m・f O二Rear 卜7：h桝t机r亡1－7，几■IP日和d【1－勺  
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ph－bα山〔1一年）持 くLP－ウPlノDpl－P吋 PPユ■桐ノP”一UD）たね志す3・   

冒、AH K・（W亨∋）   

判定洛がユ帝Iニ如托1て、、きが喜塩楓7主た劇化攻の頑月ブ、－、月HK（腑）で■送  

ら¢し ふ．  

上 下ユ巨 M〟C佗抵給1れ3高圧せ嶽の智声  

2．Tユ＝ がスバ、ソベ1qJ成定 ロー ハ押入虐  

3▼ 下ユ7：ユれ  MWClのがス圧 紀行斤叶よ〝  

えれ十1 卜1〟C2 可がス斥 詑わ斤量†ムカ  

4．下1，；ユれ  MVVこ1の（吼Lこbr久tこ8nう∂止「亡e の瓜カしeゾel  

ユn十1 MWC且の ⊂AIT♭相加Ⅵ ≦β以〝eのよカtそレel   

∫ ユ：…〟Cの三屋虎 一肌～†紆C  

ら Tの：が7ボ■ンベの温恵 一∫ロノー十抑C   

9，D H Kい小河）   

相即de．P∈仰d仁で温られきり〟亡のノヾルスタ毒号一人叶忙フ如頑自の封掟且  

b’膏痘ネ功勧丹田毅がDH Kし〟ぅヰ）で送られ為・  

1．下ヰ ‥ M〝Cl  

旦．f．ユ：M〟こま  

ヨ． 下三∂：廿〟仁1  

年．■Fユg；M〝C ユ  

タ．F3占：M仙r⊂1  

6．F叫∴卜川＝乙 2  

7． 下∫1：MlVC1  

9．下‘∂：MW（．2  

下けれt の〟けどま－7 の」p一UD柑l♂，竜†箋丈  

下r。ntの仰代ト7の」p一UD叫♂軒旺  

尺以Lr‘〕L亡〉～∪亡）糊q毒†杖  

払一 句 ⊥D一山p相功含†鞍  

下ro止の〟こ一色l－アの Up山上¢軒鞍  

下〔ク帝劇～trel～7q uDゝせとのもーj綻  

R射しrの Uロー⊥上q竜†∃旺   

R．奴√のU D日工へも†敬二  

q，下‖：MⅣ亡 ⊥仇下印南ヒP払r の（¢こ几仁；deれ⊂巳封三枝   

10、Fユ，：MWCユの干一山t R払「句包inCFde〝‘主丁肯   

Il f4ち二 MW仁1の 戸川桓商号（FVl）の転顆嘲杖   

l之 干甲‥ Mル仁王功 一川せ礎キ（印乏ノのあ作風粧   

Iう 千丁：M腑℃：L ヒ‥2。L払kせ弓長寿（α1．LV2）〃転作伺‡三  

岳碩白け1ぅレbイ仙川eで1閂絶｛牟ゝれjやめg沖／叫ps′jコ享ケ／j叫5のl句  

碑扮王小取計駈が曾bてt S仏lぞr てい旦られ盲．   

？． 亡0〃MANP   

観測張濫功動作盲叫御すう匪動腔戎万α肋仰山．碩日があ3．〔♂桝仰〃イ 化け  

F也1上 月甲骨e川い∈X）ノBp甥eしズー巨×）ノd山y亡β佃”α扇があう・  

67   



REAし ⊂OMレIAトJD  

初 夜 内 乱  あ咋緒路  

成層を合奈oリバni佃l5et  f神 仙ヲ4 恥 

AD－モX  名 称  

1．10一？  ×干C－ON  

〟  BO O   

〃  ′′  ちう 0   

〃   〃  βヰ0   

〃  8ヱ0  

〃  〃  8ム1  

〃   〃  8ワ1  

X盲C（〕拝  

βUS（）丁子・  

X下仁一A’oFF  

XFC－HV OFF   

DNC 巨NA  

H）■q モNA  

工NT．与∈丁  

回申今朱咋F  

βUS O拝  

ほ号鳩車雷帝 

島声食靖、叩  

HVのねy－、てヨ山こ¢▼山mie肌抽  

HVのがス定たぎう制御モ肌ble  

こn由αし ちet  

ユ． ＝ 丁－10   

j． 10－10  

4． q 一 ＝）  

F． q－11  

ら． ＝一I1   

7． 10－ ＝  

g． q－？  

X一己メ 

1．1l一【O  大下q o伴  

2、 10－10   X下C－HV のJ  

∋． ？－11  RβC DてS  

4． to－11  DNC PiS  

F． q－IO HVα p「S  

ガス圧制う野禽ア岬′鋸S呼子  

高圧恒三官0山′．RBe色仙腑  

尺笥ルイ忙ようHVc凸両用【．か弧b【e  

＝∨の血yれて3ktc∂心付しぬ抽e  

日ソのがス舟に㌻き糾うやdてエqbl仁  

0
 
0
 
 

O
 
1
 
0
 
 

t
 
ヱ
 
r
 
 

d
 
7
 
 

冨
 
 
n
ロ
 
 
〔
P
 
h
D
 
D
P
 
 

ウ
 
 
 
〝
 
 

ケ
 
一
 
〃
 
 

〃
 
 
 
〃
 
 
 
ケ
 
 

〃
 
 
 
l
 
 
 
ケ
 
 

AD－EX  D∈しAY COMトIAトJD  

l・ ダー2  X下C－HV 

2．ら一之 X下仁一HV叩＝ 恵瓦恒礪＝明  

月DすEX   他の稗風と碁通⊂神州卵川  

1・ け一∋   cAL ∂N  亡αい♭m十こdn与山汀eが下目nlれ者亡仁入弓  

2，1¢二4  AlしPIO坪  田層各合を OF下  

3，ll－4   HV仙0咋  高圧恒埼0什  

々   〝   β21   

ケ   中   ロZ O  

一拍ナユ 〟ぅー 官ユ1  

F1サ ル一年 β00   

ク   〃  β20  

X－EX（Bへむ′ジリ   

1．q一句   PSC 叩   XFC解せモーⅦblと  下4一 山う†甘∂1  

pN⊂モNAの塙食ゎけSunS蝕5βrか・主星ふれてくろ中y／竹山沌号匿いて高  

圧′喧嘩が押下ノ川ゝれ言・day／恒心 一一丁紆Wラ4 Blα上りdγ′‘√がん㌻山  

k詰って祁短1帆主．  

10．PI coMHAND   

観利賂功動作の蛇足植盲衰え言た仇に友4忙古、すア工乙∂椚椚虎〟ょ が書見，丁られ主，  

de’レ「亡e思考れ徒フてキの毒か咋！迫へ▲う．   

り OS Oで1㍗1w畑山．ア仁和βde の蓬裸もすき・主用′‡下g 

が印佃。de‘・1り1、叫P⊂叩飢火1、、相竜81hま．αS占．・7レニいて瘍斥食味力思  

68   



か恵存甚4非婚忙触足で王き．   

7）■グ、ス制御和のも作tevel七飯足すう・βS O，1・ていMWClのガス長の（ev亡∠   

をち粥絹た軸簸で与言・－00【は …cl 

ち・▼OS之・川Welの耶略利・佃卑のS噂t7頼e盲川′咋叶・き一・ムんム船k   

l才あろかいカ足のちれてい～斤カシー上下匠がス斤が行・）た 

（・下Vl）け奇石罷■し巧いJOS 

在針牲㌃きが功温確言す∋∴0畠4～7 

g）ぃい′ぐ」し♂八○ル入姫増車のIeueし．の観き盲す3、・051乙こ下付雨と払rの   

卸か∽ごれ亡√d笹子 絆そのβ〟／仰とす・3 ・0…揚ふ扱け干「∂雨ヒ尺叫で加卜  

、   ¢γ，d帥√‘したぞレと扇けア〃榊dク（Pぐ冊滋）で法らh巧u・05旦． 

帥Pの・㌍～れ 

足すき′ OS占・■7‘＝JPの 

わ．M“ハニ乞・とつい・乙＋㌢）j‾切線た′～ルス更紹宅戸句 

・0？…＝一′ヱのふ呵re、のj寺号忠方角且抹餌αmpオ…の軸足り3・  

OS o七山WC・り之の、速了是・中尾▼トiで尺て〝餌・Tr♂両ト7の〟けどのぜ   

耽与lて0占Fl】千の£カ！忠†がどうこが盲抹り，0β占，りでそのW汀eあa咋   

㌍己n盲4織碕に禎足す言  

11）．pC＿mグd‘てJ4？．・仇・Pりhnよ．「匹か丁‘吉崎の輔糾d√≦Cr亡ムー…（ 

司う・ 

a54－7●七■凸一／∫亡hの』小功・lev仁しれすきれtさえれ 

最中功血‥有で画ん伝・輌垢C・，ムNノ，丁よ叫Set吟忙きは亡ん主・ニの堵各仰山  

由吋1富 

11．垣埠‘泉   

Xfでの■せ埼禾t言付ルスう吉号埠頭やix下（丁けノバモり和しX下C一礼オ“ス圧制画帝  

（X下す）′．食磁ギミ勧化ユ．せうBUS恒碑（BUS）．MWC富加膵亡せ吉高声せ塘  

〔HV）がミ、信さ・、、ず軋も亡ク伽桐山 忙才って∂〟／咋fエれる・メ毛り申－1PJ  

cク細川d〃dで彼良工れh腹盲蝶持しノ X下C一月（号Fでも・ニ功宛い一笑有り＜巧レ・X  

7C o〟でで怠4の阿南てL■団んでrnてti山う色tの司f態忙泰奇削減足1咋占．高圧恒希  

－i醸も洋忙訂フ1Dハノ忙符名允繚盲モ・Tさ∇三め1た・β1ヤ・ラーの乙ク脚桝即d 盲掲u j．   

千丁ち上げ彼のX下C dあ稚けえ不・MWC功ガス左阜蟹ドリ一クし，千の後手ンへ、か  

らメタンがス電MW仁匠匪の三下あ′ X干⊂0〟川一？）一岬一月0拝（？－′ロ）1町，  

てオ、入考＝珂弼ヒちUSせラ席のか∂〟化すれげよい・M〝Cがこ仲ナr♂′（eve（持運L  

屯斥iげ×f〔0付ノ XFC－Hゾβル㌧〔〃－′ββヘーーゾ）盲打つ t観測洛とIZを片方如  

イ印f施kな主・便刀亨・汚が患∠けフた揚命にけPS⊂0んい卜？8へ。－ゾ＝｝申せ中  

絶巧月f蟹け巧り、中食喝忙・才XFト4が咋F享れj．烏乙釦ル旭即＝仁よって観ヰ  

69   



凸
N
く
三
三
9
H
d
 
J
じ
×
 
寸
侭
 
 
 



洛がとのよう巧1天龍仁子予行すさが♂埠ラ冒官長ヲ控えす・   

高見官碑の川／咋FほTe山乙川n仰久れd射巨材〟Cの動作盲上官tl埠っモか這  

d8〔久yLク加れα心 持㌻）て攻割られた暗凧にON／哨t■全盲し・如うつの血椚一  

仰ル∠佐よってむ制御1れ盲・   

■）PNC モNA／PTS j ニれが色れ山（ぞ（鮒月）の場合ヒIl≦仏日弛nSO√からの5竜   

写忙いて山中湖烏咋F′碑少時・J∂〟ユトミ・ニケ‥事よ当の軌よ貫確  

温め板乱虹㌻って帖Veのれ敬サー鼻骨ドゥ菅卯訂3鴻命か系ユので〒れt條領  

マ31たのて・あま．   

ま）RB亡 E…／D－S；才軒暑がJ司向lてい盲と東和銀章盲濾過すち墟稔があき  

子J喝れはRB卜1（仲d：山t介♭址ナ叩れ巾r）ヵ、ら放射持孝仁入フちというーき号  

寺号叶て HV t咋下すき、妊舞一誌章締でけ皇†封が阜′嘗碩沖lて不諷仇猷恒、－で－う  

花山しM〟Cの鬼化盲3ねくのでこの弟度盲ヒj．HVク〟で尺8Cけ常に  

盲NAのオズ隠れ存i．   

ヨ）HVGln拍／DIS；ENA（ス時■盲噛7功がス犀利御秦の伺ぇDISCRl皇句   

Iev。＝l）絶す一声軒の£万lぞVelがて）たbらばHVl↑OTFl叫き・1巧  

DlもCR川M肌′Cのがス在がユれいJ下きt朱色左足して漫孝一亡巧言lれ′色（   

ド級定1仇てい急・DISの舟↑さ勿よう汚がス丘kよbHVの判呵咋あ、ユ  

存われほ小．   

12．最戸せ；東   

泉在を卸…中×塊でWO－P聖盲1盲蕗献す3・ニh比√フてM〟ユと2主  
動咋1せ孟．，i刺則入刀せ在はlユⅤ′ ユ刺則公夕食た一古／g。β一言∫笹Ⅴ可変であ  
ろ．M〟⊂に■トユF押～毎ね∇の恒圧宣棒銀L ア工仁の……打d（d¢Viぐe占）匠訂フ t  

絶ぇ僅住吉4結滞b間碕五言ニと？「て－ま∋■ 恒丘ほ月HK（アユ鼻〟”）けいZ  

るニ9一うれ千句ゑ転が与工、ソ7うれ主・高圧′宙碑呑のナロlソ7噴い忠？把手す．  

壬＝⇒一AHK  

MW（：1   

MWC2   

周q 高圧せ埼条プロ・ソフ庖  

71  



友F X托風峰コマントXfC各帝・ふ鴇理如盲  

コマ叶 ■ 働鴇瑚     HV  柏号姐増君  メiり 帝圧制  βU5  H＞q  RBC  PNC  P5C   

X  AP  亡X  頬 白虐  oNl晰  oNlo下F  oN‘lo拝  oNlo一戸  如1ローS  帥tP－S  錮ト  訓AIp怜  

川  4  札LPエOFF  ト→．  ト→  ト→  ｝  

n  lD  XFC OFF  l－→  ト・→  ト→  

？  n  XFe－HVOFF  ト→  

4  HVALL（）FF  卜→  

q  tO  XF仁一A o下下  卜→  

n    tO  X下卑 0下戸  卜→  卜→  

q  q  t州TIALSモT  ■－・－－」l  く・・・→  ÷－－－一一l  

lロ  10  βUS ⊂〉下干  】ト→  

10    10  ￥FC－HVON  叫  ←1  

∫ヱ  ■見  ▼ユ  
tO  q  XFC ON  ｛・・・→  ←1  ←1    竃・・－・イ    モー－1    くトー＝■  卜→  

n  HVq ∈NA  ←」  

10  HVG DtS  ト→ 

q      RBC DIS  ト→  

DNC どNA  t-l 

IO      PNC DIS  H  

q    q  PSC ON  ▼1 トー蠣ナ  ■t トーー＞  ■■・・・・・・・」   

Yi．pscoNコマ叶毘楕後PRむ咋M錮り・」0山血・eいユ巧）T＝t烏合のみ†書写根雪をの   
食卓考．虎ひ、・廿∨γ・C乍下レミ年ろ  

漉2．X下亡ONの1で態t藩確XF仁0巾コマ小吉‡「モ場合匝け妄甲ナちヒ17寺う行巾“  

lう・XFC叶青む包虐む上様温風   

XFCのふ碑鼠i衛星化馴れ込入打■叶観牒．M＼∨〔カ碑温飼主叫7小向n孟す  

ユりX一戸ノ集光鹿ノ 長打声の集光虎魚盲上帝デリ1h取†丁■てi・下弼土レ」l‡ 

MW亡．せ了孟音′承元首・よ、シバのぞ、、ス槽絵幸一郎呵防が泉†丁けち・れミ■革え  
鹿寺川山Cけ【躇歳旦で、、一指＜．g・」々のト′雪の上l亡耳川t 

7ライ レ′ント“ヒ｛‘f・†、絶＝句■†小バtbi一号＞・   

M、VCt一覧叶か～下ナ0山、re■ 8r仙れd“rそ′払M山けf t池ル′ 一意の埠lつ  

下作恥p坤rrflらご叫面に冗Ⅳす灯ゝフ“てい3・  

72   



個＝0．  

×下C舛観l包   

（州あ）   

手動青け碩謂  

説五弦叶窄  
ガSI抑射で竜～  

鏑
二
恒
 
渦
 
 
 

】
 
 印
加
瞞
 
 

個tl  

XF亡叫匪噴   

（字面）  

ヱ加古何（大根の  

入如き何）かi旦  

仁也  

粕罠入和えかi入  

って蚤屯×壬妄Il  

鼻先鶴の・千dふ  

ミトてい友射1h  

M〟仁一ミ達．すi．   

73  



9dS  
辻▼いbJli⊂4t〈  

l∃lユ．   

貴幸面て切りⅣC切歯こ   

皇1包   

成線．一息泉光ノ鐘句   

光軸面の沌富王事、  
仁ユ   
1・  

一息正一一ナーレ  

74   



正司  
X鹿トランカントゾヌモニタ汀5M）  

大l阪大学  理草書6  宮本 遥徳  

常深  博  

大阪市立大学理学部  中川 這：夫  

東扇芝浦筍気  

Sl薗潮目的   

Ⅹ線を出す天体が、／9占よ年ロケット観測により発見されて以来、Ⅹ綴天文学は大きく発展し、現在では、天文学  

において、欠くことのできない部分を占めている。Ⅹ線天体の大きな特長は、その強度の時間変動が激しいことであ   

る。Ⅰ正R X－1に代表されるような、周期的にパルス状のⅩ嫁を出すⅩ線パルサー、X踪強度が打IG円STATEとL（Ⅳ  

STATEに変化し、しかも時には】MSEC もの短かい時間内に多くのⅩ線を出す αG X－1、／0秒間ぐらいの闇  

強いⅩ線を出し、これを不規則な時間々隔でくりかえす■刃蹄バースター、急に天空に現われ数ヶ月で消え去るⅩ踪新  

星 等々、X綜を出す天体は、その時間変動が大変に激しい。このような時間変動の激しいⅩ線天体を、高い時間分解   

離とエネルギー分解能で詳しく観卸するのが 瓜一冊－ 

ロポーショナルカウンター（SPC）が巧載される．このS PCは、 X綴漉の濁同をなくし、不要なパックグラウ  

ンドを少くするため、その視野は大変小さい●そのためS pCだけでは、嶺湖中の Ⅹ線源以外の様子は全くわか  

らない●  これでは、変動の大きいⅩ線汝をいつから観翻すれ眉よいか、その X綴源はこれまでどのよう杜経過  

をたどってきたか、現在観測申のⅩ線源以外に、どのようなⅩ線源が見えており、現在の嘲潤をいつ打ち切って次の  

間即日頓に移るペきか、観測終了後そのⅩ綜涙はどうなったか、等々を知ることはできない。 またSf℃だけでは   

Ⅹ線新星がいつ現れたかわからないし、活動粛と静止斯とをもっているⅩ線バースターがいつバーストをおこすかわ  

からない・ 従ってこれらⅩ操新星やX線バースターの観測を効率よく行うには、その誕生の時期を知り観潮する  

のにj表もよいタイミングを知る必要がある。   

又上に述べたSPCによる観潮のタイミンクを知る以外に、Ⅹ線天体それ自身の長期変動、その活動閣と静止斯と   

を観測することも、Ⅹ蝋天体の研究上、大変重要なことである。 ここで述べるT S月は、このような目的のために   

搭載される観測装置であり、FlrTrとZ YTとの2つの観測器系からなっている。HXTは、Z甑から約20度ま   

での天空を連腰して常時観卸するためのもので、一次元アダマールⅩ鋲望遠鏡2ケ（HXT－Ⅹ及びHXT－Y）   

からなる● これにより、その層交する位置検出能力によりⅩ線渡の位置を知るとともに、その時聞変動をも知るこ   

とができる○一定の天空を常時監視しているため、Ⅹ線バーストのような短暗闇の不規則変動を知ることができる。   

もちろん、Ⅹ媛i原の長期変動、Ⅹ椋新星の出現の監視もすることができる。  

Z Yでは、スピン軸から約∫0度までの天空の X栢源を常時監視する装置で、Z軸とY軸との闇に視野をもつと   

いう着床で Z Y T（Z YTELESCOPE）と名つけられている。 これは。2台のスラツツコリメーターをそなえたベリリ   

ウム膜窓比例計数管からなり、衛星のスピンに従って天空をスキャンする。 つまりその観測は断続的であり、Ⅹ擬   

音灰の長期変動や Ⅹ腕新星出現の監視などX繰源のモニターに適している。  

このようなⅩ熱波のモニターとしては、全天常時モニターが最も望ましいものであることはいうまでもない。  

75   



′．、  

しかしこのためには大変大きな重患と体積とを必要とするために、A S T R O－BではT S Mによりスピン軸方向か   

ら∫0度までの天空をモニターすることに琴ってケ1る。．これは、ASTtモ0－Bでは太陰角の制限のために、スピン   

軸方向、即ちS p Cの視野方向に大きな制限がつき、全天のある場所をいつでも見ることはできす、太陰の反対・方向   

から約∫0度以内の範囲しか1スピン軸を動かすことはできない。 このため、T S Mもその程度の視野とし、T S   

Mで掃えた呉昧ある天体のうちのほとんどは、S P Cにより観i則可能となるようにしたのである。  

以上をまとめれば、T S Mの目的として  

／・） Ⅹ線源の長期変動の観測  

2） Ⅹ踪新星の出現の監視  

J）Ⅹ線源の短時間での大きな変化（Ⅹ線バ「スト等）の感知  

牛） 以上のデータをもとに、S P Cでの観測の最良のタイミングを匁】ること   

があけられる。  

§2 T SM装眉  

T S M装置はSlで述べたようにHXTとZYTとからなる。以下、HXT、ZYTのmjで説明する。  

2－1 H X T（t］A D A兄A R D X－R A Y T E L E S C O P E）   

アダマールⅩ緑望遠鏡とは囲／に示すようにアダマールマスクに基すいたパターンの穴のあいた金属應アダマールマ   

スクの後方に位置検出型比例計数管（IPC）を置き、マスクのパターンを検出することで遠方のⅩ線像を知慮ことが   

できるものやある。AST脚一別こ塔載するものは、この一次元タイプのものをJ台用いて喧交する二方向の入射Ⅹ線位   

モ告を知ることができるものである。  

アダマールマスクは／∫次のマトリックスを用いた一次元のもので、そのパターンを匡はに示す。 羊のマスクの   

パターンの最少の瞳はj．J仰lである。 この後方に置く位僅検且型比例計数管は囲∫に示すもので、その上部はク   

オーツファイバーにカーボン抵抗をつけた R C伝送線方式により位置の読み出しができる。 これは抵抗線の両輪   

から信号をとり出し、その立ち上りの痔闇善からⅩ線の入射位置を知るものである。 比例計数管の下部は、バック   

グラウンドを少くするために、アンチカウンターとして使用するもので、普通の比例官†音数管として働く。この部数管   

の下部には、キャリブレーションソースのⅩ腺を入射させるためのdヽさいベリリウム窓の穴があり、ソレノイドドラ  

イバーによりCd川9ゐ欄を照射し、・そのパルスハイトと臓入射位置の検出精度のチェックを行うことができる．  

カウンター上部に置くコリメーターを囲ゲに示す。 ▼アダマール望遠鏡としては、図／に示すように、／ケのカウ   

ンターを二分して、ニセットのアダマール望遠躊とし、それぞれがスピン軸を含んでよ∫度×享0度の視野を持つよ   

ぅにしている。このようにした理由はI托のべリリウム窓のフレームが、検出器の日中を通るためと、一次元アダ   

マール望遠儲でばアダマールマスクが、検出器の2倍の長さを必要とするためである。視野の方向を囲∫に示す。  
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このHXTの有効面尉は、スピン軸から約♂度の方向で最大となり、 

で中る0・以上述べたように脚力ウンターは、I托としてその上部のネ 

率は囲占のようになる。 但しこの値は、べリリウム常に垂l吉に入射する Ⅹ線に対■する値である。IlX Tの動作回   

路のブロック囲を囲7に示す。IP Cの享本のクオーツアノードの両端からの侶号を各々プリアンプで受け、それ   

らを欄PXに入れ、閤油に使用するアノードを選択できる≡ようになっている。 これにより特定のアノードにノイズ   

が増加した時には、そのアノー，ドを切り離すことができるわけである○ 但し切り取さ巧たアノードにも商魂圧がか   

かっていることに注意しなけれはいけない。 アノード両端のプリアンプ出力は各々A兄P∫、A H P宰で増臆した   

後Zero－crOSS回路で電荷の到着したタイミングを求める○ 前者の信号はそのま亭、後者の信号は遅延国鮨で約ゲマ   

イクロ秒遅らせてTiE［e tO Pulse－hei＆ht C。nVerteT（TFt）に送られるo TFtではこのようにしてクオーツアノード   

両好蒜の信号の立ち上り時間差を測定し占ビットのデータを求め、Ⅹ凝の入射位置とする。 これとは別にプリアンプの   

出力は総て押え合せた改心肝2で増幅する○ このノ里レスハイトはA∝により2ビットのデータになり入射Ⅹ綴エネルギ   

ーとする。この信号で、LoYer Discri以上Upper Discri以下の所要範囲のものが選択され、その位置とエネルギー   

がDPに送られる。   

ⅠⅨTカウンター下部の∫本のアノード（総て金メッキタングステン綜）は総て混合した後．1ケのプリアンプで受け、   

さらに心『∫で増偏しアンチ信号とする。   

恨Tの動作はキャリブレーションソースによりチェックすることができる。キャリプレーションソースはCd／09  

で、ソレノイド・ドライバーにより可動である。 こうしてキャリブレーションソースは、mカウンタ「下面のd、穴   

條膜はべリリウム／00′厚である）を通して一定の場所に照射され、そのパルスハイト（エネルギー）及び入射   

位置を知ることができる。 なお、CalDis（B－／ゴー／／）になっていれば、ソレノイド・ドライバーは動かす   

キャリブレーションソースは照射されることはない。 つまりこの時Calコマンドが入ってもキャリブレーションソー   

スは照射されない。1旦し Calコマンドが入った董爵合、テレメーターフォーマットはCalnodeに変化する。 これ   

については後述する。  

2－ 2 Z Y T （Z Y T E L E S C O P E）  

ZYTは囲gに示したベリリウム∫0′厚の窟をもった比例計数管に、園9 

り付け、さらにこれをスピン裁から／∫度偲けて、囲／0のように喀載したものである。 mカウンターは通常の   

比例計数管で、上下2本ずつアノード（金メッキタングステン線）が張られている。 上部2本のアノードはⅩ嫁検   

出用に、下郡コ本はアンチカウンター及びキャリブレーションソースの倍号取得用に使用する。 ZYではこのカウンタ   

ー2台からなり、各々m－1及びm－2 という○ これら2台のコリメーターはそれぞれ逆向に傾いているため、   

それらの視野は各々囲∫に示すようになる。 これによりZYTは衛星のスピンに従い、スピン軸より9虔から∫0度   

までの範囲をスキャンする。 こうしてZYT－1及び一2のカウント数に現れるⅩ線源のピークの位缶の位相差から、そ  
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のⅩj瞭涼の天空上での位1丑をほほ土／度の精度で決定できる。   

使用するカウンターは、既述したように∫叫厚のベリリウム窟で、その有効面熟ま約川OcnJのものである。  

またコリメーターを通した有効面韻は囲／／のようになる。入射Ⅹ繰エネルギーに対するmカウンターの検出効率は   

その有効面積が最大となるスピン鋤からJJ虔の方向では、囲／jに示すようになる。  

mの動作回路のブロック囲を園／Jに示す。 観測時には、上部（窓側）のアノードJ本からの信号をプリアンプ   

で受けたあと混合し、心P2で増幅する。 この後MPXJを通し、AⅨ：で洩商を測定し入射Ⅹ梼エネルギーとする。 イE   

し、この場合AJXによる処理はLover discrl（LD2）以上でUpper discri（UD）以下のパルスで、アンチカウンターの   

信号を伴わないものについて行う。  

下部のアンチカウンターとして盟く2本のアノードからの信号は、各々のプリアンプのあとで混合されて、加Plで   

増幅される。 この信号でLovel・discri（LD－2）を越えたものは、上部アノードからの信号と同期した場合、アンチ   

倍号となり既による処理は行なわない。   

mの特性はキャリブレーションソースによりチェックすることができる。キャリブレーションソースはFe55で   

mカウンター側面下部の小穴（宮腰はべリリウム／00一〟厚である）を通して下部のアノードに常時照射している。   

肝Ⅹl及びMPX2 は通常観官則時には上郡アノードからの信号を選択するが、Cal時には下部アノードからの信号を選択   

する。 Cal時にはテレメーターフォーマットは Cal皿Odeに変化するが、これについては後述する。   

§3 DP及びテレメーター・データーフォーマット  

3－1 観測モード （Measure mode）  

TSVのテレメーターフォーマット を表／及び表ヱに示す。 m汀で得られるデータはエネルギーと位置データであ   

る。ⅠⅨTに入射したⅩ廃エネルギーはカウンター別に¢チャネルに別け、これをコピツトの情報としてDPに送る。   

同じく入射Ⅹ緑位置はカウンター別に占牛チャネルに別け、これを占ビットの情報としてDPに送る。 つまり一ケの   

入射Ⅹ線に対してエネルギーコピツト、入射位置占ビットの情報がDPに送られるわけである。DPでは送られてきた   

情報をエネルギーについては各カウンター毎にチャネル別にタコの♂ビットスケーうーへ加算する。 同様に位置に   

ついても占草コのゲピットスケーラーヘ加算する。 DPはこれらのデータを次のようにテレメータヘ送る。 即ちエ   

ネルギーについてはヱフレーム毎にゲコのスケーうー値を頂訳1玩み出す。 この場合エネルギーの各チャネル毎にそ   

の集積時間は等しいが、集碩タイミングは最フレーム分ずつすれていることになる。こうしてⅢ打の各カウンターで   

得られた全データのエネルギースペクトルがケチャネルの精度でエフレーム毎に得られる。入射Ⅹ綻の位琶について   

は各カウンター毎に占ゲコのゲビットスケーラーがj組あり、各組は牛フレーム毎に交代に加算する。 加算してい   

ない組はその¢フレームの間に惜次円容をテレメーターヘ送る。 こうしてm－Ⅹ及び m－Yヘダフレーム闇晒に入   

射したX線の数が占ゲコの位置別に読み出されるわけである。 Hmの位置についての情報は‘ゲチャネルが総て同一   

の契横時間、1司一のタイミングになっている。  
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以上のようにしてⅠⅨTカウンターの視野内のX線審強度分布（全エネルギー範囲）は率フレーム毎に、視野内金体の   

エネルギー情報は2フレーム毎に知ることができる。 しかし視野内にある個々の識釦覿別のエネルギースペクトル   

は、TSMへ顛ーり当てられたテレメーターの伝送量の制限から、得ることができないことに注意しよう。  

mの最大計数車は以下のようになる。 ケチャネルあるエネルギーの各チャネルは才ビットであることから   

25占×享／。2フレーム＝ゲ09占counts／sec（この億はHi如bit rateの場合： LoY bit rat●の場合は／02   

coLLntS／sec となる。以下Jllgh bit rate時での値を示し、カツコ内にLoY bit rate時の値を示す）であり、占享コ   

の位置のデータは各々くりビットであることから ／占×占ゲ／ダフレーム＝コロゲJcounts／sec（∫／よ亡OlutS／   

sec）である。 この他にD糀データを使いカウンター下部のg本のアノードから得られるパルスの数（血ti－COl皿t   

rate）と、クオーツアノードから得られるパルスの数を知ることができる。下部アノードからの出力ねT測何にJ   

ビットスケーラーをもち、／／／占に分周したものを数える。 この値は各カウンター毎に／サブフレームに／回す   

つ読み出されるので、その最大計数車は2∫占×／占／／サブフレーム＝∫／2counts／sec（／2∫cou山S／sec）   

と・なる。 又クオーツアノードからのパルス敬は、これはDPに送ったⅩ椀のデータ数に等しいが、TSM内に♂ビット   

スケーラーを持ち／／J∫占に分局したものを数える。 同様にしてこのデータは各カウンター毎に／サブフレーム   

に一回ずつ読み出されるので、その照夫計数率は2∫占×2∫占／／サブフレ丁ム＝g／9。ZcolmtS／sec（2（ト㌍∫  

。。皿tS／sec）となる。こうしてエネルギー又は位竃のスケーラーがオー／－フローした場合にも真の計数率を与え   

る目安となりうる。   

mの位置データで特に注意しなければならない点は、位置の読み出し回由が湿度に敏感なことである。 このため   

〟Ⅸデータを使い回路系の湿度（TSM－E）をモニターしている。 位置データの解析に際しては、回路系の湿度にも充   

分注意しなくてはいけない。 

m－1及び－2のカウンターから得られるデータはm一Ⅹ及び－Yの場合に得られるエネルギーのデータと同じであ   

る。 つまりmに入射するⅩ梓はカウンター別にエネルギーを宰チャネルに分け2ビットの情報となりDPへ送られる。   

DPではカウンター別に♂ビットスケーラーをタコ用意し、チャネル毎に計数していく○ この享コのスケーラーの借は   

2フレーム毎にテレメナターヘ送られる。ここでⅠⅨTの場合と同様に、各チャネルの無稽時間は同じであるが、そのタ   

イミングは摘フレームずつすれることに注意しよう。 ZⅥ－の最大計数率は2ぷ占×ゲ／2フレーム＝ゲ09‘col皿tS   

／sec（／ロコ＃coumts／5eC）である。 この他口和（データを使いmカウンターの下部アノードと上部アノードとの   

コインシデンスバルスの数を知ることができる。 TS対内にJビットスケーラーをもち、上下のコインシデンスバルス   

で／／／占に分簗したものを数える。 この値はカウンター毎に／サブフレーム当り2回すつ読み出される。 コイン   

シデンスバルスの車夫計数車はJ∫占×／占／昆サブフレーム＝／0コケcounts／sec（2∫占counts／sec）となる。   

ZYTの視野はHXTのそれに比べて狭いため入射Ⅹ腺によりスケーラーのオーバーフローする可能性は小さい。 このため   

ZYTに入射する Ⅹ綜敬をDHXデータを使って送ることはしていない。  
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3－．2 キ了ルモード ー（Cal皿Ode）  

TSMのカウンターをチェックするためキヤルモードではDPへ送るデータ学研のように変化させるo  

mのエネルギーにつ．いては観測車－ドと同じであるが、位置のデータは以下のよぅに変化させる。 既述したように  

mヵウンターのキャリブレーションソースはCdlO9で、カウンター下部のd＼穴からソレノイド・ドライバーにより照   

射される。 つまりキャリブレーションソースからのⅩ繰入射位置は大変狭い領域に限定される。 このため位置の情  

報としては観浪汀モードでの占ビットのうち下位コピツトあれば充分である。 そこで上位¢ビットには入射Ⅹ線のエネ  

ルギーを／占チャネルの精度で、年コの場所別に送る。 且ロち位置データ占ケチャネルのうち 享N，ゲN十／，ゲN  

十2，牛N＋∫（N＝0，／，・・ ・，／∫）の各／占コのチャネルがそれぞれのゲコの場所でのエネルギースペクト  

ルを表すわけである。 この場合のテレメーターフォーマットを表jに示す。 T S HのCalDis（8－／j一／／）  

が入っていると、ソレノイド・ドライバーは動かないため、キヤルモードではmの視野全体のエネルギースペクトル  

が観郡モード（牛チャネル）よりも詳しい／占チャネルの精度で測定できることに注意しよう。  

mではそのエネルギーのデータを以下のように変化させる。ZYTではキヤルモードになるとキャリブレーションソ   

ースFe55の常時照射されている下部アノードから出力を取り出し、それをgチャネルに分けて肝へ送る。この時の  

テレメーターフォーマットを表中に示す。 この表からわかるようにキヤル時のデータ∫チャネルのうちm－1に雲lり  

当てられた部分で0－∫チャネル、ZYT－2に割り当てられた部分で享－7チャネルのデータを送る。 この時m－1  

及びZYT－2の区別ができないので、キヤルモードになった各サブフレームの前半（OT∫／フレーム）でm－1のキャ  

リブレーションデータを、同じく後半（JJヤ占Jフレーム）でZYT－2のデータを送る。  

びⅨデータの内容はキヤルモードでも簡i即モードと同じで変化しない。  

3－ 3  TSⅡステータスモニター 他  

TS爛係の各踵ステータスモニターがD胱データF61W34に出力されている0 その内客を表∫に示した0 以上の他   

TSⅡに関するデータは A肛データに入っている高圧周旋モニター（HVTll皿Onitor，HV－2nonitor）がある。 TSNに関  

与する D胱及びA且Kデータはまとめて表占に示した。  

毒4 コマンド  

TSMのPT コマンドを表7に示す。 以下その内竜野を説明する。  

m－Ⅹについての信号処理系のコマンドである。   

位置のデータを求めるための心肝一3．心tP－4のゲインを変化させる。 ゲイン最低は「01」である。   

肌P－2のゲインを変える。これによりi別定する湖東エネルギーの上限を決める。この時下限も変化する。   

一別定するX線エネルギーの下限 軋D）のレベルを2J没階に切り換える。   

下部アノードからの信号を処理する心好一5のゲインを変化させる。  
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下部アノードをアンチカウンターとして動作させるかどうかを決める。   

ⅠⅨT－Yについての信号処理系のコマンドで、その内磐は DVlと全く同じである。   

m－Ⅹ及び一Yには全部で♂益のクオーツアノードがあるが、そのうちのどのアノードを信号処理系に；際   

続するかを決める。但し処理系に叢続されていないクオーツアノードにも高尾圧は供儲されていることに   

注意しなければならない。  

m－1及び一2に対するPIコマンドである。  DV 4  

CMl 信号処理系のアンプゲインを変える。これにより軸足するⅩ線エネルギーの上限を決あ 

変化する。  

ZYT－1』測定する頒エネルギーの下限（u）のレベルをJ段階に切り変る。  

O m－ANTI mカウンターの下部アノードをアンチカウンターとして動作させるかどうか決める。  

DV 5  TSMに塔載する二台の高庄匂源（tⅣ－1及びⅠⅣ－2）の出力匂圧を変化させるコマンドである。lⅣ－1はm  

カウンターに、肌ト2はmカウンターに荷電庄を供給する囁である。内容は表7を参照のこと 

訳にTSHに関係したリアルタイムコマンドを示し、その内容を説明する。コマンドのコードはP〟詑，AD．EXの僧に示す。  

A－12－10 H X T O N mの回掴系に匂混を入れる。PIコマンドで設定する各種ステータスは初期設定の  

状態になる。欄設定の状闇とは蓑7でOSの総てのビットが0になることである。  

A－13－10 ZYT O N ZYTの回路処理系に電源を入れる。IⅡTと同様に各j匿PIステータスは初期設定される。  

A－13－11 T Sは O F F IⅨT，ZⅥlの回路処理系の1琶源を切る。  

B －12－101iV－10N mTに供給する高圧匂源を入れ、mM ENA とする。  

B－13－10 上ⅠⅤ一2 0N mに供給する電圧電源を入れ、RBM EⅣA とする。  

A－13－12 T S M－A O F F TSHの回路系のアナログ部だけの電源を切る。この時PIステータスは変化しない  

ので節電モードに用いる。m－ON，m－ONによりこのコマンドは解除される。  

A －12－11 h V O F FIm，mに供給する商圧電蘭を切る。  

B－13－11 C AL 工）1S キヤルモード時にも、mカウンターにキャリブレーションソースを照射するための  

ソレノイド■ドライバーを動かさない。このコマンドは H X T O N  で解除され  

C札EⅣAとなる。  

8－12－11 R8M DISl柑Mからの侶号を受けつけない。汀V－’1，－20Nによりこのコマンドは解除される。  

次にTSVに関係した共通コマンドを示し、そのコマンドに対するTS肌の卸作を説明㌻る。  

A，10－ 4 A L L PI O F F TSMの回路処理系、裔EE亀波など全ての喀源を切る。  

A－11－ 411V A L L O F F IⅨT，mに供給する商EE俄源を切る。  

8 －9－9 p S C O N ．節偲モードとなりデータL．／コーダーが動いていない時にはTSAlの回路冥のアナログ部の  
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一応源を切る。PIステータスは変化しない。   

A－15－14 pSC O FipscoNのコマンドを解除する。   

B－10－15 uV C A LL O F F TSNの回路処理系、高圧髄など全ての偲源を切る。  

最後にTSHに関係した遅延コマンドを示し説明する。コマンドのコードはAD，EXの僧に示す。  

1－ 7 ⅢV－1 0N lmに供給する高圧領源を入れ、R餌ENAとする。  

2－711V－2 0N mに供給する高圧聡を入れ、Rt朋ENAとする0  

2－8 H V O F F lⅨT，ZYTに供給する諒圧偲源を切る。  

§5 注意事項  

これまでの節で既に述べているが、TS如こ関与するコマンドを打つ時及びデータ処理における注意事項を以下にまとめ   

ておく。  

／）コマンドを打つ時の注意  

a拍汀のPIコマンドDV－3（mvire肝Ⅹ）によりどのクオーシアノードから信号を取り出すかを選択できるが、  

これによりアノードからの信号は入ってこなくなるが、高亀圧はそのアノードにも印加されたままである○ある  

アノードにノイズが増したため、そのアノードを切り離してもカウンター自身はノイズを出したままであるo  

b TSHに関する各種ステータスの斬新設定は、PIコマンドの内容が総て0となった状博である。従って回路系の  

アンプゲインが経て最低になるわけではな〟㌔  

J）データ処理における注苛  

a mの位置澗定回路は関屋に対して1致感である。回路部の海産によっては測定位置のすれることがある○そのため  

TSM－Eの温度佃ⅨデータF57W33）に注意する必要がある。  

b m－1．－2に関するエネルギーのデータ享子ヤネルほ各々2フレームに一回ずつ読み出される○ 各チャネルの乗  

積時間は等しいが、集積のタイミングが班フレームずつすれている。：従ってチャネル毎に朝潮した視野が適うこと  

になる。  

c m－Ⅹ及び－Yに関するエネルギーのデータについても上に述べた「b」の注意が必要である○ 位置に関するデー  

タは、その集積時間及びタイミングが等しいためこの注菅は不要である。  
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HXT posjtjon data fomat  

】16  W17  U18  W19  U48  M49  】50  U51  U80  u81  W82  】83  Wl12  ul13  ul14  ul15   

F 4∩＋0  ⊂hO  Chl  CI12  Ch3  Ch4  Ch5  Ch6  ch7  亡h8  ⊂h9  ChlO  Chll  ch12  Ch13  Ch14  Ch15   

F 4n＋1  ⊂h16  Ch17  Ch柑  Ch19  Ch20  Ch2】  chZZ  Ch23  Ch24  ⊂hZ5  ⊂hZ6  Ch27  〔h28  亡h29  Ch30  Ch31   

F 4∩＋2  Ch3Z  Ch33  CI134  Ch35  Ch36  Ch37  Ch38  Ch3！〉  ⊂h40  ⊂h41  Ch42  Ch43  Ch44  Ch45  Ch46  Ch47   

F 4∩＋3  Ch48  Ch49  Ch50  Ch51  Ch52  Ch53  亡h54  Ch55  ⊂h56  ⊂h57  Ch58  Ch59  Ch60  Ch61  Ch62  Ch63   

名ワードはgビットで、上位牛ビットはHXT－Ⅹ，下位¢ヒットほm－Yのデータである．  

HXT＿PHdata f。mat  表／・HXTのテレメーターフォーマット（観潤モード）  

H4  W36  U68  HlOO   

F 2∩十0  HXT－X  H）く丁－X  HXT－X  HXT－X   h   hl  h 2  h 3   

C O  C  C   c  

F 2n＋l  HXT－Y  HXT－Y  HXT－Y  HXT－Y  
Ch O  Chl  Ch2  Ch 3   

ZYT－PH data forlTtat  

F 2∩＋0  王YT－1  王YT－1  王YT－1  ZYT－1  

⊂h O  Chl  Ch2  Ch 3   

F 2n＋1  ヱYT－2  三YT－2  iYT＿2  王YT－2  

ChO  Chl  Ch Z  Ch3   W20  u52  U84  血6  

表ヱ． ZⅥのテレメーターフォーマット（協働モード）  

HXT posltion data fomat   （Calmode）  

Ⅵ16  u17  u18  W19  W柑  W49  Ⅵ50  W51  W80  W81  u82  u83  ul12  Wl13  Ml14  Ul15   

F 4【◆0  PHO  PHO  PHO  PHO  PHl  PHl  PH】  PHl  PH2  PH2  PH2  PH2  PH3  PH3  PH3  PH3   

F4∩＋1  PH4  PH4  PH4  PH4  PH5  PH5  PH5  PH5  一日6  PH6  PH6  PH6  PH7  PH7  pH7  PH7   

F ヰn十2  PH8  PH8  PH8  PH8  PH9  PH9  9日9  PH9  PHlO  PHlO  PHlO  PHlO  PHll  PHll  PHll  PHll   

F4n＋3  PH12  PH12  PH12  PH12  PH13  PH13  PH13  PH13  PH14  PH14  PH14  PH】4  PH15  PH15  PH15  PH15  

「）  「コ  「J  1⊃  「⊃  「⊃  ■■t⊃  「J  「⊃  「コ  ■■tコ  「コ  ■1つ  「つ  1コ  「つ   ○  く〉  ⊂〉  く⊃  ○  ⊂〉  1⊃  く）  く）  ⊂〉  ⊂I  ○  ○  ▲（⊃  （⊃  0   u  tn  u  リー  l′I  l／l  lハ  yl  u  ‘／l  ∽  l／l  u  u  l／I  ∽   言  ニ  言  言    ニ  言  言   

T・◆  r■    ■ヽ  r十  ▼◆  r十  r－・  
0  ⊂〉  ⊂〉  一⊃  ○  ⊂〉  ○  l⊃  く⊃  ⊂〉  ⊂）  ○  ○  ○  ⊂）  ⊂l  
＝l  ＝1  ：コ  ＝l  ＝l  コ  ：⊃  ：：⊃  ＝l  ＝l  ⊃  ⊃  コ  ＝l  ：：コ  ：⊃  

L■J  く：〉        ⊂⊃      LJ  く⊃      【▲】   

各ワードはJピットで、上位ゲビットはm－Ⅹ，下位¢ビットはm－Yのデータである。  

HXT－PH data forlTlat  
表j． 仰のテレメーターフォーマット（キヤルモード）  

U4  】36  】68  u100   

F 2∩＋0  HXT－X  HXT－X  HXT－X  HXT－X      h  
Ch O  Cl  Ch 2  Ch 3   

F 2n＋1  HXT－Y  HXT－Y  HXT－Y  HXT－Y  
Ch O  Chl  Ch Z  Ch 3  
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裏年・ ZYTのテレメーターフォーマット（キヤルモード）  

ZYT－PH data fomat（Calnode）  

WZO  U52  U84  ul16  

F2p＋0  ZYT－1 ⊂hO  ZYT－1 1  ZYT－1 ch2  ZYT－1 Ch■3  n＝0，1‥‥．り15   
申  

F 2n＋1  ZYT－1 Ch4  ZYT－1 Ch5  ZYT－1 Ch6  ヱYT－1 Ch7  n＝0，1，‥‥‥15   

F 2n＋0  ZYト2 ChO  ZYT－2 Chl  ZYT－2 Ch2  ZYT－2 Ch3  n＝16，1■7‥．．，31   

F 2n＋l  ZYT－2 ⊂h4  ZYT－2 Ch5  ZYT－2 Ch6  ヱYT－2 Ch7  ▲∩＝16，17，‥り31   

表∫． TSMのステータスモニター  

TSM Status Monitor word（DHK）  

80   81   82   B3   84   B5・  86   87   

HXT   ZYT  HV－1  HV－2  TSM  R8M  CAL   PSC  
F6吊J34                   1‥．ON  1‥．ON  1‥．ON  1‥．ON  1．．．ON  1，‥ENA  1‥．ENA  1‥．ENA  
0．‖OFF  0．‖OFF  8．‥OFF  0‥．OFF  0‥．OFF  0．‥DIS  0‥．DIS  0‥．DIS  

表占． TS如こ関する恍データ  

AHK（W33） F20 日V－1（HXT）monltor  

F21 日V－2（ZYT）monltor  

F57 Tト29  TSM－E（temperature）  
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表7・ TSHに関するPIコマンド表  
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囲J．mカウンターの構造臥 懲は川叫厚のベリリウム靡で、カウンタ‾ガス  

はXe（97％）＋002（3％），1・1気圧である。クオーツアノードは各々約  

50Klの抵抗値をもつ○ カウンターのX繰入射部はフレームを含めて  

／川×／∫0皿皿2の大きさである。  

囲“・mカウンター前面にお＜スラツツコリメータ・ 一→ 
このメッシュを♂・／度5巾㌃  

傾け∫皿の厚さに積み上ける。 これを図／に示すようにJ組並べ、囲∫に示  

．す視野を作る。  
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囲J・Z¶カウンターの構造図・ 窓は∫0′厚のベリリウム贋で、カウンターガス  

はⅩe（97％）十CO2（3％）・1・1気圧である0 カウンターの Ⅹ繰入射部は  

フレームを含めて70×20ロ皿2の大きさである。  

－ナ  ←9．血¶  

ZαIn・  

＿＿1．【「＿．¶【＿－．▼＿  

囲9． ZYTカウンター前蘭におくスラツツコリメータ・ このメッシュを／j度傾  

けてよ（H凹の厚さに積み上ける。 これにより図∫に示す視野を作る。 斜め  

のフレームは0．／皿恒で0．9皿の間隔をあけて並んでいる。：更縦のフレ  

ーム幅は0．／m文は0．占mⅢで9．占皿の間隔をあけて並んゼいる。  
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「「lJ甘k＿＿  

厨川・TS鵬の搭載配置臥 TS腑はA珊－8上部デッキのl／4の掛で、耶の上  

に積み重ねて搭載される。  

スピン軸からの；娃角  

100  200  300  400  500   

∩
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Q
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阜
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己
 
 300  200  

スピン軸側  
100  00  －100  －200  －300  

mカウンターの視野中心からの離角  反スピン軸側  

囲／／・ ZYTカウンターの視野方向に対する最大有効面積． コリメータを／J  

度頂けたため左石非対称になっている。 この固からZⅥ・はスピン飽から  

9・∫度－∫2度の天空をカバーしていることがわかる。  
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第2葦 姿勢制御・検出機器   



尊敬釣針冷よ磯  

オ乾 草  

与由利常許 二宮衝究亘  

日 本 電 気 （棟）  

乙仁‡駄 阜   

ASTRO－Bの主広三っニノヨ1／のlっは．‰線痺の観測であまため各組科学三、ソ  

ショソ磯路もー江嶋L達吉和二工占D気絶回円の吐息の右裾指向ご亡ら比＼尊。こある。  

ASTRo－－Bの考勢制御汲畳・ま新里久ビン軸左入鳴着払＼ら】8♂ェ占0あ範軌て海  

面させ、新星スピンし一トを0、0占叫0・】37艮…548rp叩い甘玖も、に纏拝す畠磯  

鎧乙笥了た．瓢二よ・＝二記三、ソション尊釆と追行すま。   

を酎】ニ．⊥紋章勢制御条互換射ら｝久下の各ヤ「～シス・才人の詑主†一こ関する親電亙  

れl乾性に各軸】倒糸に町才る解析の中緋昌果乙喜乙追する。   

但し．宣教鋭利艶器に「いて】ユ本鞘ぐlユ詑止レ丁よい。  

・く 筈警別働糸●を壊乱す左横患 〉  

・姿勢郎女濃置  

●スキャンホイール  

●ニチーテーショノダンノ＼  

●Yo－Yo子スピナ  

●M角〔コイル  

●MU Lbコイノレ  

●MBCコイル  

●デイジータJレ太輯センサ  

■フラこ′ワスケート藤力計  

●し－ト葡分シべ′イロ  
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単軌制う卸黎監（∧CE）  ！・トヱ  

ギ宙新嘗倒壊啓 二嘗研甥宮  

戸 オ 竜 泉 （棟）  

2．1．2．1概を   
ぜ噂勘脚数呈は．え王▲く直りて．れイ ーJLによ3謹啓郎卿機能乙，砲免Jこ」［さ  

窄智机卿煉熊の．乙種粗の椒舶乙個し て、、∋。前者隠∴木イ ーJLの魔生1∵＝野星  

のスビュ軸よ巾 りのトルクによって．僻呈の容腎飢仰己弔う占のであっ．線名軋．  

他線呟喝と．コす／Lの発生寸る磁気已一大・Ll－との‾相互作詞によ，て、簡ほの多  

額朝鮮と再う孟 ので－ある。  

2．1．2．2 増結   

画2．1．2－1に機能フ■ロ・ソク団と示す．   

rl）ホイー ル椚呵泉   

ホイー ル利伸きlの如作に1i．ジ”イロE一ド．タコモードの乙捜精の已一ドが  

あさ。  

（∂） ジ、や イ ロ已 －ド   

ジャイロ王一－ド1rヰ．レーI績㊨グやイロd、う出力さ仇5月及媚力偵号と 

L、モ功鶴更にゐL、・てホイール回範赦乞勘御†るこ とにふ，て新星王一定のスヒ8  

ン痙夙に剛御す‘る・乞のスビュ速良性コマンドによら0．5チ8／0．157／  

0．0685けPm）の3維持ヒ以り愛えさことがで・と5。角反増分イ乞毛はスピン温良訊  

凰棟畠回路に入力土机．この出力とカウンタ宣使用して線分したgの亡．叫御系  

のダシビュ与l・乏改易す3た…こ、アナロク・に上古ス亡。ゝ乱風韻え鳴弓と匝萌すさ  

乙l－ラ降注三桁11．こ仇とホイール糾御仏考こし て■1S・水イ ーJしいl・ホイー  

Jし馴仰佗号に比例した回転赦で・回さ占うドタ 

（b）タコモ「ド   

タコ已－ドて・はホイ 

的2000rpm）に，さ。 ニの乙ミ外払がな｛l根ソ、新星の角見知邑・さ一定に保  

た飢：ら。このモ∴ド、11、ジャイ ロ已－ドの什ックアップ’で勃3‥は（、．相即ホイー  

ルスヒ∵ンアソブ拍に≠用Il為。   

（2）IP′ ＝R悍JLス言†剰系   

ホイールゲラ應カユ勅5イニデックス′l・比ス（1P）ノ地球Jl●ルス（IR）に  

如し．IP声l期．1P／1Rイ白相星ノJR付JLえ帽ま言ナノ別13．．言り別には  
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．1Rll●ルスのりら乏、、の影響乏少々く？  

タえ千均す さ．昌†j即デー タ11、テL ズー  

う 朗 もlさ か．1P同朋デ、一 タlもオ ｝ホl●一  

に揮い1う椚も。7＞ロー ディ ユデ著11刹偵  

、新星再建如量の制御と軒ラ。  

65，556Hzのクロックと用11IP  

ぅために、烏口連綿Lた15個分のデー  

タにl，て兄上に廷．う飢碧尊兄受／こ胴＝  

ドで・のホ イ ー ルのア ンロ ーディ ユ ダ門別  

号lさMU L Dコイノし刺御厨賂に入力 ミ・肌  

（5）砲兵糾卿泰   

盛免＄I）御泉に払．MACコイ）L瑚御．MU LDコイIL利御，MBCコイJL朝鮮  

の5線頬の梼如か¢ぁさ。  

（a）MACコイル呵御   

MÅcコイ比如御／l．御星のスビ・ユ軸ち向の制御乙発す亨1さ．   

i） オー 7■ン・已一ド   

ディLイコ7ニンドJ。J．，て、MACコイルの軋丸ON／OFFかょム∵極性と制御1  

ヨ。電j九の太さ土I13絶唱・こ用句え ミニ こがで・と．常習凍て－郎如ご州∂。  

ij）ク ロ ー ズ■と－ ド   

弛ス亡・シ軋ふ喝せンウの方喝角データ○・うスピン如こ九掲ろ向のす●小乏枚血L、  

こ仇があさ値刷上Jこ々，た時に白如街にスピン軸と木碍矛向ヒgと｝†別解と行う．  

椚仰解鹿のr直角・さ2稚．帝一＝fク替ぇさこてさトで・竺う。MACコイルの単級他姓・i  

大隅角データ鼻・↓す、児虚名亡＞サ偲号の極性・こよ，て讐－1覇†3。専プ胤の大ごこほ  

う規格りか唱えユニり・㌧r已．直垂j熱1｝駈如＝も．  

（b）MUL Dコイル利研   

MUL Dコイル桝御は．衛星のス亡・ン粘ろ向の角度如星の制御と乳粥1a。   

り オ ー 70ユ モード   

ディしイコ7ニ．「に▲3スピン〕打DOWN精々ヒ牡い．姓j岳勿モユウ伯弓の粗  

略に阜，てMU L DコイIL O）尊兄ON／OFFか＆，q極性と利卸1る。・壱3hq）久とエ  

■i5絶好に；刀替ぇa こ こがで・空．温電放で駈如こ小さ。  

i；） フ ロ ー 入一己 － ド  

IP．TRll・几ス主ナ．利島オ、う出力 ＝叫5アニロー ラーィ ユダ判別鳩考・こ紘一、．児イ虫気  

巳ユウ略号の粗性，＝＋，てMU L DコイJLの電流ON／OFFホt∫例一極眩と椚卸†3．  

乳液の大王三lもう稚愕に用萄入1こて が・で、空．定電流で・駈如工椚与，  

（C）MBCコイノし制御   

M日Cコイ比和御・も・斬星の協負モー メェト制御之東門13 ロコイ化王佐長の  

値lこ磁化15f：UH：RESETコマiドr：L，てり已ソト電流と．EXECUTEコて1Tr  

に占ってj溢血・電貧乏流す．砲血尊兄の大王ミIil／0コ1：ンド1＝才ソ．0”500mA  

と255ステップ。で言文えで空き。よた磁化の更朽は．X′Y′Zの應コイ′L城主＝こ弔う  

こ と か－7、一 三 る。  
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2．1．2．5 電臭的性能  

（1）ホイ ー ル叫御粂  

ta）lヨ碍スビュ踵丸  

HIGH O・548「pm  
MEDlUM： 0．157「Pm  

LOW O．0685rpm  
木イー比和卸イ呈考： －5V〟＋5V  

絶命ロウシタ線乳碩威： －260 一～＋260  

1P，lRll。ル入も十ブ別系  

吉十三即クロック： 65，556Hz  

鯖雲‖・ILス艶：15個  

一
閃
脚
㈲
㈲
や
㈲
 
 

1温灸制御系  

スF■シ軸制御輯性∴  
制仰O付  

利柳OFF  

㈲ 姻戚句デフ「Ⅳ＞1、t   

NARROW  ±120mV（±4000すに相当）  

W旧E  土240mV（土2000才ヒ飽当）  
50mV（ 500才lこ相当）  ヒ ステリ シス帽  

【C）M牒Cコイル亀泉  

州GH lO4 mA  
MEDルM：   42 mA  

LOW  16mA  

ldIM〕LDコイル電鬼  

HIGH  98 mA  

MED川」M：   59mA  

LOW  15 け1A  

（eJ MBCコイル電流  

RESET    －525mA  

EXECUTE：  0，ル500mA，255stpP  

（4） コ マ ニ．ド   

リ γルタイカコマニード： 25頬昌  

子■1レイコマニ′ド  6穐牒  

（5）テ し メ ー タ  

ACE ON／OFF  
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WHEEL ROT／STOP  

ACE STAT〕S（1）′（21，（3）  

MAG STATUS（1），（2）  

綿勿々ウ⊥ タ植  

ぇビン速良計卿伯   

1P郵町引剰伯   

TP／lRイ占相え吉†剰値   

IRll。几ス帽去十月り値  

ホ イ ー 几利伸重圧  

タ コ メーータ由一専圧   

28v笹丘  

45v専丘 －  

SWA通牒   

MACコ 
（61消臭亀規  

定額（コイ比Il卯F）  

＋B U S   140 mwww 

＋ 5v  lOO mw  

＋12v  720 mwww 

－12v  600－mW  
＋15v 

十28v  560 mwww 

＋45v  500mw   

2．1．2．4 梯頼朝性能㌧  

1 外朝＝＝いが寸診  

威2．1．2－2に示す．  

2 嵐畳  

4・2・Kg  

ピ ー ク  

2．1 w  

lOOふw  

720mw  

600mw  

2   w  

2   w  

5001れW  

（コイルて－の用卓電〃鴫皇1年lり  

けイー仙て・・れ碑★患…4＝か1）   
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よイー化制御泉  

封・化叫仰愕弓  
【い一ル】  

Pみ－r■∧1す也ち  

タり一畑lイl与  

＿ 廻）  
l巴IR八●礼ス  

（H一ルJ  

MULt〉コイル  

HA亡コイル  

瓜吊相川  

MB亡コイル   

周2．1．2－1孝努制御農産物能7、‘・コ・ソ＝ヨ  
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l幻2．1．2－2 穿軸制御鼻息外楓図  
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オ、イーノレ（別瑚／CLA）  

軸軸 二宮研曳皇   

日本亀i 膿）   

2∴5．1 根尾   
左笹1－さ、、宅も丸和仇7ウキ1エー守一 として ACE 叶ぢの也竜に髄，て ←lしっ  

t零生し，iモ 毛畿根ぬ篭1ヒして せ軸♀集kも穐出すもとれの亀電であも．   

2∴5J2 椒   

右温翌瞳 SWA．CLA 小之「仇蝕令よL）≠鎖さLも．  

SWA¢、本性■a萄1もートで 内もに 恵外観t払亀t払っ． 

泉クーJ稔根土、温けら仇柁卑tヰ嶋苛もモー仇 サーlマニア も騒つ．  

CLAlま SWAも染も寸る 2祖仇室料モ丸t恥す3 MDもと1t）？こて。  

憎くの億ちも孤捜し，宅程tよに知隅て王も他号（：lP亀ゾ用．申しス）に奄鴫古さ  

SP馳よっ≠銘さhさ．（凰2．1．5－1室殴）   

2ユま5 牝馳   

も毛tさ・穐生血もても 三っのあ令こ軌 

l 

l 丸巾さ人も 九1＿lし肘lも屯号lニ性，て 恥・和いしクモ篭雪盲1．  

肥れl，成 毛も丸亀こ和中三トも つこh．－・1－1 tしてa碑で暴も．  

穐ぬミふt 地増加し札喧IR．卵しユ‘吊hに堅輝 

と隻に ACE dlちへ土Jrモーi．  

2J54 他亀  
本宅温血 も専憧亀 turFこ寺号．  
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（1）梅雨雄再生籠．  

SWA  
母音  

6．895 Kg  

ローラー馴有性モーナ。ト  GO204 s山g－†t2  

ローラー軸向転敬．  1700へ2500 RPM  
篭、梅南星盲n号（2000RPM） 5795 Nms  

窃せいしつ  ±5．0  0Z－in  

CしA＿－  

含量  1」25 ▼Kg  

寸法ノ俳論牒．阻2コ．5－2名げ2コ3う 看取  

（2）蟄凰的牲毎  

電わ 十45v  

十28v  

0．678  

血路 25．2  

定常鱒・555  

007  

0:786 

mW  

W
W
 
W
 
W
 
 

十12v  

－12   

（5）忠告的権能  

コーニ島  

晩免租卑  

17LCH PULSE  
′Bqヒ9  

PRIAHP  

MOTOR DRIVER  

WHEEL CONT．S［G．  

TムCH SIG  
SIGNAし  
PFiCCESS（）R  

lRSIG．  

tR PUL  CしA  

恒121ま1つ「ロー一つ旬   

45V MOIJ  
MOTOR．VOLT  
MOTOR 7EMR  
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・．・．こ 、 、 

与南新章句工多額兎宴   

日本亀訊（辣）  

2．1 

二t⊥一子ーション・ワ■ン1山7NDt賂林オる）は．月ST即一βの暮黎を観  

よく首足ごせるた洲ニ、単軌制軌方式によるニチ一子ーショ1・すンヒンり、＼粍能を  

萌し′NDに封入これた作軌流体のi里軌によ，て工かしギーを消散するものである．  

すキわらNDは草野制御系の塙和繁盛久一うtして服しト．しり 

JT舘葵二れる衛星の二1一千一ション過勤巨浪蒙させる丁二糾二生温前期帆こ  

わたってNDの工れぎ「；革故によるバトバンT・二1一千一ションす、ンビンり’■を実作すろ・  

鎖義でJ減衰特性を糸すND－tして．スじ軸l子平粁㌧角型二1一子ーションワ’■バ  

の相乗と行い′封入泉4右の過勤lニュる勧アン′（ランスの影響を考嵐して作鋸副本  

の失仝封入方式を二保田すろ。  

また′NDは争軌制動方式によ招、バて＝、ミ、、′ション専莱を涌足すろ抑里  

糾特性ムよび耗拭的特性を璃し使網碑媛剰牛に風合すべく信頼性・  

品質管捜が芙放でオlている．  

2．1．4．2 根絶   

本ニュ一千一ション・す、ン＼は．安如馴如才賞によるニュー千一ションり、－ンヒンワ、、政敵  

を萌するしのであり、NDのエネルキ■－・消傲によ「て新星のニューテーション過勤乞  

滅衷ごせる．  

2．1．4．3 播疏  

ニューう一ションワ・・ニベ、′J経線郎・ 

ちjび作和瓦払ユリ二碑裁これ・円菅ぼ細り矩撮櫓息乙市下る。  

り1雉堵部  

横田＝一首斗  

雉埠叶可ク  

円管内経   

Aノぞ   

う50（W）x500（L）仰帆  

・ノーごq  
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〔2）ペロー㌃扱嬢  

横田相弔  

ベローズー．ロ経  

ストロ一り量  

S〕S－304  

¢タノ／タカ．β，J†  帆帆  

∫∂  州．．坐し  

（3）封フ＼部  

ほ田材料  

圭寸入漁  

SUS－304  

妾空封入  

瑚 取づ］フィソティニケ音声  

使用才オ料  

てウニティンブ・プロ、リク狼  

⊥王占ク〟ほ五化成工瓜1シわス積層及）  

J丁 場  

（ざ）仔細免停、  

－㍍．．け、も  

比皇  

如斬、性腺着丈  

5リコーン・オイル  

β．ク∠（～∫。L） 

Jcs七（バOc）   

Zl．4．4 －性脊乙   

スビニ軸と平行U偏＝勺－＝絶息ごれた句生ニュー〒一三ヲンデ⊥パ1ま村人  

九玖の如拍盈勧＝よ，マニューテ一三ヲンエネル千’－乞硝敢7る。  

（1）空明ブ里的壮絶  

・城東申見数 ぇ埠喝 j．川 田横  

倉絶後 ノ／〃rj∂rp帆）ノ％－％見聞後5九〃r〝∂rp帆〕  

缶丁県費  

j寸入二鼓  

リーフ量  

咽収恩、櫓  

／♂β〆  

占～∂ヱ♂・∫cc／〔戊亡ノ㌻c∫り♂－J乃け昨）  

∴♂αf肌・CC／′aγユズ下   

7g．／Z土ク．∫〔叫？  
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（2）観梅的性能  

叶形・寸法  

皇 皇  

紀畳  

図Z－1■4－1ND外敵臥二示す  

～＿0／伯〟以7白線  

ぇビン軸t平行†J血肉に放置  

（3）一括軒数  

本衛星では．NDをZ個漆載する．  
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ヾ  

ベ〝  口  雪盲妻j   

○◎◎◎  

107   



Yo二 

紬紳物三  

日 ゑ ケ啄  

札 冬  

∴パJ「β？－β水神〆′・り7和宣舌せ■噌那K汽′Jリ汀Trβりり星章ク碩〝～〟  

」り∴腹庚クタ朽われてり勾ノ卓ウビ⊥でくス官僚笥ちタメ叫で・耳ビン〃J娘オネÅち  

チkの新伸1b苫前璧摘－％車拍U、K・1こて射いYO川村ち〃〆当って′1′い  

†β．の膵利†であるリー）丁スの錦岡鼻が良人う∂側云～必ズ鳥ごカく．てス～好か鳥  

兎貫か牢廊で云り，サつ∴）巨人4碑硝Kけンダノン′〃あゐ装置壱栗作ち点こり  

阜＿略上（匪・：・イ．仲冬い・；．れ今の思曙芝ほぼ華軋ちな策定乏耕しkハで牧幣不カ  

月よ、くそ：リサス鹿云摩如何如と 

云仰ぐ碑夏子花川K罵k碕K 

1． 

新†いⅦの茶毘の裳イモ斥  

け亨 

汚帖よヶく′召、フ隕巧玖Åか用事‾   

ホろスこ手ビンで止〃るカ可と下ろ．  

ヱ）．ツ〉フ：Iレで月7k叔t・カ・り一入   

頑親王ブナlしばしてりターンデシン之   

肇た．寸か．  

卯．て入っ馳札る玖ヒト・してえ穐〔カカ   

ワ1てカ，夕 

与）．1）l）一入｛時間凰一丁弔／∂朋∫Jイ声   

と タ■．   

ごかうり、ざ、モ男鹿しt瑠，た．  

新Y8一丁bの環急減尽団え切1K与す  

叩一作ホり“  

l重1新YO一TO装孟吼卑、  

湖一†0√レフ▲行灯り）一スフファこ7  

・7ンT∂打新区〆てヌと点け■‖、久£仰の召フグ打ラガゐ・一iレて新†ト柑で灯マス  

〃催巧点玖tレt之手れこ●ンと軌〈斤であカI枚りくえげぇ在兵で桁，てり乃＿ ニウ  
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β法K∫り軌◎りで、Jち‥与かの・ビンか切断ご舟ること・〆∫・岬え塩見灯長人でクトトカ  

…．ここで帖て£．豪華†ヰ椚轟頗β板取毒トあを草々ぺ〆r互バブ 
J∂り珊でア呵抒町仰≠と・ガ7て・・けカ・在れワイヤガ7タトゥりて停卿魅力  

せ伺エそ・セ碩Jb’と珂作中で；－ぇ慣の垂掬え簸でレ打帖戯作し仁万ブタヱ伎郎カ  

子息でt）れ   

疾K軒YいrDくスハクリ一人子慣モ捉瑠ちるt  

l）・敗Lり迭席工卜竺ユくント下り 

のガッ 

zう．’仲丁小？く㍗げえ丘具ふ辟頑れカ．  

J）・て7ツ†と患吋ヤKり1か－＝卜りれ一作てえ軒ほ拍時好射＼去■ト．卵子軋  
カ 

ニーかうケ動作ふコ竺ント、〃真作衡i臆・そ♭云々〆粛ブタゐ■．  

ヱ．Jとめ  

新車．†も’】這．■っ＼ノ．1灯．卵紳うし∴ゎ根知．仲沖点ム楓毎払這鹿足ち1ふj占  乳
・
k
．
 
 

か凋うれナtかク・増収‥うK号俸り癖抑ぇ綻サしt仔㌢一郎軸醜聞鮎  

lつ壬～火喪。家運へと決昂すろチÅ，で必滋．  

ィ
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MACコイル（MA〔  2．I．占  

キ留針蒙衝 ニ 

白布庖礼（株〕  

2＿1．6．1砲 卑－   

〃ACコイル（りAG卜托丁IC／けTITUDE CONTROL（01し）  

弓ASTRO－βのスピン軸モm新和こ衝鰯向ごせろたりに・藤丸首骨制御オ克  

によサてビン鹿号音；おj即機首畠と罰し．新星の1ピン触と垂血管面内、ニ草すれ印鑑呈  

隻，＼ごっぺてレ、。i脆7るこじによ「て叶えの志気毛一半ニーとを1¶ろも勿～■、ある．   

てワ寸十らハニTドゥ一Br藤久客琴声j釘糸′ヨ′仰Cコパノレ勿純良戌乱も一×ニトヒ  

凪球肺均ヒ。オ眩キ奉によろ叫卯トルクと利鞘し新星の草野韓えと軒二束ケご忙るよ  

う、ニスじ凸ン如う向叫郁とえ灯する 

MA〔コ■巾レの囁浴ば・りナシステム∴コ・ン瓜。－えニtヒ 

電乳的・獲画ヨ・身的イ⊥夕㌧71－スとえ魚、l～明渡星空・ヾコイーレ城中製作と行  

りい．抑えの界礼七一Yシーと起上する藤久いしづヒtぞの性施き喝ろことオどうる。   

Z、1．6．2 埼 飽  

本H4Cコ申レ■ユ、鹿丸各智明抑市布にユるスピニ軸の方向呵飢埼臨も有1もも・の  

ざあっ、空木コづ）レ門組え勝気毛←Xントと札弦線均ヒの瀬iキ季ドよ，～所要呵卿  

トレクヒ定一1可る。  

～．1．ら／3 碑 村  

呵月仁コづ′ン・3キ▲－′しト コ小レ韓．取付71．′ティンブ郎あ・才ひ■コう し鵡う綽ユ  

リ科爽丁れ確月ン齢血のFl嘆宣」媚克と萄7る。  

り）丸一 札t  

スタイヤマスト  

¢∫ノ0 爪爪  

／占（∵〟）メ／占（り）吼吼  

・便鞘千畑▲  

・ 陣乳ヤ、ヾ．ケ乙  

・矩和断面かり  

（2）コバーし斡  

・：－⊂・l‾・一‡ミ‾  

・＿；・．・．・ミニ  

S BしリーバゼーβP v打  

身掛徒 ：ク0．∫β 刷  

硬貨外従：¢∂．57 爪爪  

＝75 5■机  
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コイル 

称軌獅頼ヤ   

萄如断面榛  

斗・て1も仏「作5／c。甘  

口 Lミ サm 

∂．～ク れj  

郁取汀フィソ，チノンゲ節  

煙岡村和  声々P  

・マウニテ．ンブ・ブロ ッ7数  ノ～個  

郎 コイル端さ印  

中経媚き  クーット端子  

賭絶ケーブル KT一三Z（用）∪一H  

コス7 pE＝一句アー甘叶B⑤  

2．1＿ 6．4 性 能：   

スビニ．軸と卓立専面内に畳オれた円最賀川’Aい一小レ∫舌＿せ心  コ・イルに  

ヒ、与．ユ，．～叶ぇq藤久モーY  

（－）雷．泉的性能   

・▼′払乳ヰーメ）†  

ユイル電永  

）t已老生7一る。  

HモロエリH：14．0－∴ATげ（硬隼凰） 

■－  

Lo′り   ：土 1．5A■T㌦〔礁坤乱〕  

Hl育H ：＿±．104・仇A†■1上0γ乙  

HモD工∪ト上土 42 ■帆A ヰ10隼  

L川  ：116帆A 
Hl年H ：土11．0  〉 土107；  

Hモロ工］H：土 4．4  v エ■10宰  

LO〟  二土 L．7  V．土10フも  

10ら土 5 ∈之  （ユ5■亡）  

1．2 ‾河■lイA K  

▼－ －「－－－■一一一∵－■ l  

▼－仁一」  

こ・・一丁一・一1一け「一一一量  

【l  

l  

r  ＿【＿L【‖“L」  

、、1・－1▼－∴             †  

コイル恒良  

．
．
 
 
 

ユイル：吼塙  

ニー弓骨電力   

（カ 軸的性論  

外層ク・寸；ち  

・．乳量  

・細尾   

囲2」■6－1のMACコイ■しタト施臥こ斥て。  

1．O K島－W〕戊T  

スピニ軸ヒ斐旦甘面内に粗  
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MULD〕イル（MULの  

字画村費句  
ユ老軒丸薮  

．
．
．
．
1
▲
．
1
－
－
．
】
 
－
 
．
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■
≡
．
t
一
t
■
．
■
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J
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】
 
0
∴
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阜
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日舟琶丸（秩）   

2．1，7．1曜 温   

H ULDコイ1レ（HA自・NET工C u卜）LαAロ1N缶－ 〔0卜JTR OJ 仁  

王L）はASTRO－β句スビニ患え乞一見に免卑7る仁和＝承礼者御物身魂；・＝  

るスピン風見卵j磯免官有し、街邑虎入ピン軸に平行U面内lこ温かれた円壕掌 叱
 
藍
 
 

：
 
 

小レ、二血鼓することによ，～、竹丸め鹿丸毛一メゝIと乳生Ⅴるもり～●、ころ・る∴．▼j 
＿  ＝J  

こ                                                                                                                                           ▼■1‾   ‾‾▼■ 1 7uわらβSTRO－Bの廓孔草努利御太一コMULロコ付レ1こふ琶7る常永の適小史  

叩如スL。シソ乙凧即行†よう．こい＝：よっ長泉劇久毛；一木シーと叱戚承喀L‥。…千振J  

ル7き利弔しそ、入七ゝ息泉叫断とえ行甘る．  

仙L▲Dコ川欄嵐甘・ワケラえ 

ぞ電気的・碑榊偲的イン，ヲー7工一入・乞え息し‡～絹製堅」一っルの毒蛾舶                                                                                                                                        l  

巧づ＼・、l叶えの虚泉モーズンt・盲農工7る旅泉トル・〃七し～】の  

る．  

才ヒ、HULDコイル．丁牌礼トルオヒし～、混■T≡．ニ尽すよこう絹本海綿藩  

戒的性隠已有し、偲呵最境尉ヰに適合可ろ痘痕喧・品貰管嫁が施二八ぎ＼、武  

Z．1，7．2 機 能   j  l  

M 

l り、堅ペコイルの設定磁気そ一メンtヒ、靂戎鹿堵との相iキ芽【こよ，ぞ珂音別郷卜心  

7きだエーる。 
l‾ ‾‾ 

▲‾l‾，  

2．」．T．3 碑 武  

MUしDコ川・よトい、コ川取射17いソティユ71恥よか・、‘コ亘舶  
中り璃戎これ、矩形断面のl「環空席竜も有する．  

（1）一モー／しド  

絶叫材料  スタイキャスト  

・円三景中・ヾ娃  〆j∂∂ 帆れ  

・足形断面外形  ZJ（〟）八Z／川） 札れ  

P）コ．付レ坪  
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ヽ1．1こ・■．・  ‘、、一  ふ巧打や伽  

I I 

r ⊥  
値札頗頑  

：」ノいし食後  

Sβ〟一針Å一β．Pv戸   

重体娃：¢β．Jβ   

庶車外姐：¢ク．∫7  

ユ宮17 肌  

g占7 山TれS／仏昆  

□1吉 机れ  

0．07 イ  

ング 

下R P  

ケ＿・ブロッ7数 才虜  

コ小し晩も  

・ コいレを数．  

・煙サー紳クト鹿  

・局覿断面穐   

（ち）取句7イツ子ィ  

便呵可串  

マワニティ ン  

・‾‾■‾‾壱）‾コ＝し端∋坪  

クレバ端ラ  

K－Zヱ（／ク）∪－†／  

DモH－rギアーN目早◎  

平地銅 

縁丁．一ブル  

コぇ7．ア  

ざ．1．7．4 性 能  

i：ビュ軸と刺子ウ向和こ畳すれた円穫生HULDコ小レけ嚢心コ申レに通覧するこ 
阜1；．よっ～行え 

一 押 

路軋も一笑▼ント Hl帥 ：王 ら・∂ 

HEDエリ再：エ ア．4 ノへT正（棟隼姐）  

LO吋   ：土 0．q 4Tポ〔棟孝値）  

‡り  

Hl缶H ：工 qき 仙∧ 土10㌍  

MEDエリH二王 3q 吠A 土10笹   

L O吋   ：土 上5 叫A 王JO巫  

・Hl年目  二王11．2   V 土エ0声  

MEPエリH：土 4．5  ソ ニ10％  

しo w  こ土 1．7   V 三上一二b〆  

116王ら 記．（Z5■cつ  

1．1 両 HAX  

・コイル電尭  

つ巾レ電瓦  

・ コイ ル承鴫  

消貴官専   

飼．磯城相性能  

・外形・寸三ム  

・ 亀量  

薗2．1．7－1のHJ」D外線回一二元す。  

1．O K白一山1丈了  

スビュ劫と平行月面内lこ殺鼠  
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MBCコ千ル（MBC）  

専有御堂甲 二宮華究星   

日本電気 （殊〕  

2・ト旨1ユ 紆’諷   

叶早Cコパル‖1A6一山ET工C E・工AS■ CO†」T Ro」〔0工」）・苫月S  

J属．〔トβ．碩乳旺祖■＝促碕7ろ仁のlこ虚礼者啓利和方式．、ニよ別宅筍モー八ユトの  

触魂飽号有：し、組 

√－ 且土＿ブ」アう■こ乙．によ．フ～蔚邑と雪偲写残慣励丸々一木ゝ－トき賢1可るもの～l、ある。   

叩鮨・∧さ丁・Rβ－βの藤丸綿判扁，3如鹿如、－二よっマ継ご  

地抱トん7．阜刺寸伸二誘えすうために、軌見合町こわrこフ～Hβいイル。蕗化設  

虹．阜譲電線泉モーメハの如巨如千丁る／左し。ニ新星て1∴す相和モー￥＞  

上場柵現今に輿ウ舶蕗丸毛一メ 

」且旦⊥ら」プ車レの礪患▼射ブ三ステ．ム・つ二対一えントいての榔膵套巨星ブコ、  

撃埜鱒一やっイ■⊥チーフェ「スき鼻息し彿沌机コいレの吉相製作臣巧  
‾－‾‾‾■▼▲■■－‾ 
曳Å．し揖昇り残留藤久えーXゝ．一之設ぇ7ろヰ，－シ・†ブル・てブえl，トヒt～q小峯  

里ヱ且もこ．ち戎モーラ．も．  
、‾‾‾‾‾ ■l  

拉∴叶鱒：（▲コイルiチャ 

2リー至押邑Ⅴよひ、碑柵蛸と有し、錮舶紳二舶可る治郎′品賓哲郎寵ごり  

モ、、る，   

ト7・2域卑邑   

∴オ叫二BCコイ′し・言、虚泉筈守則晰か＝よも舶癒えトメントの瑚且痍臨空有7   

う＿t qどわり、有tじコイ′レの蕗小1椚風化誼虹7ろこいごよ，？神叶時に街軋巧城簡   

承気モーX．ニトモ頼も1る．  

～．1．7．う 

咋？Cつイ■レ・‡・コイtしナノス郎・コ＝し申・恥吋フィソラインク、申および’コイーレ  

i凍摘より相掠れ・円郎クりモールト確温と碑 
（■）‥コイ／レトス坪  

オ射   下RしP  

形．吠  声J∂メ～クク「ん）札帆  
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ー∴寧 コ小レ卵  

久 路性朴  

掛上村粁   リブンダ戒  

・，詔机  ¢∫．ら メノ占ク（L）几帆   

■ 残留廊此（Br）♂．ク火 ∂餌SS  

・句形凪  4グ．4 ア乙  

・促成カ（Hc） ∂7．7 β8  

・キ1リー痘度＿．gかβて  

b・ル／イ．ド  
■     ■i▼‾■F‾‾「‾‾】‾■T‾「‾           j  

i】  
▼．」＿．J▲▲▼，＋ 」 ＿＿▼．▼「▲▼＿  

－「  
∴＿＿」＿＿【 二▼ 」l＿＿＿」h⊥  

七
r
 
軋
■
れ
 
 
 

け
r
 
 

促判線粛．  SB山一  比
 
 

∧
し
 
 

ソヒ／イド絶後 尊軋灸：¢♂．．4弓ク  

痘≠外娃：．クク．す＝占  

Vし  

ー 
訂ト ． ．＿＿＿j＿j  

・・－⊥⊥－リー王  
←丁▲・‾ 

「‾ 1‾「‾‘‾‾「‾           ；「こ き                    【               l   

－‾‾‾‾‾ 
「‾▲l‾‾；一】i‾■‾丁 ▼‾「■‾丁‾▼ l‾「▼ 【†【‾…● ‾‾  

I            ＿ ▼」＿＿▼＿＿．．．．＿J■▼，▲． 」＿▼▲，＿▼－▼．▼▼＿1＿＿＿．＿▼＿＿  一一 盲1f  

、′レ／り各邑・フグ‥ヱー  

二くレ／．付、触＿与旨印み■Yべざ  

風車ワ微郎毒   1．6・T 亡示1  

＿＿越し頂月7イγテ117■、奔 

†乳軋何軒 下R－P 

一一  マフンティゝブ・プロ▲ツ7  

叫 コイル端｝坪  
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・すさ珪碗ラ  ダしソ1囁う【  

▲．・痔絶トナル、匹丁一之革（／」ク山一十J：  
「
」
 
「
」
 
「
L
 
 

■つえフグ  丸損70タ 

1 ¶▼－ 「 
～．J．g．4 性 能  Ii…i▼－l＿  

l  新星J軸乙平行訂面内に線量コれた軒いイ′いこ風車し、新車郎核化巌雛う…；  
－…‾  

Lり，～、街邑と阜簡戒観点丸毛一メゝ一色草生寸る．  
岳 －‾ー川‾■‾  1－  

（け 電気相性旭  ＿＿ ▼▼」 

・ 

－1ぎ ≦B（K三島れ肌S諷）≦十18  ．  

「    「▼■‘‾  
極印叫  

鱒イらカ  

マイル．電鬼  

－2イ＝ク≦H（Oe） 

RESモ．T   －．∋う8 れA  

EXECUTE：0≦エ1れA）≦500  

Rモ．SET   －1う．5 〉  

E 

l  L  

l一  

コイ．ル電瓦  

’へ 丁、117 し．  Jl   



40土Z e （2古■Cつ  

4，ら 山 川A入（級友埠）  

コイル躯侃  

・強豪電力  

め 磯城的性能   

■ アト形・・千玖  

乳量  

・．酸鼻  

餞Z・1・8－1りHβCコいし外観酔＝示7  

0．5ら Kq〟／簡 単了  

衛星3軸と平行ヴ面内に祐盈。  
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T‾’－’、一’‾㌻て  

㌣駄科学研 二者新京室  
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地藤久耳敏卑時A5）  ヱ．乙2  

東海大・工 ， Ⅹ．K 軋横合   

1．概   要  

地磁気婆勢計（OAS ）は衛星軌道上において、地球砲場のベクトル測定を   

行い衛星スピン軸と地政気とのなす角度を検出して、地球碑場を基準とした衛   

星の姿勢を決定するものである。 この情報は、他の姿勢検出器等の情報と組   

み合せられて慣性空間における衛星の絶対姿勢決定托用いられる。  

科学衛屋∵－ASでRO－Buに搭載きれる地政気姿勢計は3軸のフラツタス・ゲート   

型＝汲力計で、衛星の磁気バイ アスをさけるため、太陽電池パドル先端部にセン   

サが取り付けられている。 払気1亡：／サは太陽電池パドル展開状態で、それぞ   

れ衛星スピン軸把平行ねこGAZセンサ及び、これに垂直な平面内で互いに直角な   

CtAX．8AY センサの3成分で構成され、衛星姿勢決定の一情報を取得すると   

ともに、衛星の姿勢及びスピン周期を制御するために必要な信号として OAX   

及びOAYセンサ出力が姿勢制御系（ACE）とスピン周期制御系（M几‖LD）へ送   

られている。  

2．仕   様  

2．1碑場測定範囲  

麓力計感度  

磁場測定桶虔  

＋ 50，000nT   

lOO．000nT／3V  

＋400nT（ 00c －＋400c）  

動作温度範囲   電気部   －200c －＋650c  

センサ部 一550c －＋800c  

2．2消費電力  ＋12V l▲40mW  

－12V  84＝0皿1町  

＋15V  1500mW  

2．3外形寸法・重畳  

電気部   182×150×162h  

センサ部  ¢ヮ5×137b  

127  
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巨頭  レア噛嫡ロル㌢ジ鹿1  

争宙科孝祈  二郎離逐  

三泉プレシシ去ン（凍、）  

J鱒唐  
本衆置l才射孝衛星（、ASTR9一占  脾
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出レて’スピン速度をノ私て嫁蹄  

2．像維  

新甚のスピン速度を槍出し柑祓嬉子l凍威して・孝の太さごlりL刺し丁こ  

糟レス列絹子を孝弊制御衣lこ速あ▼。よト．ミッション期間t才†卑碑て・あぁ．   

Z†，制御吉子  
ノ只の嬉子を孝軒別砺漆lて遠あ。  
＿一Il （け Tlジグノレ嬉子   

ク 同朋信号  

ハ）   

片
ノ
 
 

、
 
 

・
性
 
 

踵
 
 ク 角度増朴嬉子  

（Z）アナログ嬉子   

8 飼風食絹子   

乙Z．コアンドア］ノダ■’  

コマン㌣デコーダ小ら尿乙lのコマ汁嬉子を臭け内砕氷醇、Pヾ■変化する。  

衷z．†］マンドイ言争   



皮2．†（放き）  

コマンド眉薪   内部水静・の如L   

LOOP CL   LOOP   OPEN →〔L   
LOOP OPEN   LOOP   〔L → OPEN   
HTR ON   HTR  OFF → 
HT■R O［F   日T ON → OFF   
糾TE HI   糾TE  LO →一山   
RATE・LO   2ATE  HI一→ LO   

Z．う．ハウスモービング   

ハウスキー．ビング∧．沈み娩臼を速あ。  

（り 老ンサブロγク過度 

（2）′レー7クモニク  

倒 シもイロモータ亀あ  

■÷巾］ヒミリワオフ傷痕  （4）  

7
・
 
 
 

う 構成わよい・・勧揮  

う．†．構成  
極置の厳詑泉娩由を紬■ 

． 

ゼン甘川・ソ7lてIJ斉命言及く串丁二めZ個のレノト慮外シiイロ叶歓′l何丁ら肌  

用′周えて転住ごせあ。   
工レ井口二クス都・7次の4癌のセシ∴ノレ小ら構成ご小鼻．  
（り 貫EBALANCE LOOP  

（2）レ／F〔ONV  

（う）TE仰〕口）NT  

（4）fN）印TER  
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1■5．l  

●－H▲山乱丁．¶－8  

き10  

⊆と 
喜AX侍   

○  

温血 

RIG－1  ・2  

伊  ◎  ゐ 
骨  

囲う．．Z 外観l幻  

チZ 動作  

木象針7新星のスピン速度（角夢）をレート格外シーlイロにJ∴ 

． 

回廊半入刀コ爪る．  
リ／（ランス直㈲け7アログ方式でフロリアげ．テ1毛坑レフ・補償胤除外拍■  
′直流了ン㍗ぐ一線次ご爪る．   
7∂げンフロl才レート碩介シ‘iイUの［ミリワオ7別らの絹子を舟癌レ、宕モシ；レ打  
直あlこ変頑す鼻．   

この庖号け動作をゼ碇lて保フてて如櫛傾回路及山一・庖免アンプを且レてレート  

徳竹訪イ口中′冊」てケド八、ッワする臥レプ永を終成してしlる。  
トレカl こ払〟しる囁動けスピン速凍（入メ摘草秀）lこ♪叩ける。   
レート預かシ■マイロのトレか臥あ盲脚p飢丁隠れを通／レて入ス桶連動こ  

甚刺し巨像在を絡み．   

∨／Fコンハl・一フ17 こ♂隠たをハ¢ノレス婚サ」て変峻銅♪ 7一言直ら．入刀伺速度lこ  

135   



甚刺しTリ＼りレス輿佑ケを出刀．すあ‖．   
センけロりクlてし才2盾のレト頗分シら′柏わ＼－■麻／J侍してん‖ている  

一＆（7J工†℃）lて條rT二新温  ぞンサフ甘リク1コレート絡扮ソァイロJう濃度  
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庫1ソトロイを行ウク ヤの丁こ直す－ごスタ  

過度コン印 一／レ回路（二藤統ご少しアナ  
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才卜lカーノム7リフ∂♂碑聞を放くすあー二め ウオ必アップ∂痢♂こ〆プを伺＝てl、  
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ル＼い一フ！7レート績朴ソ÷仰の毛てク細線喜作畑してl・る。こ山7斉踊シ  
液インハ・」9て‘√淀川履か寺′■占∂ⅤァーP′占仰トセであるβ  
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 4．ト 魔及胡姥能  

lて永す。■往こ二消督危βせ庖4．Z【こ示すク  1
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木象置の亀札的  

衷4．l′あ乱国姫路  

ク入刀自速度匪感  

∽剛TE叫OpE工Idゼ竹督し  

冊pEの斉三ルレ政利て村  

して娩如あ。  

。F司疲毅特性   州zr－ヲdβ））ゾ工   

。分解絶   ¢・ブ占爺／恥⊥SE   

凋丑叫祓．翻峻  10KHz   
。絶食精度   ニβ．？彪ゲル「〔う√） 0．け押入カ 

一肌～1挿・¢r「†卑斬）  

0アライメント   ク㌧■郎如け廿   欣硝包【こナ開基シ’÷イロ  

鋤軸  

。身命  鋸仰Hr以エ   
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庖4．Z 消費風力  

軒解像謙  諸懲′糾   備   β   

十rZ）′DC  Z．Z吋  

ー】Z悼C Z．21V  

守ちレ古C β．ラ〟  

計4．？W  
十け岬C  ルー、阻敏郎叶湖狩   

BU5  Z．0〟－       L一望嘩（J卯鋸昆度お箪1   

4Z磯撒的略解  
ス
ノ
 

4
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と
 
 

性
 
 

「：示す二  初夏澄の激減銅   

ゑ4う■親戚的性酪  

まト 

β■丁該  仰rH）りタβ叫ズZl∂匝）涙ト   碑自  瀕ノ舟  ．仁軒督  ．鞘J粁  
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星拳勢計（5丁5）   直享司  

宇宙研   小川原 義明・森山 陸   

東京芝浦電気株式会社 宇宙事業犀允許  

§1．観測の目的  

星を観測し、衛星座櫻系での星の位匿を測ることにより、慣性系に対する甑畢   

の姿勢を求めるのが［＝杓である。A S TIR O－Bに搭載する大雨穐X絶望連鎖は、   

視野が狭いので、衛星の姿勢制御の措鹿は杓1度以下、姿勢の計■精度は杓0．1  

度以下であることが必要である。 

精度を鵡たす警勢計として、X臓観測データの処理、衛星の警勢桝卿のために使わ   

れる。衛星に落せした星姿勢計は、試♯衛星「たんせいⅣ」のものが最初である。   

A S T R O－BのS T Sは、これをさらに修正改良したもので、計測精度も要求に   

合せて向上させてあり、本格的科学衛塁に使われるはじめての星空力計である。  

§ 2．瀾定の原理  

S T Sは、衛星の★両方向に取り付けられ、スピン■から杓7 7● の向きに視   

野中心がある。  

く国1〉 に示すように、レンズの焦点面l：はN型スリ ットがあり、スリ ットを   

通った光は、その背楔に■かれた光電子増倍菅（P M T）で検出される。このよう   

に配置することによって衛塁がスピンすると、S T Sの視野（100 ×100）で   

走査する天空上のベルトのなかにある塁をNスリットがよぎり、パルス列が得られ   

る。各／くルスのあいだの時間差は、それぞれの星の富鹿角に対応するので、これか   

ら、衛星座標系での畢の方位角と高度角が求められる。また、波高岨（／くルスの高   

さ）から星の明るさがわかり、星を同定する文科となる。  

S T Sの視野のベルトのなかに入っているいくつかの屋について、このパルス   

別の時間間隔とその波高組を計測すれば、人工衛星の姿勢を決めるのに必要な情報   

が得られる。  
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§ 3．装せの構成  

S T Sは、センサ部と電子回路郎とに一大別される。   

センサ帥は、おもに次のもの 

静に送出する書きをする。く固2 〉   

（a）バッ プル  

S T Sの視野の近傍にある明るいO bject（S un，E arth li■h ，etC．）か  

らの散乱光による影響を防ぐ。 二段式で、外形は、1．9 0¢× 2 5 0＝。  

（bト光学系  

屋の鎗を、N■スリ ットのうえに fo¢USさせる対物レンズは、F＝0．7 5． f  

＝ 50t■の岨合せレンズ。 この他に、．Nスリ ットと光電子増倍音とのあいだに、   

再結飴用の▲2牧のレンズが入る。  

（C）スリ ット振及びシャ ッ ター板  

スリット板は、一厚さ与0〟のステンレス板に、幅60JJのN字スリットをフォ   

ト土ッチングでつくる。 シャッター板は、犀さ200〟．■ 幅200〃－のN字スリ  

ットがつく られており、テフロン製のガイドのなかを、ロータリ ーソ レノイドによ  

って動かさ・れる・。 観測時は、スリット板とシャッター栃甲N字をしたスリットが   

重なり、星の光がP M Tへ善かれる． スリット板とシャ ッター板は、高真空の宇  

宙空間における蓼＝骨q＝］的で、表面には二績化モリブデンがコーティングされる。  

（d）光電子増借肯（P M T）  

塁の光を、その明るさに応じた電気信号として取り出すのに使用する。 衛塁   

搭載目的であるので、耐震．・耐衝撃性の8れた、R C AのC31016Fを使’用す   

る。 このPMTを負高圧電圧で使うため、＿そ 

同書位に保持する。 P M Tへの印加電圧は、コマンドで4段隋切換可能である。  

（e）高圧電源（H V）  

M A T RIX社製 f W O－N型）で、負高圧出力が得られる。 出力電圧は、  

任意に設定可能で、今回は、500V～1500Vのあいだで4種類の高圧出力が  

設定される． また、利敵用として、出力を零にすること・もできる。 但し、P S  

CがE N A B L Eでも、S T SのH Vは変化しない。  

14‘0  
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（f）B O S（B right O bJect S enso「）  

可視～近赤外にかけて感度のある半纏性愛光素手を用いた狭視野－（25●）と、   

広視野（1’30●）の検出装置を、’各－1せづつバツフルの■丙麟＝こ配■する。 B O   

Sは、塁よりも可嶺’り由るいObject がS T Sの視野に近づいたときに、これを検   

知する。 ふたつの検出畢は、コマンドによりいすれか一方 

る。   

検 

ってかえられる。 B O Sの検出信号により、シャッターの開閉、高圧胃圧わ昇降   

が、それぞれ 

電子回路砂のブロシク囲をこ く国3〉 に示す。 匝l廠鯵はその機能により、次  

のように大別される。  

（a）アナログ信号処理系  

セン∴サ郡で収録された皇のアナログ信号＝i、フリアンプで適当な大きさに増巾   

されて回路那に入力し、S／Nをよくするために、バンドバえ・フィルタを遷す。  

この7イルタは、スピンレートにあわせ 

階時定数がコマ■ンドで選択可能である。 また、回路の増巾串もコマンドで8段階   

にかえられ、衛星の運用状況に今わせて最適の増巾率ド設定できる。 これにより、   

姿勢計測に持合のよい▲ 

A 

適の一増巾ご串■が自二動的に′選べる（A G C）。 との自動桝仰のパラメータも、スピン  

周耀＝こ応じて・2種類が選ばれる。  

（b）デジタル信号鱒理系   

ピーク声－jLド’された屋の信号は、A／D変換さ－れ、その明るさ（・PH）は、  

81ピッ’‘卜のデジタル信号としてD Pに送られる。 また、このときの時如は、D P   

で計測され、これらP HとTIM Eの対がデータ として得られる。  

信号の検出頻度が、データの伝送速度以上になった場合、合計16データまで  

は、D PのなかのFIF Oメモリ ーに蓄えられる。 これによって、よは・ど特別な  

場合の他は、全てのデータが欠落なしに伝送できるものと考えられる。 計測され  

る時間の精度と、星の明るさの精度は、必要に応じて二種頸の㊤合せがヨベる。  

組合せは、く表4 〉 に示す。  
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（¢）割勘乗  

コマン．ド回路、A G C回路、高圧／シャッター制御回路、が含まれる。 コマ   

ンド回路は、電源のON／O F Fから回路の許≠パラメータの切換まで行う○   

コマンドには、リアル′タイム．デイレイ．P】．の3種麹＝歩あり、それぞれ別表に   

掲◆げたような機能をもっている。  

A G C回路は、衛星が1スピンするあいだにS T Sがとらえた塁の故により、   

アンプの利得を自動的に増減させ、明るいものから順にi当な数の星データを取得  

する。  

萬圧／シャッター刷蜘回路は、B O Sが明るいObje¢t を検知したときに、P   

M Tを俣讃するためにスリット板と向かい合わせに■かれたシャッター板を動かし   

同時に、高圧電圧を設定組まで落とす働きをする。 ▲明るいObje¢t がBOSの視   

野から外れれば、自動的にもとの状鰐に慢帰する。 シャッターの動作、及び高圧   

電圧の自動韓下は、それぞれ独立に撥作可能である。  

142   



以下、東麻の衛星運用時の参考資料として、装■の規格等の詳細を項巨＝封に示す  

1．センサー郎  

（a） 光学系（対物レンズ）  

F ＝0．7 5  C A N O N鞄  

f a 5 0111  

有効面鏡  約3 5¢■℡  

検出する星の明るさ  4～5等臭以上   

（b） N型スリ ット  

視野：10● xlO O  

スリット巾：～60〟（方位角方向）→～4分角相当の巾  

中央スリ ットの傾き：～4 50  

フォトエッチングによって50〟犀のステンレス板に加工して作る。  

（e） フ7フリ レンズ  

2 4¢の凸レンズ2枚岨、表面コーティングあり   

（d） P M T A S S E M B L Y  

R C A：C31016 F型、1インチ¢×1．9 5インチ  

負高圧で使用。琶の外周は、導t塗料を塗り負さ圧をかける。  

磁気シールド：ミューメタル  

C A L（リアル／デイ L／イ・コマンド〉：P M Tの励にL E Dを■き、  

弱16／くルス ＋．強16／りレス の光が入れられる。  

衛星のスピンに合わせて，点滅周納はF＾S T／S L OWの2種  

類がPIコマンドでヨベる。   

く e） B O Sによるシャッターと高圧の制御  

B O Sの視野に明るいものが入った時には．N型スリットの後にあるシ  

ャッターを閉じて光を遮蔽することと、P M Tの高圧を0Vまで下げる  

ことが可能。  

それぞれ独立に E N A B L E．DIS A B L Eがある。  

M A N U A L M O D Eにすると R E A L／D E L A Y コマンドで  

任意の時刻に動作可能。  

制御系のブロック図をく囲4＞に示す。  
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シャ ッ ターの駆動：C LIF T R O NIC S製、ロータリ ー・ソ レノイ   

ド（駆動電流≦＝）O IA．ホールド電流＜20 －Aパスライン）で回転  

角15鹿。   

駆動倍弓の送出回数．実動匝＝数，動作のステータスは．H Kデータ とし   

て送られる。シャッターは，ロータリーソレノイドに電流が流れると閉   

じる。完全に閉じると、シヤ 

トカプラー「（T L NlOl，T P S601）で閉じ1tことが検出される  

2．データ伝送系  

壁の信号は、明るさ（P H〉 と検出時制（TLIM E）を組合せて、16bits   

（ロ 2W）とし、2  F R A M E  に1回づつ伝送する。 TIM Eの精度は、杓   

16 t secのモードと杓2 ■ SeCのモードがあり、それぞれP Hが 6bit と 3bit   

の組合せになる。 この切換は、D P用 Plコマンド（D V O、O S 5）によ っ て  

機能し、アンサーは、W35（Fl‘）で確認する。  

スピンレートが0．1rpl程度以下では、16 ■ SeCのモードで、また1rp■   

程度以下では、2 ■ SeCのモードで、時制の持度からきまる姿勢．の誤差は1分角軽  

度におさえられる予定である。  
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塁1備について3例のパルスが出るので、伝送できるデータ量は、  

ビットレ「卜・HIG目  星11司／0・ 

ビットレ▲－′ト   L OW  星1個／3秒  

で・ある。 D P内に‾16／くルス分のFIF Oメ■モリーがあり、一時的に星の．頻度が  

増えても分一散・させ一てデータ伝送ができる。   

hKデータ等につ・いては、別表（泰3、義6）に示す。  

3∴コマンド系  

各種コマン．ドの詳細也、別表（義5、表7〉及び注に示す。  
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のまとめ  一夕ス・モニター  

≠ムF   もト  億書名  ビ，   

円  他血   B3  ぎーSOト掩FF  1   

2  臥  HVOト掩汗  1   

3  Bs  恥b監∈岨  1   

4  Bも  ▲■ ●  1   

占  Bヰ  随C臥サらIS  1   

槻痔   C31016F  

レゝガ  トO．Ⅶ，†勧伽仇  

視野   l政l♂（工田〉）  

和滴絶 ～1令色  
スビゝいト  S丹心～0．0叫憫  

槻馳  ≦中等邑  
PH計測  6bit乃bit  

¶ME軒則 10山／13いt  

デうトト  鴇つ抽で2w  

勧個紬）十INミ払Å  
－1ユ∨＝13仙A  

十SV＝10仇A  

く義之＞スチタ升モ＝ター  

回．ァナログHK  

一也F  碩邑  内 容  しゝゞ   

q  Flも  H〉一工S  HVモ＝クー  0～Ev   

2  F11  馴T一郎  SHTモニター  

3  F喝  払S  騎虎読こクー  

Flq  涌ul  スケ・他旨亡羊クー  

J  玩  ¶」lZ  しゝズー温良  ○   

も  kl  Tトt3  PMT追及   l   

BuSこ琶仇A  

セゝサ帝～5晦  

乱酔野～2・6晦  

く轟1＞STSのl性能  

データフォーマット  く表3＞つけDゲHK項目  

島献  W舶F崎  BQ  Bィ  Bl  Bき  Bヰ  B∫  亡k  Bl  

SでiT  仙♭  8s  4s  2s  ls  甲鮎  ⊇如  ～S  lユF ≠S  ら2、ぎ Jhi  X   
Sで；H  仙浦山○  3t．⊇⊆  ≠5  lE‘丘ぎ  椚■S  PH3之  PHlら  PH号  印ヰ  PHユ  PHl  

トモ＿ド、 く轟ヰ＞m苧L9フォーマッ         ト   

為ホ  W恥ho  ＆  島  B之  B主  B4  駄  Bも  Bl  

mT  鴨ふ㈹  冒s  4s  コs  l～  冒思  ユ盲0 愴S  l之ど 柵～  拉．F 柵ち  ×  
Slちh  抽l払  きlぶ  hS  貯．拉冒  咄  7．号l⊇S 仇S  i月  〝喀  l郎Bl  愴S  帥3ユ  Plいる  剛8  
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だ 克 臼 署  ⊃マゝド  魯亀・諭虚偽     HV   ST5   BuS   彗H〉   STS－A   ⊂A」   x†  At）  Eズ  項目ろ  石N  るFF  否N  OFF  ちN  OFF  SモT  罷  古N  石FF  6N  石FF  

PI札し石下F  

皿  12  STS－6FF  

1之  1之  HV一石印  

HV札し詐F  

皿  12  HV一石N  

12  13  訂S－6N半  

皿  13  SHT＆H〉町  

1Z  13  ．S日仏HV匪SE  

CAし－6N  

皿  13  S廿A石汗  

PSC一ちト㌣  

く急ど＞コマゝドエ細   

水STS－6Nlこより、剖汀IAしS亡Tが皐蜘鳩．   
1封汀IAし江Tにより、Plコマゝドの柵軟く患7）  
及び、SHT＆HVRESモT岬嘔ぬ軋るq  

寸★円⊂－0ト】の後、m一肌空薫きと、m／印一七ごナ  
は韓1醸さ明る。   

十Xは、帥三つコエドの抽臣肝粥＆  

凪 R8，Mt）コネクタ  

3  3  911＆HVStT  
ヰ  3  Sト打払HVR区E  

4  4  H〉一石FF  

3  ヰ  肛川む紬  

5  3  HV一石N   

デゞ9ルHK項目  

壬一打甘ヨ弓  

鮎  Bl  Bユ  B3  臥  む  鮎  B？   

訂ARCOuNTDAJA  CAし  慢T   

3之  16  8  4  Z   口  Ol己FF  Ol邑FF        116N    6N   

n  

Bo  Bl  Bi  Bき  臥  Bゞ  ＆  Bヤ   

卦打A灯心   恐汀駅l〉E   HT・t 頭mS  訂仏R句A囚   

之  1  2  口  るN  MSB  しSB  

★S廿I■醐；1（す付）どiやツ9－はとじてl、ヨ。  
0脚附でまヽり9－は鴎IlてIl毒○  

； ；二動頑轄  
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田．－Pエコマゝド項目  

TIME  TIME STAR年AIN  
CONSmNT   

るS‡   石Sも  古s7  

MIN  

∨   10  S2石 （H時日） S主        恥 ／OFF  

0   0  
34   ・0010 【2ノ2†    （LOW） 誌○石到  

l  l  

0  

0   l  0  6FF  円   0  q  
口   n  0  

口     MAズ  口  0   u  

rT＞STSPエコマゝド  

0⊂ヨ体梓tさ▲釘5－ON恥；lコ■E糎13）l＝ふて行はわ机細和戦良き禿亨。  

O HV！茫TくD〉ヨヱすSO）眉∴蔵匿柵の可奄童謡根号る。  

O Sト11息HV（別3ユ石Sl）la・まや・′ヲーヒ島E駈の白蜘t呼餉廟咽1宝鞘。  

O ShTくも∨まi石も4）店．ミ巾9動作の可奄ミミ昏苛汚毒。  

09什功」（別学ユ缶印臥功し鳴の主”9－の嘲由皇醤択し．1（6N）で恥払ぃふ  

○仏し帖咤的VB駄4）乱入ビゝレいこあれせてSLβ廟Tのlげ小力鴫渥冊写る。  

0紙HobE（や〉力古S富）は、Aくし○－守IN），BくHト乎IN）のIlづⅧ朴き頭領汚毒。  

ー玖 上一  
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卑勢 鮮呵  

宇宙科学研究所 二宮研究室   

富士通㈱ 宇宙システム開発部  

1 概 要  

A S T RO－B用姿勢決定ブログラムは既存のヰS T RO－A用姿勢決定プログラム   

をペースにして．S T S忙よる姿勢決定機能と非スピン型衛星をも対象とした姿勢決定   

機能を追加したもの 

S T Sによる姿勢決定及び非スピン塾衛星の姿勢決定は，既にそのテストプログラム  

を作成し，M S－T4の乗データを用いて性能テストを続けていたものである。今回，   

A S T RO－B用姿勢決定プログラムとして．よ少実レ運用忙適した形把手直しが行なわ  

れて組入れられることにをる。  

但し，A S T RO－8用姿勢決定プログラムは日下予備設計の段階なので，今後幾つ  

かの仕様変更が考えられる。  

乙 姿勢洋一定処理手順  

時刻付けされたテレメトデータ（姿勢データ）はK S Cよわ駒場のM－180 Ⅱ A D  

へ公衆回線で送られ，テレメトリデータ編集プログラム（M－180】AI）上で動作す   

る）忙エ■りTl－Mフ7イル忙格納される。姿勢決定プログラム（M－180 ⅡA D止で   

動作する）はこのTI」Mファイルを入刀し㌧前処理，幾何学的姿勢決定及び統計的手法   

による姿勢決定を行なう。  

姿勢決定儲果やその他の関係情報はグラフイソティスプレイ装置（OD）．X－Yプ  

ロッタ装置及びライ／プリンタ装置（L P）にエり出力される。（図一1参照）  
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図－1 姿勢決定処理手続  
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a 姿勢決定プログラム機能  

A S T RO－B用姿勢決定プログラムは大きく分けて以下に挙げる機能を有する。  

さ・1 テレメトリデータ処理機能  

TI」Mファイルを入力し，主忙姿勢決定に必要とをるデータ（OAS，N－S AS，  

S T S，IR／IP，その他）を抽出，編集する。  

一方，決定された軌道零素を入力し．一般摂動法で軌道生成を行ない，衛星からの  

地心方向ベクトルを算出する。また，太陽方向ベクトル．地磁気方向ベクトルをも計  

算する。  

以上の処理を行なった後に，姿勢計データ・やその他のテレメトリデータ，地心方向  

ベクトル及び太陽方向ベクトル等を前処理ファイルに格納する。  

以後，この前処理フ7イルが姿勢決定処理への入力とをる。  

き・2 幾何学的姿勢決定機能  

前処】蟄フ7イルを入力し，統計的手法ではなく，コーン角法，タイへドテル角法及  

びマトリクス法と呼ばれる幾何学的姿勢決定法（解析的忙姿勢を計算する方法）忙よ  

少，データポイント毎の姿勢決定を行なう。  

a・a 統計的手法Kよる姿勢決定法  

統計的手法による姿勢決定Kは大別して以下の2つがある。  

a． S T Sによる姿勢決定  

前処理フ7イルを入力し，スピン周期の推定とS T S8ノ十ルスのグループ化を行   

なう。次に，グループ化されたパルスデータに対してスターカタログと租姿勢決雇   

値によ少星の同定を行なう。  

そして，星のベクトルデータとパルスの時間データを基に鰯小自乗法忙よわ姿勢  

決定を行なう。   

b． OA5芦，N－S A S，IR／IP忙よる姿勢決定  

前処理ファイルを入力し，OA8，N－S A S，IR／IPデータを基に，回転   

四元教をバラメークに用いた最小自乗法によ わスピンレートの推定及び姿勢決定を  

行なう。  

4． ユーティリ イティ機能  

決定した姿勢や姿勢決定に用いた姿勢酎データの0Ⅰ）表示及び，姿勢決定プログラム   

で使用した各種ファイル内客のL P印字をどを行なう。  
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乎宙和学折 二も析免室  

日 本 温 泉（抹）   

2．4．1鹿 草  

本頑では前填まてに記述しに‰政務級びその他例宅嗣触順路ドより粗布さ肌ち暮  

鮒l由紬・ミ、ノ ンヨ、／わ、らの電文も満鼠甘ろこて左舷足すろ．す的で行ゎれーこ昔雫浄御  

系設紬一束の甲酌といナ賂泉乞訳辻甘な．尚′本姉川軋まA早TRO－bのP帖簸計  

絃電炉ら推絶して抒州てし、ろも♂てあちのて，一酌にP巾キの緋キ指廉！引駒7ろ  

郎オ小、威も．  

1久下■て右凰て記述すな船抑竃掴与ホオ．  

・粍能璧京  

・削倒泉璃照  

・ホ」一ん制御粂性級解析  

・首静叶もしにボオろ糎頼   

2．ムZ 搬誓釆   

ASTRO－B♂ミ、ソション粍粗いら憲郡鳩峠，こ封すろ尊王・了ユげの3一組－て草  
紙＝此ち。  

・ぜ軒別脚気によリ  

ぇと。㌧翫人偏去・拓、ら180勺工占00功疑臥こ削卸すろ．  

てピン選良＝5痛′0、ほ7 良か 0、ロム旨∫？mの臥し一トて削机も・  
ニ］－÷→∃川、／′、こ・二よ畑…＼1二・十ト、／∃・パ→縫二せみ。  

首郎紬い軋二エリ庶里の葦那蝕tけ・よう．  

2．ん3 削榊碩鳩思  

巾ミ、り二／。㌧単・五  

ASTRO－鋸牒馴摘眩－こi一＼了ミミソこ／∃1伸lいらの蜜・丁こ．射人下の通りであら  
・えと、／軸tに縄曳fれいち180q主紆♪沌軋二川■l11－る。  

・てと㌧連尺tロ、5んぎ．C、りア 良かロ・β占紆rp抑て摘iけろ．  

・蛍如的にニューー子一・1・ヨ∵削御‖予定う，  

・宣難醜・lt仲ょう．  
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（Z）糾姻糸の換能  

上記要京を畔に如し姿勢削靭れユ1久下の糾制御芭を為耳ら・   

く スピン軸方向削嘲 〉   

．スピン軸老師二適当量の函と一ノーノトを発生コ亡杷払気ヒの干渉lこより  

呈す－ら卜しり】てよリブl）亡ニッソ壬ン糾御と行伝う。  

島：10ATm之  

中：4ATmZ  
極：し5AT腔  

聞ルーつ。糸：PRTからの幽コマンド  

によら．  

執し一1。糸：GA，H－SAS桔弓左横っ  

たオンボードACEからの  

庖弓．てエリスビン軸乳瑚最  

古向lて出し．】70㌦174ニ文は  

125L】30切払軌こ保持する。  

・砲丸も一式ソト設定値  

・磁気モーメント穐偲血麿  

く スピン遭魚削倒 〉  

・ ヨーヨーデ久ビナにより2～3rp仰ニデ久ピン耳ら。  

・大喝電池，ヾ「ル威風ニュりl・んrp爪～2．2rpげ＝てデスワンすムq  

・れトル1てより新色のスピン選良互一旦■こ削卸する．  

岳：0，548rp川  

中：0＿131rpm  

低：D、0占旨∫TP叫  

・ スピン速度設定値  

く アシローデ1ンり制御）  

・新星Y軸右裾破乳と一式ント乙終生ゴせ敗磁気ヒの干渉により終生する  

トルワ】てよ・）れトんの了ソローティンゲを術語う。  

・破風｛一入ソト設鼠値（いU」D）  

‡ 

晶：占 AT‖1Z  

ヤ：z．4AT，、12  

低：0、qAT両Z  

・破風モーメント砲性一刀琶  AC E■てよる。  
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く 二1一千一ショソ 波及 〉  

・スピン軸■て平行定亀岡lて取付lうれた印象ターンぺiてよる．  

・液体撞埠：シりコフォイノし（5 c5亡）   

・液体充填良：iOO％   

・二い一千「ショ‾／滅泉暗温駄竺3．5時間（定常時〕  

・西宮鞘皇：20如爪  

●雉領外酌：3SO州）K500（L，－。m   

く 竪 各級削 〉  

●入ピン聖サン亡ンサ（l琶），挿入ビン型サン，じンサ（】省），コニ刀八  

人キャソ聖水車線亡ン寸（1台）  

・叱砲気て、／サ（3軸）により新星のスピン過度五言1刺する．   

・し一卜穐分ジャj□（＝壬）により新星のスピン速度乙菖†刺する。   

く 残留砲丸モーメント袖正 〉  

・新星残留砲丸已－メソト乙3本の両BC］」んにユリ鵜正する。  

・MBC最大値：l．6ATmZ  

・ク 吉投則ム：0、OZ5′1Tm2  

（3）糾御糸境戒  

ASTRO－Bの姿勢制御系・ま前頼■こ詑止した機能を追持するために）：（下の各十「 

システムより儀鱒される。   

く 掌勢和＝印糸老親承苛もウ1－シ久子ム）  

尊称てンサ：肥後気てン寸（GA）x3軸  

持久ビン型サン亡ンサ（N5AS）1琶  

触血サン亡1サ（SSAS）1台  

コニかしえ年々ン聖水手繰亡ンサ（SwAに内叡）†苗  

し一卜積分ジャ1□（RIG）l台  

削御上レワトロニ1ス：雀蜂糾御工しりトロニワス（ACE）  

了り十1エーヴ：MACコイノし ：1合  
川u」Dユ巾し：、1台  

MBCコノ′し ‥3 
杓             、㍍一7もデスビナ：  
ュー千一ションダ、ンパ さ 2本  

スキ刃ソホイール：1合  

祀】塔糾Il御糸の構攻  

ASTRO－Bの萱斡馴制糸の磯縦糸統図乙回2、3－1に示す。  

心 学轡制御糸磯路配畳  

A5TRO－Bの尊称削卿糸の磯詰観象を由2、3－2に示1．  
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（り 皐朝川衛則   

ASTRO－B尊額触勧泉は主lこスピン速度御舟泉，スピン謡う向如和束Å㌦了ソ  

ローディンつ簡廊熱か∫ホ舌。  

ここではこ小jり廟和泉の知和β＝こつ、、て川下に誼払ちさ。   

● スピン連夜射額〉泉   

スピン速蜘麻糸り機能奈線凰柑之、3－3k禿ち．スピン速度知和禾は衛星  

りスピソ速度Eレート頚骨メ’ヤイロで横磯しノ木イー∫レにより療星りスピン逓痩ざ一  

定に陶廟一句さ．ASTRローB亡はこの鹿レート積分ぶ㍉イnモ億円しか、ごホイ  

ールつタコ1一夕出力芭フィードノごv？してノホイール包電機モー定lこし’府旦寺智  

主席堵ぢ5タユメータフィードバ、シク卿卸モ横間可能であさ．   

■ スピン軸有融和神泉   

ASTRO－8のスピン軸ネ納廿称は禾鴫舟が1goO土∂0・り泉馳内云スピン  

軸に平輯I司造気モーメント主語生亡小さHACユイルモ傭科してノブログラムタイマ  

ーこより行なわ小さ．スピン勧沃向如卸庵kはモれ他簡し一プ如掛と．して締スピン型  

サンセンササミ本鴨角り裸出毛布か、′スピン劫色わ範垣内に條輯づま閉ルーフ御  

帝F熱があ多．   

くHRC師レー冊撒剋わ  

NARRAwモードこ■ふ暢角亀1「40へ1り0●の範臥こ傭韓  

W18モモード：大喝色itヲ0■～J2∫○の範眺債痔  

この日角C閤ループ蜘勧ま承り楼醸そ看ち5．  

1）ミシンヨン連用祈休止巧頗命∵衛星睾智古木脾指向に巧3。   

うり ミリソヨン適取ヰ，麻里書簡っ、一木喝角ご∫∫○のリミ．′トとこえを、、ようtミ  

触御す3。  

諷たMACコイ・レん癒包モーメントは実の和布身＝こ有り切替え∫小さ．   

くMhC閤ルーナ勧衝動＞  

M。Si才れ（魔→くe・βフ  〔l（鬼Xe・β）！＞り   

0  ＝（4ズe・B）JくざJ  

伯し．M叱：HACコ小レワ鹿島モーメント  

H。こMACコイJレ鹿島モーメントり植村庵  

4こスピン軸ち向単比べ7ト・レ  

¢：寄切設羞ベクトル  

Bこ地政転べつトル  

昌こ依政気ヂ・′ドノ（－ント N ARRA Wこ 200∂㌻  

WIDtこ  斗00b㌻  
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なあ、ノスピン軸ち毎卸卸泉モ甘食AST Rローβ舷如一画表機能東経厄モ恩2、ヨ一  

年／こ不才。   

・ アンローディング舶和泉   

鶴見に作間すさ食後寄萄外乱り内，衛星スピン軸）こ直立ち5永年は考額ドリフトヒ  

なうが、′このドリつトはスピン軸≒帥l衛泉′こより利和さ小言。一貫一入ピン軸lこ  

乎布紳如こつし、てけ木トルに唇歯呈す首領モ小′末イー・レによちスピγ適軸1  

禍漆q爬廉■【こ影響を与丸う 

ASTFローβ七‾はこり了ンロ「デイ ンナはMU L乞〉コ小レにより発注するj菰気モ’－  

メントと姥鹿気乙り干渉によつ発kちさ磁息トレクlこよっ牢なわ車3．  

このアンローディンケ働和泉仁はホイーJレ同範顔色タコ≠一っによっ横切しノそのワ  

ンローデンゲ方向ヒ≠新星スピンによっ変化すき地花嵐気号向とどアンローデイ ンナトル  

クモ発生下さlこ・姥をHレLりユ小レり鹿島モーメント皇オンホー、一ドで融和ち封和レ  

ーイ如碑と了ンn一デインナち向モコてンドC鴇包ちさ卸し一ナ触神泉ザあ盲。  

この了ンローデインナ如卸余り磯鮭東経凪乞田ヱ、3一項こ示ち．  

寺モノその了ンローデインナ励称則互卜人下に市ち。  

く了ンローディンデ触和郎＞   

中・ST誓（l冊w－あ） 
砲L．M耽。こHUしっコイlレ相姦気モー≠シト  

H■二MUし0コ小レ鹿島モーメント？総帥直  

甘：衛星ラン今ゃ方向単化べ’クトル  

州vこ九小レり盲嶺包運動量  

B∴佗払気ヾつトlレ  

8二世破風ヂ㌧ド入ンド（改定堰けMAC刷妙計＝こ同じ二j  

呑み】7ソn－デインゲ触鞄で持戚気センサりえ屯微か‘勧席不能に希った塙合一碍  

Jレープ点㌦碑ループの廊勧妙によさ了ンローダィンゲザ●不能lこ七さためノ憾威風セン  

サり富病朴の堆鵜苫qOOす、s世てX痕み互生ぬす5磯短毛布一基。  
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Z．4．4  尊卑陶物糸・l蛙解析   

右前で瞳ASTRO－Bの尊卑恥和泉巧内ノスピン速舶慨泉尾㌦スピン軸ち向卸  

勧糸ヒ東すさ検討緯果にフいて記述す盲。  

．（1）スピン連夜制御弁   

a）職卓   

ASTRO－βでは衛星のスピン連夜り勧碑はスピン速度卸触ーこより行を巾勅う  

が㌧このスピン速鮎・肺患り機能凰げ性鞋音感す盲ためlて祈奄われ長再選知音知和  

糸観取詠駿病巣lこつ、、て説明ちさ。   

♭）蘇新法   

スピン速度射瑚簸でl葛衛星のスピン連夜乏し一卜積分ジ、々イロlこより検出しノミの  

し－ト俺号サミ峯朝如殉豊富でホイ」ル知和主竜壬生臆し′癖崖らスピン連夜恨直  

の速度壬礪輯すさようにホイーJレを触崩〉すさ。  

このスピン速触㈲魚の性能譲験と行をうためlこ角適確如衛転機常軌は団之、  

牛－∫lこ凧すようにホバールサミケ工PJJlレスモミニコンに取込計ノホバー／レの乾生  

す3トーレりと泉め．衛星ダイナーミックスモシミュし一卜すさ。モり轟果碍i小錦  

星スピン連夜lこ催，てサーボ〒一丁ルモ駆如して，〒－ナル上k卑府けふ小たいト  

頑舟ジ、ペ恒lこし－ト入力すさことlこよI）ノホイール〔swA／CLA）′章勢知和  

老臣〔ACモー）ノA㌦し一卜頑憬ジ、〝再〔R＝り左附し一丁に観ち盲．   

C）触   
角遭軌量触卸泉機能試練1こより稗∫小七月STRD－Bスピン速度知和ぁのスラッ  

ヂ入力た容互亙2、斗一占β〟い凪之、斗－「＝こ示1．  

スピン逐鰍輌ほ衛星りスビシ朗互H7曾h′〃edル州毎、ム〟のう絶勝こ鼓良し  

て吏通知称可能セーあうため′エ誼り秘見で付合スピン連夜のま娘lこ抑菅九た囁合  

りスラソ70先客哨准色禿ち。  

こ。軸如具によ3ヒ｝スピン謹直射和食りステシフ東磨り桁き過ぎ塵A〟・整定暗闇  

は  宿さ過苦、置こ  ∫lゾj  

∫笹整哀痛閻：1∫－0 －〔竹］．  

であリノほぼ書乏喜¶t後逸りt■ぁ3。  

象た，舟スピン速直tこも、一丁5スピン速度如和泉り短常時他互凪之．与一計へ回之．斗  

一tD】こ禾ぢ。，回干のホイーJレ軸物電直りステシナ択り如⊂は凍り渡由lこよっ発生  

う∂。 月ST RローBりスピン速軸l卸条では白襟入刀レート及〟・外乱．トルつlこ珂－  

すう史帝謹皇互一定り他に舟亡え3た捌こご、ペイnサミのレート出力（待夜の包み舟  

山レス）をディシ▲プル白旺頑併して射師かこフィードノヾシフして、、3。その左肘＝こ  

この噴飯出刀モD／ハ有税宣う埠長で量与イヒ鼓鼓す驚鼓しノミ（tビニノトれ女勧ゲ汰  
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醸租幕にスラニノブ頼の官互と右，て地ミ中て、、う。  

このホイール融和電已に匪ぢ5牽旦スピン潰直り受章力壬』2＿斗－1卜息2、牛－／3  

に示ち。鬼7ビン連夜巨財ううその変動幅言い丁ヒ希ち．   

く定頼蹄性申り衛星スピン速度衷勧＞  

Hlし－ト（β′∫ケ㌢TP小）吟こ∂・∫年7～♂・∫ヰP Lり川」  

MEレート（ク・1ち1γP∧、）病．こ∂・り占～β・／3ついp〝1］  

Lロし－ト〔ロ・、グムg∫叩小、）噴こ∂・ク∂′7♂～∂．∂柑9／〔叩可  

この吏勤旦毛筒軒怒号－こほほ一箪まLこ＼・・5。  

合おノ再選如量融和条試験と窄舌フた由り試醸余塵壬1・人下に示巧。   

くスピン逐夜触府P糸講竣条件＞  

衛星スピソ軸削り側鰯痔：  37・S  Lk才朋’］．  

ホイールの帽杜絶牢：  0・∂ユ計㌻？いくβ仰上］  

九ノール回転敏：  2ロ00   トp仰〕  

ジ〟イnレノブ：HIR良一「E HODモ ±16〔1e昇／5eC］  

スピン薄皮園顔モード ジ、ベイロフィードノ（■さノ7◆卸卸  

（2）スピン軸ろ紬廟泉   

ASTRO－Bではミ・ソション蓮田干，スピン軸考向触卸泉り開ループ舶卸は横田  

しか、た町こ．衛星「こ作弔ち5章句クト乱lま孝額ドリフトヒ呑5。本項でけこりドリ  

フトモ抑えうた動こ最毛穴き、、大喝殖財圧トレつつ補償スまとつ、、て吉已述すき。   

仇）ふ鴨師匠トルつれ藤備考鶉   

ASTR・0一βで停年枚の本格電把ペいレゲ、回之、与一之に布号よぅlこ取付けぎ叫  

，tいこ木嶋電動ヾ「Jレ面サ衛星皇・亡ヒにか、。モの㌻め厨経書勿舛乱り由ノ相島  

魂射毘トレつサ‘最毛大き、＼。 この方鴨諒解瓦トルク壬キャンセルち3ためlこAsT  

RO－Bでは大略電氾／くドル色麻星亨軸弓向に勝たせノ木碍破顔によぅ硝馳ノヾ  

ドルの圧勺ヤ・亡互垂・Clこ一致モセう示克己採取うさ。   

♭）大喝電池パドルり傾斜角   

AsTRO－B■のコン71ギ、ユし－ンヨンぷ〟浅包蹄性そ号小ギ小切之．斗一件＆  

小・、患えt／トー1とし■．また木簡故知圧モデルを二女っように仮定Lて木喝電茫パドルり  

僻帰一こ椚う本鴨碩射冗トルクと計患頓ンミ1し－ソヨンlこ㌃り未めた鮨果邑回之  

．斗－1引こ示すク  

く太牌頑軒圧モチ／レ＞  

衛星ヒ入射した木簡岩は番屋lこ女の√うIこ頚射定i与えうと仮定すう。  
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0入射かこよっ衛星は入射ろ向lてモの三顧如童が与えj」∧3。  

q反射こつ、、ては墟面長射と痺敷瓦射につ＼、て考如3。  
0反射光り杓ノ塵面反射料分lま友射貫向ヒ運不軌ミミり海軌竜王与もさ。  
0舌た砿毅郎寸につ、＼てはコサイン則Jこよっ喧凱＼面lこ垂直に鴫在官与  

えう。  

。鐘面反射超㌦転散反射以如才ちべ、て吸収ミ小言。  

0羞面カ、jり車軸は無視すき．  

0し／てドルの景～によう号確も含あて〕療旦紳によ3殻射定トルつき男鹿す  

う。  

駐2、斗一LZり計鼻紙某サSノ月STR（卜Bのノミナlレ表面鳴他主席閂しJ希星り  

スピンによ5アジ、マスの影奪邑老衰L料囁合 二太喝諒射兄トルつモモャソセルレする太  

陽電池／ヾドルり傾掛軋丁＝pヒ左S｝  

とこちサ．4STRO－Bこは六時電池パドIレ毛1か人工噸針ミせた囁合ノSTSっ鳳  

雛妨げ） 

木埼電源ノてドルのノ僚軒韓は1001±観す昌。  
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駁Z、斗一川 椙TRO－Bコンフィで1L－ション  

右F最た鴫吼専   鉄あ■良知青  払乱反射筆・・．  二 偏：羞 
よtI  仇∂／   亡〉．／／ （久クe  ：－・∴・ ・ 〕   

ぺさ1  のヱヱ   ク．7才   ク．0ク   丁ルミIわ鵡薗   

よfユ  ク．／7 J   わ．p3   ク．00   ラフnン面   

よ～ヽ  ′  ■   ∂．P2  ク．00   ・ク  

dtF  ∂．ウ？  1ク．00  了／レミド7細島  

d5l   ∂．P占 0．00  千7【コ．ン垂   

友Z．斗－1ノ ミ ナーレ泉面鳴性  
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デ「ア爬・琵泉  

デ～一アレコーダtpR）  

曹空科学部 野村研究旦 

日 應 亀 和 一殊ノ  

3．4．1．1 概要  

デー タレコ「ダ（DRトはテレメータ・■コアンド信号処理装置（TCS）からの制  

御信号によカ、テレメータデータの記録・再生を行をうものセある。  

3．4．l．2 ■機能   

データレコーダーd．東国∂Jeノア‘S粗製の与一プレコーダ 

仁Xβ3－A佃丸）」以後∩科学新星′試験廟星に薫寅ご羽たテープレコーダと酎孟小  

珂一の他取と角づき。   

テレメー‘タ・コマンド信号処理装置からの記録開始コマン・ドによカ8192bits  

／SeC（又は二Z（仁4∂bits／seりの、5plit 

信号を互0分（又は160舟）にわたって記象する。再生開始コマンドによ♪、記録  

された情報を10分（記録時間の1／む■又は1／1▲6の時間）で再生しJ～ア‘∂bits  

／secのS p－M信号としてテレメータ・コマンド信号処理装置忙返してぃる○   

再生状態に走って10舟渡過ナると内蔵舌九てぃるタイヤに上々自動的把記録状憑  

にも．どる検能、再生状態の途中で再び、再生コマンドモ送ることにエーカ再生時間菅延  

長できる機能、コマンドにI少再生状態から記魚状態べ、記卑状態から再生状態へそ  

九ぞれモードを切々換える機能を備えている。．   

尚、データレコーダに関する入出力信号は、全てテレメータ・コマンド信号処理藻  

麿を経由する。  

3．4．1．3 性能   

（1） 電気的性能  

データチャンネル  

データト ラ フク  

記 録 時 問  

1チャンネル   

2トラクク   

16 0分（8 0分／トラ，クJRE C O RI）＋】L o w時   

A〔ト分（～♂分／トラック）RECORI）Hiざh時   

10分（ 5分／トラック）± 5多   

内閣タイ マー精度±1喀  
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16：1 R E C O RD L o・W時  

4：1 RE C O RI） Hig h時   

5plit Ph85e－Ma r k（SP－M）信号  

Zク4∂bils／sec±1喀（RECORD■もow時）  

8‘192bit s／s e c±1感（RECOR工）High時）   

レベル▼ 0三＝ 0→＋0．7V  

l＝コ＋3．5～十5．5V   

S plit ‡，．b a s e－Ma rk（SP－M）信号  

32丁6曾bils／S e・C士1感  

レノヾル 0年0・－＋0．3V  

l＝ど＋3．0→十5．3■Ⅴ  

出力インピーダンス  1Ⅹβ以下  

立上カ、立下少時間  5′・S e（■以下  

ビ，ト誤わ率  10‾8b 

ジツター  士0・1年二p－・p以下  

RE CORD 工一OW  開始，亀源ON  

RECORD Hig h 園始，琴海0．Ⅳ  

R玉：PRODUC玉：   開始．二電源0Ⅳ  

電源 Of’P  

Bit r a t e Hig h g／乙   

データレコーダ内部温度  

電源電圧 ＋BU8（＋1ナⅤ丁 

消費電力 五OW以下（R】∃COR．D‘時）  

6．OW以下（R玉＝PROI）UC五時）   

－25℃一十45℃  

図3．ヰー1に示す○   

J∂7β g以下  

ス ピ ー ド．比  

（記録／再生）   

記 録 信 号  

再 生 信 号  

制、鞠 信 号  

H X 項 目   

使 用 電 源  

使用温度重囲  

佗）・検械的性能   

寸 法・形 状   

重  畳．  

印 そ の 了飽   

水温度ヒ馴古同一の岨附三宮！べる′左Y∂5一月庵え）ノ 

〟8－「仕（た人せ、＼4宅）′ A占丁即－A（火の見）に東武さ車たテープしコー㌻  

机 呵郡針て推知レて、、る．  
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デ粗ぼ張置（PF）  
■● 一一   

；i骨叫‘一夕  

く よ・モ  

乗大字繍楊研裏ぞ近 藤 一 郎   

富士通株式β社   

1．概 要  

この壊僅は各観調り機器Kよって得られた情報．衛星自体の動作構想の情寧程よ▼び琴 1  

勢情報を効率よく地上へ伝送するために、機上Kおぃてデータ処啓阜行李．うこと1を目  

的としてお蔓、次の機能を持っている。 訳「∵   

（1）各観測嘩器から送られてくるデータをそれぞれの処理回路て処理した後、衛星内   

部のデーt≠を付加して一定の7ォーマットK編集し、リアルデータとしてテレメー   

タK送る÷方、レコードデ「クとしてデータレコーダ忙送る0   

（2）処理陀必要左タイミンク■くルスは、すべて内戚のタイミンク才宣ネレータマ発生   

してお少こ DP内部曙けてはなく、他の観測機器へもタイ．ミノア 

（3）各機器の劫作を制御するためK設けら九ている1｝Ⅰコマン「の解説と名機幕への  

伝送を年表う。  

ヽ ．  

2．電気的性能  

2．1 出力データ主要諸元  

リアルデータと㌣コーーげ一畑データ識別1D忙上少分離帥た同一のヂ丁  

タであ少、データ許別以外は同一諸ノ亡である云  

Split Phase Mark（SPM）  （1）符号形式  

（2）レベル  

a．l－OWレベル    O V～0・1V  

b．HlOllレベル：4・5V～5・3V  
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（3） ビットレート  

a rllgh モード  

b I．owノ モード  

8192 Bi＿ls／sec   

2048f Blls／sec  

8 BltS／Word  

128 Words／γrame  

（4） ビット数／ワード 

（勾 ワード数／7レ 

（6）フレーム数／サ7■フレーム  64■ Frしah古s／Slib†■王㌫ile．  

，l          ；   
－  
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2－2 D Pコマユ′ド項目  

表2－2－1 DPリアルコマンド項自  

恥  コマント項目名  AD   X  EX  制  御  内  容   

ロ  bitr■te11igh  13  2  ビットレート射IighKする。（8192Bils／句ec）   

2  bit’r▲t●1▲IW  14  ビットレートをLⅣKナも （2048Bits／iec）   

3   11l   13  3  

PIコ円ツγ用レジスタK■l●をストアナも   
4   11l   15  

5   10■   14  3  

Plコマソト用レジスタK■0－をスけすも   

6   10l   15  2   

7  EX】Ⅸ：UTE  1．4   2  

（U）  Ⅵ  PIコマンドをセットする。   
8  Ⅲ任灯川柑  12   

9  CAL ON  15  3  キャップレーションをスタートナる。   

10  摂1加SmⅣr  1′l  3  Plコマンド用レジスタをクリアナる。   

義2－2－2 DP関連リアルコマント●項目  

仙  コマンド項目名  AD  X  EX   制  御  内  容   

DR REC   12  3  DRK記鱒を閑蘭ナる○   

2  DR REP   1l  3  D払の再生を開始ナる。   

3  DR OFF   12  4  DRをOFFナる。   

4  ALLPIOIPF  10  4．  全てのPlをOFf－する。   

表2－2－3 DPディレイコーント●項目  

恥  コマ／ト●耳i臼名  AD    EX   制  御  内  容   

l  bit r■k11igh  5  4  ビットレート女11igh忙ナるよ8192I‡itレ盲ec）   

つ  bilr■t0l∫M〝  6  3  ビットレーほLowKナる。（204811i4vもec）   

3  CAl」ON   6  4  キャリブレーションをスタートする。   

衷2－2－4 DP関連ディレイコマンド項日  

仙   一√ コマント◆項【】名  AD    HX   制  御  内  容   

l伸し R瓜C   5  ロ  nlもK記蝕を開始する。   

2  山R OドI’   6  ロ  DRをOI’ドナる。   
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2－3  PIコマンド項目  

表2－3－1  PIコヤンド機器指定割当  

DV   
機器指定  

機 器 名  DV   
機器指定  

機 器 名   
MD  MD  

35  

34  

STS  

33  

32   

31  011111   15  0 01111   

30  0111】10  14  001110   

SpC  

29  011101  13  0 01101   

28  12  0 0110 0  

27   1 

26  011010  10  0 01010   

25  011q．01  9  001001   

ⅩFC  

24  0110 0 0  SPC  8 001000OOOOO 

23  010111  丁  0 00111   

22  6  0 00110  

21   5．  0 0 0101   

20 O f OlO OOO 4  0 0 01（）○   

19 01001111111 3  0 0 0 011   TSM  

18  010 0】0  2  0 00010   

17  1 00000111111 

16   
0・  0 00 00 0   DP   
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尺2－3－2  PJコマン′ト鉛作約定  

且↑．0IさC且Ⅰ   
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表2－3－ 2 （つづき）  

Pl  名  称  1）Ⅴ   OSo  OSl  OS2  OS3  OS4  OS5  OS8  OST   

S  3こI  

T  

S  
TIMECONST  

34   Lo  STAR・G五m  
〔叩Fr  

（1）  

【】OS W切換  

亭3   l坦SG九IN一．    Ⅸ）シ／  
STAR   

1ⅣSEr  SlrrSET  

32   恥／ DIS   

M根号   

（1） Plとのイン‥ターフエース  

ト 

機■器指定（6Bits）  

DVO～3．5  

動作指定（8tlits）   

OS（）一－7・ 

aて・S：l，C sC（セットコマンド‥DVO†31・Kで出力う十欄太  

Mr）】～5： 5本  OS O～7： 8木  

b．X’JllC－  DV6～11（デコードされたセットコマノzド）．：6本 OSO～7．：8本  

りVl～5 （  〝  ）：5本 OSO－7∴8本  C  h
 
 

公
り
 
 

r
 
 

d．STS l）V32～35（  〝  ）：4木 OSO－7：8本  
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表2－3－3  DPの動作モードが切換わろPIコマンド項目  

DV   12  6  0   

機器指定  0 01100  0 0 0110  000000   

動作指定  

SPC  
1  PK，PC  ⅩFC  

OSO  
MODE       MODE   

1  算  
1   

OSl   
SPC  

0   

1・－4  

0  MODE  
OS2  丁  キ  

0   128亡b   
0  

ロ  

1   ⅩFC 使 用  
OS3  SPC  

0   
5一－8  

MODE  
OS4  

0 0  128亡b   

SPC  ロ  3 8ITS  

OS5   9．】0  STHH  
0  128亡h   

MODE   
0  6 8ITS  

SPC  
WtIrd  ロ   MONI  

OS6   
99               0  RPM  

SPC 使 用  
1 B 

OS7  OSC   

0  ▲   
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兵2－4－3  P R T－C H Xデータ；・寸－マット  

W 
3l   12  8  さ●  9  9●  】2丁   

I5   汗2   汀2   ／上2  

18   柁2   注2   珪2  

】7   往2   －鵬  江2  

ll   托2．   江2   江2  

19，   注2  江2   庄2  

注2  

1   

江2  注2  

任 注2  江2  

庄2   江2   注2  

2   江2   汀2   l重2  TOT▲L S】2W  

2t   江2   托2   亡i2  し  J  

r王2  正2 r王2  

20  l  旺2   注2  
1  止2  

27   注2   庄2   江2  

2   rて2 江2 江Z  

2   江2   江2   注‡  
｝   注2   庄Z   江2  

注l．F】5以後K PR T C HXコマ／ト●を受信した時は．次のS f－でC HXデー′送信0  

2．他のワ一l■は巽2－4－l．2と同じフナーーク ー  

衷2－4－4  PRT－CHKデータビ，ト内容’、  

且   内  容   

0   ●0一   

0   

2   ●○●   

3   M▲   

4   M3   

S   朗・2   

‘   Ml   

丁   ㍍○   

圧 F15・－F30・W98一－12丁  

（512W）ナベて同じ7■  

－マフIで送信盲れる○  

DLY CMD  

嚢X内容  

DLY．CMD   

▲D内容   
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2－ 5 S T NC ワード（ll’0，l，2）  

表2－5ニ】  51’N「ピッート一勺谷  

b  

W O   0   0   

Wl   0   0   

Ⅵr 2   0   0   0   0   0   0   0   

2－6 IJIワード（W3）  

衣2－6－】  フレーム丁Ⅰ）ビット内容  

IlO  lil  lj 2  H 3  f‡4  I暮5  R6  fi7   

W 3   0   0   】・I25  I－2イ  I、23  lJ22  ド2l  F2n   
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2－7 C▲且／▲GCワーl■ rW32）  

衷2一丁－1  C▲8／▲GC7■－－，・ト（W32）  

F  0  ロ  2  3  4  5  6  丁  8  9  10    12  13  14  】5   

0  

l   

l  

鍔：  
DEC  

16  
亭OFF  0け′ OF  OFP 

▲GC  

C  

32  ▲／8   
▲／8   ▲GC t  

4さ   

茨2一丁一2  C▲8／▲GCビ▼I内容  

⑦  

名 称  C▲8  EC一・ON／OF MD－8／▲   

フ＝レー▲   

や  Ft一◆○  Fl■＋2   

時 間  ’H：0．5S  H：0．5 S   

舟蠣能  L：2 S  L：2  S   

80  ▲D20   

DEC－  

ON／OFf■   
且2  ＿▲D2t   

83  ▲D21   

81  EX20   

8 5  EX2l   CMD－  

且 6  EX2t   ▲／B  

8 7  EX2コ   

江L 時間分欄咋：H：ビアトレートHi小  

モート●噂  

L：ピケIレーILOW  

モーl●ヰ   

T 2・▲GC O－◆3VTナ・ログデー′  

時間分♯能 H：250血■   

L：l■   

3．㊤は′ミラ…イ／′－フェースセ示す。  

l・甲／ヒ⊃てE人のビワ川左が  

●l●．名が■○●（●】ンー○●）レベ  

ルてあも○   
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2－8 ▲lt K●フート●（W：l：i）  

∪つ   h 眼 ■■白■  ／一｛■－小、一円 呈し言≠  ；「三 iT云  ∽lp 3 畠   
tナ   h   つ N   iT雲   ～ の  

○ 3   凸」 ート・   く⊥l i■已  三唱去 、ト   
くユ  

暴丁＝  口  

N   ．U  雲二き壷き妄  ∽lO ；●＿■  ‾．ヽ ＼ M    同   ∽l 弧  ぎ⊥ JF  
裏 N  自  妻書芸≡妄 、ノ●  溌       よ    轟  

l∫つ  

○  園  
＞  、′   服  忌Tミ：墓 丁亡、ト l■  
P. 

くわ  七   

q 墓   （M よ妄T  書中＿昌        l－1．．J 9 ト   
苫  h  

く○  ヨ  のN l一－   

塾  
2上  
竺ト   

爪   ト  
t、■   

＼三  
Z ぐJ  ′ヽQNNN 竪云…書…  iJ ト ■‾        n 【占l   l■■ Ⅷ   セト   

20  
t．¢   

L u  ・－ト ヱN  

仁一 l乃 P ●l 【■  喜童………   畠．．さ  馳   
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田  
トー＞  
、・：＝  園  1雇 の  
．、 ト  

L  F】   王・一   ミ眉岩  
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＞  

卜   0  
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2－9 DHK（W34），DP（W35）ワード  

表2－9－1  DHK フォーマット（W34）  

F  0  ロ  2  3  4  5  6■  7  8  9  10  円  12  13   14  15   

m  PIl  
0  －1F■0轟  GBD  町  

カウノ   （8℃）   

2，7  カウント   カウント  

STS  P12  
16  カウント   AI－ml  

カウノ  
カウント   ／  

（）   8AT  
M 

PI5  
PI・3  

32  団   （   

STS  
1   

pI4  
AHM  

48   カウニ／ト  
（TちM）   

表2－9－2 ．DP≡ フォーマ‾ット（W35）  

F  0  1  ■2  3  4  5  6，  ’7  8．  9  10  1 

DVO   Ⅳ1   DV2   DV3  ロV32  DV4   W5   6   DV7  
0  

T  

16  
P  

－OS  －－（）S  －OS  1）S■  ・・OS  一価  －OS  
.M 

－OS  －（将  

ロ  DV18  ロ  
OS  

DV23  
DV  

32  一銭  
鴎  

TOS  －OS  一一OS  －OS  －OS  s  －OS  

DV24  
D  
m5    ロⅥ沌  DV27  加35  DV歩  

2 
D  DV31  

48  －OS  一｛椙 －OS  rOS  －－OS  一岱  －－OS  ・・OS  －OS   
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釈Z－9一・3  DHK・DPビート内容  

◎  （少   

▲H∴M  
名 称  TtMEl  Tl即＝E2   一l●●0加S   D▲T▲   ▲11u  PCU／8▲t   

フ レー▲  F＝h◆○  F＝i■十0  Fユ2p◆○  F32■◆l●   F32n◆2；  F3ね◆30   

ワーl‘ 轟 勺  ， Wユl   W15   Wl ●  Wュ●   W｝l  WI●   

時  間  H：2■   艮：2■  11： ●■  は： ▲ ■   H： ● ■  は： ●●   

分■瞳  L二●i   L：l●  L：lO■  L：l●■   L：】●■  L：l●■   

H 絨 S  H M S  ▲臼▲  P亡U （：8G  
8l                      丁‡ t9 0l  ○IT O●  ON／ノOFF  T／■   

▲R  PCUOYC   
81  3● 2● 32  0 08 32  S£T／′LNH  T／F   

C■P  8▲T－L  
82  ‖l12＝  0 0●Ⅰ古  SET／‘IN打  T／F   

ODST▲TUS  LEYEL  

83  9 00 0轟  0 02 08  OD／▲LLOW  ▲／8   

T甚S▲UTOCIIT   
8l  ● ユヨ ○▲  0 01 0▲  ヱN▲／DIS  T／F   

PSC  V－JUDGE   

85  2 1丘 32  0 00 ユ2  EN▲／D15  T／F   

FM  
8‘  l01】ほ  0 001■  伝送  

t－r   
87  0 3108  ○‘l0 0■  ON／OFF                00  ▲C⊂伝道   

㊤  ◎   ◎   ◎   ㊤   

名 鴨  P】1  P12  P】13  P：l」  P Ⅰ5   （SPC）・  （ⅩFC）  【X∫C．STS）  ーTS出）  （R飢SPC   
7 ■′－▲  Fl｝   F2●   P45   F6l   ブユー  注   
● 匂  Wユ■   Wユ ●   W】l   Wユ●  Wユ●   

■  伺  比： ●■  比： ■■  Ⅲ： l●  比： ■■  比： ■●   
分11せ  L：∴12●  L；1才●  L：ュ量■  L：｝2■  L：】王■   

SPC   ⅩFC   PSC   EXT   R」引■  

▲○             ON／OFF  ON／OrF  EN▲／D18  OIl／OFriON／OFF   
Z一丁 IR■■【FL▲G  

b】  出Y－▲l  ズーG  D▲Y／NIGHT      ON／OFF  ○〟／℃‖Fr   ON／OFF   OII／0■F   

比Y－▲量  エアCItY   且Y－1   R8C  

且2      ●○■       OIl／○■r  OH／OF■  OF／勺Fr  正対▲／D15   

ST8   HY・一壬  R丘■ 比V  

■3  旺V－■1  ■U8          OIl／OF■  0！l／OFF  ON／OFF  ON／OrF  ON／OrF   

HY－82  XFC－▲  月V   TSH－▲  SPC－▲  

8l             OIl／OFr  OIl／OFF  ON／OrF  ON／つ∫′  ON－OFF   

hY－CI  R書C  ■OS DISC  R■ぐ   P＄C  

85              0〃／OFア  EHん／つIS  SET／RESET  EHん′DTS  以嘲ノウ‖   
HY一亡2  DⅣC  B一手－▲  ぐ▲L   

8l          ■○■   ON／OF′  エN▲／℡18  ON／℃rFlェNん巾川   

托YG   PSC   P5ぐ   

87  C▲L        ■○●   OH．′OFア  上ユl▲ノDIS  rN人／′DI8  EM18   

】．■川舟＃鑑  

札：ビートーート  

ml小モーI’■  
L：ビタlトレーI  

LOWモーl鴫  

2．⑳は一くタレルイン′   

－7－－スキ示ナ○   

ユ．中でE入○ビ   

，lは左が●l●．名   

ポー○●（■1■／●○■）  

レぺ－てもる○   
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畏2－9－｝  一つづさ）DHK．DP ビタl内容  

名 牡  DI C▲8  PI C▲8  DPID  DYO－05  D▼■－○＄   DV  OS    l■：1一－35）   

▼l′－▲  F8■◆l  F8■十●  F8tl◆王   Fl  F（貞2－9－i■■   

ワーl ● り  Wきさ   W15   Wコ5   W】さ   W35   

中  間  H：t ■  H：l●   比：l●   H二  ○●   H： l■   

分1■縫  L：t■  L：●▲   L：l■   L：a L：Ji●   

8 0  t汀／ST▲RT  OSO  81■1■■／R●▲l   080  

凸l   ■○■  OS＝   bilr■l●  
Hltb／L01Ⅳ   081 

82  MDO  Og2   C▲L  
丁 十  OS1 

SPC  
83  朗DI  08】    PれPC／■HPC   Or83  

pY■－  

SPC】－●  Pニl・可5） 

84  HD2  OSl   さZfb／128tb   
0＄●  

SPC～－鳥  SでS8  
85  出D3  OSら   32tも／】2●tb   3／●一8鼻l■   

065  

SPC●．】○  08さ  
8¢  HD▲  ○占石   ユ2t■／】2●tb  or 

87  lID5  0ぶ7   ⅩFC  OSC  OrS7  
PC／PIt  8／▲  

ホ2－9－4  XrCカウントモニタ7■－†クI  

XFCIカウンIrW3り   ⅩFC2カケノI【W3い  ⅩFC3カクソI（W31）  

フ1′－  

さや   
内  野   

F l  ■VCIFRONTC鴎鵬】t■nh   

F12  げWC2FROⅣTC●1■11■hh   

F20  脚亡l且£▲暮ぐ●中一iI■r■h   

F28  脚C2 8E▲8C叩t一叩r■l●   

F3一  ■≠CI■RO〃T8叩I中Cobd   

Fll  y叩2FRONT・8u中IuC01■l   

Fさ2  ∬WC18E▲Rぶ叩h■C●仏t   

F‘○  」l   ●   ●  ■ ■ ■   り－●   

間 中  

レー・・lム  

書考   内   容   

Fll  脚亡l（bi■tid●■t■Co的t   

rzT  ▼▲    ・ 一  ・・    胴   

60L上：〃OID V▲LYEl  

F13      ■ 作 岨 ■   

SOl．fⅣlID Y▲LVE2  

F5，      ■ 作 動 轟  

卜すプ7レー▲：8カ⊂（ビワIレートHiflモート■喝）  

：32t亡ービ，IレーILOWt－I●鴫）  

249   



表2－9－5  S PC カウニ／Iフォーマット（W34）  

F  り   3  9   10   

0  SPCl   SPC 2   SPC 3  SPCJl   SPC 5   

16  〝  6   〝  7   〝  8  〝  9   〝 10   

32  〝  1   〝  2   〟  3  〝  4   〝   5   

48  〝  6   〝  7   〝  8  〝  9   〟 10   

表2－9－6 0BDカウントフォーマット（W34）  

フレー・ム 番号  内  容   

F 7  OBD カク／ト   

F23   〝   

F39   〝   

F55   〝   

1サブフし′－ム   

：8sbc（ビットレートHighモート喝）   

：32sec（ 〝  Low  〝 ）  

衣2－9－7 S TS カウントフォーマット（W34）   

H F  BO  Hl  b2   1i3  U4   B5  n6  B7   

ST人ⅠもCOUNT 以1－A  
CÅ1一  

16’  8   4   2   胴IiT   

Sln’AC‖ON   Sけr T）托1工）E   S‖T  

I’53  
STAR（1AtN  

ウ   1 
2   M上1予   000（MtN）～111（h仏X）  
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表2－9－8 ZYT カウントフォーマット（W34）  

（1）：7ォーマット  

フレーム  

番号   
内  容   

F 8  ZYT－1ANTIPULSE Count   

F24   〝   2  〝  〝  〝   

F40   〝  1  〝  〝  〝   

F56   〝  2  〝  〝  〝   

（2） ビット内容   

MSB  

BO  Bl  B 2  B3  B4  B 5  B 6  B7   

2048  1024  512  256  ■128  64   32   16   

江．TShl上少上記ビット内容で入力。（DPKスケーラはない）  

表2－9－9 HXT カウントフォーマット（W34）  

（1）フォーマット  

フレーム  

番号   
内  容 

F15  11ⅩT－X PUtSE Count   

F31   〝  ANTIPULSE Count   

F47  IIXrr－Y  PUl．SE Count   

F63   n  AN’rlPULSE Count   

（2） ビット内容  

MSli  l」Rll  

BO  lil  B2  B3  】i4  li5  B6  H7   

F15，47  32768  16384  8192  4096  2048  1024  512  256   

F3l，63  2048  1024  512  256’  12モl  6Jl  32  16   

法．TSM⊥カ上記ビット内容て人ノ」。（Dl－K∴スクーラはなレ、）  
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2－10 1R／S▲S／G▲／WHEEL ワート■ －W卓l．65）  

策2－10－1 1R．′S▲S／G▲／ⅦlEEL フナーヤー7ト（W占4）  

F  ○    ・2  3  l  5  丘  丁  8  9  lO    12  I3  】l  15   

○  T財  PRTl  

IR  位  
18  TCS PDL  トⅩ  l ；s▲S  ；T  RT ■Gl 匹  ′  
－PW   一PW   

瑚  ■D  lけ   （心  び  
S▲S  CNT    ぬtUヨ   

lル  ▲CEl  

ユ2  TCS  RT  T姐  訂畑8  

▲CE  CE3  

18  PDL  ／  
RIG  ℡】仰   

ホ2－10－2  1R／S▲6／G▲／ⅥlEEL フ■－－ッI（W8さ）  

F  ○  ロ  2  ユ  4  5  8  7  さ  9  lO  皿  12  13  1l  15   

○  

／  

ヽ  
ld  ▲CC   

】駄 PW  

12  喝  む   

▲8  
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汽2－1くI－3  1R／S▲S／G▲／WIIEELビット内容（W占l．85り  

◎   ㊤   ㊤   ◎   ㊤   

名 称   T C S  PDL  ▲CE／RIG  PRTl  PRT2  PRT3  Tll   
フ レー▲   
ワーI  F32■◆l  Fユ2■◆19  Fユ2勺十2丁  F15   ∫丁   Fユ●  Fユ2t◆l】  

W● ●  WO●   W0l   W■4   W●●   1Ⅳ●●   Ⅵll」   

ヰ  周  H： ●●  H： l●  H： ●●  h： d■  H： 8■  H： ●■  H： ● ■   

分11畦  L：】与●  L：16■  L：Iさ●  L：ユl●  L：l古●  L：I■■  L：l■■   

m  ＄TOR▲GE  ▲l－S▲  PET  
BO   ●○●   

▲J   ＄▲〃T  
TMU       SEP   ▲／8  

Ot  F■   PDL－l  
81  ●○●   ▲轟   U▲バT  

EXT   ▲／■  

pRT  書CⅣV  
82   m  STOR▲GE  PDL－2 EXT  RIG ON／OFF   WRITE   ▲a   ▲さ   OF／OFF  

TMS  PDL－3  PRT  
ll●   ▲●   

TllU  

B3  EよT   OF／OFr  

DR  PDL－l  王OT   PRT   T■U  

且4  H／L  EXT  ON／OrF  C”‖かC－  H】   ▲｝                 UP／脚N   

D8  G▲   FRIG   PRT   TllS  

85  ON／OFF  ▲t2   ■i  

DR  S▲S・  R▲TE   T比5  

8石  RヱC／8£P  ○〟／OFF・  Hl／LO  ●○■   山1   ▲l                Ⅴ■／DWN   

TI】－l  ▲CC⊥I  LOOP   TC8  

87  定仇／■R集  ■○‾   uO   ▲○  

同   

寧 書  h▲Gl    山▲G2  ▲CEl  ▲CE2  ▲CE3  EPt／▲CC   ST▲TUS    ST▲TUS  ST▲TUS  ST▲TU王；  5T▲TUS   

フl′－▲   FIl  ．F●丁   FS5   FO｝  F●○◆丁   
F壬1              クーl ● 一ヤ  W●●  W 甘／0l   1Ⅳd●   W11  甘●も   

■  聞  昆： 8 ■    H： ■ ●  付： 8■  H：・l■  d： ■●  h：l●   
分Il此  ■L：32●    L：ヨ＝【■  L：3 Z●  L：コ2●  Lニ：lt■  L：●■   

■暮C  SPTNr tコIT  ■Uu 亡ⅣT  虹ULD 色）  8▲UT01ロIT  
D▲T▲  lG／T▲Cf10  PEN／亡l▲I6  ON／○∫F  E封▲／D18   
⊥8C  引‖皿＝MTE  ltULD   HULDヒ  ▲CC一之  
○▲T▲  封I   Hl   0Ⅳ／OFF  0〃／OF∫   

錮8C  撼轟ぐ  6PlⅣR▲TE  山ULO   出▲C  ▲CC伝動8  
82                 且上H＝ET    D▲T▲   ＋●d   鵬●d   打l  8▲／■‡▲   

さCW且IT    ■■C  8PINR▲Tヱ  ■UL【〉  ■▲C  ▲ぐCLplL  
83                 研ⅣH    D▲T▲   LO  LO   比■d  仙rrI品   

ll■C  y■C   G▲  ULD UP  ■▲C   ■PT  

8l  LO  CしOCK   

8s  M8C   おD  UL山 一抑・  仙▲C◎  EPT  
D▲T▲  Hl／’LO  ON′′oFr  ON／OFr  Sq量○   

旦B亡  G▲也  引上＝†l川  出入C白  EPT  
8古  8▲T▲  ON／0′ア  0〃／′Orr  ON／OFr  Sq】＝   

EPT  u＝lC  G▲Q  SPIN DWN  
87  D▲T▲  ON／OFF  ON．′OFF  6q2ヱ   

江l．鴫周介★畦 HニビアトレートHi■b●t‾ト■町  
Lこ ど，トレーILOWモート●鴫  

圧2（うはパタレ1トイ′→トー7】－スtボナ。  
】▲ロ／と】1≠人のど，用左が‘l●・右が■○■r■lソ●0■）レベルでもる∪  
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2－1I RIG／STS ワート‾ rW66．‘〃  

葬2－1Ⅰ－】  RIG／STS 7－「－ヮトlⅧ＝＝‖  

F  0  1  2  3  4  5  6  丁  ．8  9  l¢  l】  12  13  1イ  15   

0  

18  

lカ   揖   庄カ   頼   M   餌 u   l〕   

3Z  

48   

衣2－11－2   RIG／STS ノ■－▼，ト（W6丁）  

F  ○    2   

0  

】丘  

U   （U   U   U   （U   lJ   

32  

18   

＼sTSi   
STST：80、Bl（STSH 6 8il■モーl一疇）  

：80～81（STSH 3 8iりモーl●疇）  
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求2－11－3 RIG／S TSピアト内容（W66．6丁）  

′   STS＝  68il－モート■  「  √－STS＝  38it】モーl■  

名 Il  STST   STSI1III 

F2凸◆○   
W68   

F2。十○  
W6 丁   

時 唱  打：250打lO  H：2501ba   

分銅駈  L：l■   L：l8   

8 0   8 s亡亡  31．2 5qge⊂   

81   l 町  15．6251qゞ、C   

BZ 2 名P亡   PH3 2   

8 3   1、出：   PH16   

且l  5 00山蟹r   PlI 8   

8 5  25【＝が云   PH 4   

血6  125h虹   PH 2   

8 7  0 2．5ローr   P11】   

名  称  STST   ST5月   

二7レー▲ ワートー  F2－＋○   F2■◆○   
番  号  W6 6   Wl茅7   

時 間  H：250皿■  H：2SO荘‖   

分蠣餃  L：ld   L：l8   

80   8氾：   3l．25n■箕   

81   4＋ヨ∝   15．625山5ごC   

82   2 蝉：   丁．812Sムモー   

8 ユ   1 潔！く   3．90占2Sm紙   

84  5 0 0t⊃虹   】ぷ53125山■∝   

8S  2 Sl）mt亡   Pli32   

86  l：【5r再出： Pli16   

87  0 2．5tptr   PH 8  
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クー】2 SPC HONし・′RPM ワート‘（W99）  

宍2－12－1  S PC MON1 7十－マナ ー（W9gり  

F   2   3   4   5   6   7   

○  U．D．（」）  Ln机  U．D．e）  L．D．e）  U、D．伽  L＿D．19）  R8M汀1  R8M刷   

8  U．D，t：l）  L．D．（3J  U、D．仙  L．D．（4）  U．D．qひ  L．D．80  R8朗什l  R8叫SI   

1‘  UこD．6）  L．D．b）  U、D．16）  L．D．（6】  U，8．伽  しD．（9）  8月抑椚  R8朗捌   

2l  U．D．の  L．D．（7）  U．D．㈲  L．D．略）  U．D．叩  LD．QO     R8MITl  R8M（別   

32  unり）  Ln（1）  U．D．色）  しD．倒  U＿D．b）  Ll）．削  RBM汀）  u R8抽S〕   

10  U，D．用  しD．b）  U．D．（l）  L．D．（4）  U．D．80  L．D．80  R七M汀I   R81！（引   

18  U．D＿6）  L．D．尉  U．D．㈲  LD．佑）  U．D．ロ○  Lロ．巳○  R8叫¶  R8MISl   

56  U．D．の  L．D♪）  U．n（8）  L．D．（8）  U．D．00  L．D．川  R8MけI  R8叫SI   
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3．DP動作モード  

3－1 ビットレート11igh／Lowモード  

（1）モードの切換え  

（a）ビットレート High：リ7九っマンドAD－13，Ⅸ－2 ディレイコマンドAD－5．EX－4  

㈲  〝  Low：  〝  AD－14，EX－1   〝  AD－6，EX－3  

（カ モードの移行タイミング  

ビγトレートIIigh／Lowコマンドを受信した次のサブフレームの先頭て移  

行ナる。  

注1・ビットレートLow→High  

ビットレートLow → ビットレートHigh  

恥1嶋恥  恥Ⅷ8。  

2・ビットレートHigh一◆Low  

ビットレートHigh → ビットレート1沌W  

Fol恥恥  Fnl嶋恥  

n＝＝0，16，32，48  

3．移行タイミンク（一例）  

∈コニ   
‾l‾‾l‾‾I‾ ‾l－‾  
l ＿I＿＿ ＿＿l＿ ＿l＿＿   

‾‾ ‾l‾‾       l  

lligh ⊥＿＿l＿＿   

一
】
 
 
 

一
一
 
↑
 
 

行
 
 
 

移
 
 

移行  
‾‾‾‾‾ 

㌃‾‾l‾‾ ＿＿＿ ＿ ＿＿ ＿ ＿l＿ ＿  

†   

High  
コマンド受信  

Low  
コマ；′ド受信  

（3）モードのステークス出力  

DPll）（F8n＋2・W35）Bl ∴bit r■l01Iigh／low  
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3 － 2  C Al」モード  

（り モードの切換え  

（a）CAL ON  ：リアルコマンドAl）－15，駄一3LディLlイ＝けンドAD，6，EX－4  

（b）∴CAIJOFF（掛りモード）：1・28sec∴で自動復旧  

（2Jモードの移行タイミンク  

CAL ONコマンドを受信した、次のビットレートもowモード時のサブフレ  

pムの先頭VeてCAl．ONK移行する C＾L ON忙移行後128sec VCてCAL  

OFF（観測モード）陀移行する。  

なおCAl，ONコマン′ドはり．トl）ガーが可能でDPがCAL．ONモード中VC  

再びCAL ON コマンドを受信した場合は、そのコマン′ドを受信した次のビッ  

トレートL。Wモード由のサブフt／－ムの先或から、さらK128se亡 CAL  

ONが延長される。  

ビットレート  

ビットレート  
L01ヽ・  

モートー時  圏  

l  

l   128se亡  

ON  

CALoFF  

l  

G）CAL ON  

コマ／ド受信  

⑧cAL ON  

コマ／トー受信  

（弘伽ノコマン  

トーが受信された  

場唐この時点で  
題目   

領㌫三言㌶三享  
マント●がなしハ  

復旧   128sec：4サブフレーム（Lo、Vモート●嘩）  

：川  〝  （l王igh 〝 叫）  

（3）モードのステークス出力  

DI－1い（r8n十2．W35）ti2：CAL ON／OrF  
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3 － 3  RRT－C HKモード  

（1）モードの切換え  

RRT CrlK IND （RRTlのB5）  

（2）モードの移行タイミ／グ  

PRT CHK l11Dが立った時 、D Pからのタイ ミンクパルスK合わせて  

パラレルラインで入力される PRT CHECKデータ（PRT2）を 

r15へ二30・W96－127の送由ワードに出力する。（T。t。I－51どW）  

この時、PR．T CHKデ⊥タを出力するワード（W96～127）・の観測デ  

ータは出力されないが、●そ‘れぞれの処理回路では通常の処理が行なわれてぃ  

る。 

（3）ステー1タスの出力  

PIもTl（F15・W64）B5：PRT CHk IND  

3 － 4  S P C処理モード  

（l）モードの種類  

PH，PCモーt●  

128 ch   モード  

加計32 もh▲ 〝 

加東12 

32 ⊂h  〝．（往2．）  

江1・SPC9，10のMI〉Cモードは12Rcも／32CHモードのみ。  

2・＿加算 32モード  ほDPでの処理方法尤同じ。  
′′12β 〝 ）  
32ch  〝  これらをDPID忙て32chモードとして出力。  
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（2）モードの切換え  

PIコマン’ド  D v12  

（3）モードの移行タイ ミング  

PIコマンド Dv12がSETされた時点  

（4）ステータスの出力  

・DPID（F8n＋2，W35）B3：S P C PH．PC／MPC   

●  〝  B4：Sf℃1へ4  32／128ch   

〝  B5：SI℃5へ8  32／128ch  

〝  B6：SPC9，10   32／128ch  

注1．B4，5，6はB3（SPC PH，PC／MI℃）がMPCの時有払  

・Dv12－OS（F25，Ⅵr35）BO   ：SPC PlI，PC／MPC   

〝  〝  Bl，B2：＄PCl－4 h10DE  

′  〝  B3，B4：SPC5～8  〝  

〝  〝  B5  ：SfIC9，10 32／128ch  

江2．Bl～5はBO（SPC PH，PC／／WC）がMPCの時有効。  

注3－ SPCl～4，5～8モードのDv12－OS とDPIDの対応。  

DV12－OS（F25，W35）  DPID（】稽n十2，W35）   

Rl  B2  
（B3）   （B4）  モ ー ド   

B」l  

（B5）   

加井 32ch   

0   加餌128ch   32じh   

0   32ch   

0   0   128ch   0   128ch   

（）再ビット番号は SPC5～8の場合。  
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3 － 5 XF C処理モード  

（1）モードの撞類  

（a）P Cモード  

（b）pH 〝  

（2）モードの切換え  

PIコマンド D V6  

拗 モードの移行タイミング  

PIコマニ′ド’DV6がS ETされた時点  

川 ステータスの出力  

・I）PID（F8n＋2．W35）B7 ：XFC PC／PH  

・DV6－OS（F13．W35）BO ：XFC PC／PH  

3 －6 S T S処理モード  

（1）モードの種類  

（如 STS由 3 Bitsモード  

b）  〝  6  〝  

（カ モードの切換え  

PIコマンド DVO  

（劫 モードの移行メイミンク  

Plコマンド DVOがSETされた時点  

（4） ステークス出力  

DVO－OS（Fl，W35）B5：STSII3／6・BITS  

、●   ゝ  

で 
．  

・ 
・ヽ、・       1一  

Lヽ  ’ －丸   
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3 － 7 Word 99伝送章一ド  

（l）モードの穐顆  

（a）Ⅵ′99 SPC MONI伝送  

㈲  〝   RPM 伝送  

（2）モードの切換え  

PIコマンド D＼r O  

（3）モードの移行タイミニ′ク  

′plコマンド DVO声；S′臥T▲された時点  

（4）ステータスの出力  

I）VO－OS（Fl・W35・）B6：Word 99 SPC MONI／RPM  

3－8 CAl．中のDP動作モード  

CAL中、XFC．S PCはPlコマyドのデバrイス（DV6．12）の設  

定Kかかわらず、下記モードとなる。  

・S P C ： MPC 128（：hモード  

・X flC ： PHモード  

CAL中、‘D PID一ステークスは上記モードを表示する。  

DV6，12－OSは変化をし。  
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3－9 初期設定等  

（1）DP電源投入時は下記モードと薇る。  

・ ビットレート  ： ⊥o wモード  

OFf、（観測）モード   

MPC128chモード   （注1）   

PH■キ」ド  （琵1）  

STS  6Ⅰさits．■モード 

RPM伝送吏－ド  （琵1）  

・ C A L  

●  S P C   

・ ⅩF C   

・ S T S 

■・ Word・99  

（幻 U与VC信号，a11PIO：FF・コアユ′ド受信時は下記モードと’なる。  

’MPC▼1‾28chモTド   （注＿1）  ●  S P C  

・ ⅩF C  P Hモード  （珪1つ一  

注1・pP電源坂入時ふよぴUVC信号ま・たはall咋OpFコマン  

ド受信時Kは各P－Ⅰのイニ：シャル時¢ステータスとこ致ぎせる 

ためKpVnニー，OSを■0■ 

nの値は  

● DP電源投入時   ：n＝0 ′－3年（DVO－3．．5－9S）  

・UVC信一号  
匪鯛ミ   

a＝【fIOFFコマンド   

（all 

したがちて、Pl 

1と示した項目）は（1）おょび（2）の場合忙は妄－ドが上記の通力  

となる。  
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4＿ 観測データ処理  

4 －1 S P C処理  

4 －1－1 S PCl～10データ処理  

（1）モードおょび分解能  

時  間  分  解  能  

タ  MPC モード  Pll，PC モード  

ロ   
l  

フ■   128ch   32ch  加算128ch  加算32ch  PHデータ  PCデータ  
モード   モード   モート●   モード   

8PCl  2 sec  0．5 se（：  0．5 sec  125msec   
1、  （8 sec）  （2 sec）  （2 sec）  （500msec）   
SPC4  

15．625  
SPC5  

mSeC  mSeC  

！  
〝   〝   ■   〝   

2    SPC8  （62．5m父亡   

SPC9  

3   SPClO   
〝   〟  

琵．（）内政字はビットレートLow時0  

（2）モードの切換え  

PIコマンドDV12K．て行なう。  

OSO OSl OS2  0S3  0S4  0S5  0S7  0S8  

江1∴叩，PC／几伊CモードはSPCl－10一斉忙切換わる0   

2．MP（：128ch／32ch／加軒128ch／加好32⊂h モードはグループ  

坊K切換わる。  
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（3）入力信号  

PC  

（DPユタの出力信号）  

lBO BI B2 B3 B4 B5 B6 B7l  

PH  

センサー毎   

KlO系統  

PE  

（4）データ処理   

① MPCモ⊥ド  

①－1．128chモード  

各センサー毎KPHデータ上位7ビット＝①K上身エネルギーレベ  

ル識別（128ch）を行なぃ、メモリをカウンタとして使用することK  

上わ各エネルギーレベル毎の入力イベントパルス（PE）を読み出し  

ワード間カウニ／トし、エネルギーレベル毎（CHO－Cl1127）のカウ  

ント数を出力する。  

①－2・加算128ch，32cわ，加算32。hモード  

〔  

3つのモードでのDPの処理方法は向じである。（DPID作  

hモードとしてステ⊥クスを出力。）   

DPはSPCl～10をクルー71（SPCl－4）．グループ2（SPC5  

～8），グループ3（SPC9．10）K：ク㌧～－ブ分けを行なう。  
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グループ■1（tたは2）の場合（以後（）内数字はグループ2の  

場合）入力されるセンサーの速いにかかわらず同じグループ1（2）内の  

Ptlデータ上位7ビット＝◎に上るエネルギーレベルCHO－127を  

4つ忙梵割し、メモ、りをカウンタとして使用ナることK上少  

SPCl（5）用の出力ワー 

（W16n十8（W16n十12））  レベル毎の入力イベントパルスニP Eを一   

定時間カウントし、カウント数左出力ナる。  

CI13l・－63   〝  SPC2（6）   

（W16n十9（W16，n十13））   

SPC3（7）  

（W16n＋10（W16n十14））   

SPC4（8）  

（W16n十11（W16n十15））  

Cll’64～95   〝  

CH96一－127  〝  

したがって、D PはPHデータ上位2ビット＝④忙よ少  

00 の場合は SPCl（5）用竺メモリ：CH O～31  

0l  〝   SPC烈6）  〝  ： CH32－63  

10  〝  SP CH64～95  

1′1  n SPC4（8）  n  ： CII96～127   

Kアクセスし、各メモリは32CHがデータ1セットとして処理ナる。   

グループ3の場合は、上位2ビット＝①をDPは無視（■0■と見る）し   

て、各セ／サー（SPC9．10）32CHのエネルギー識別を行ないエネル   

ギーレベル毎の人力イベントバ●ルス（Pf：）を一定時間カウントし、エネル   

ギーレベル毎（C†IO～31）’のカウント故を出力ナる。  

データ処理の詳細を（6）功K記載するし  
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② pH，PCモード  

②－1 PHチータ  

読み出しワード間（PC用出力ワードを含む）K入力された最初の  

PHデータ8ピノト＝㊦をそのtま出力する。（2番目以降のデータ  

は出力てきない。）  

入力がなければ■0－を出力ナる。  

（D－2 PCデータ  

各センサー毎K一入力されたPEを読み出＿しワード間．カウントし、  

（PHのど 

（5）7｝－ 

① MPC128七h モ←－ド  ：表4－1－1K示ナ  

② MPC・加筆128。h，（32。h．加算32，。h）主－ド：表4－1」2K去け  

（タケープ1，2）  

⑨㌻MPC・一32。hモーニド（タん▼－プ3）  ：表4－l－3K示ナ  
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表4－1－1  MPC128亡ムモードフレームフォーマット  

W  W8  W24  か40  W56  W72  W88  WlO4  W120   
＋（Ⅰ  十α  十 α  十α  ＋α  十（Ⅰ  十α  ＋α   

Fl叫＋0  ．C比  0  CI王 l  CIi 2  C托  3  CIl ■  CH 5  CH  8  CH   

Fl¢n十l  Cft  8  C托 9  CH10  CII】1  C上王12  H13  H14  CflI5   

F16n＋ 2  CIl16  CH17  CH18icH19   CH 20  CIi2l  H22  C月23   

Fl占n＋ 3  CfI24  Cft 25  CIi26  CfI27  CIi28  H2つ  H30  C月〔3‖   

F＝5れ＋ 4  C月 32  CI量 33  C月 34  CⅡ 35  C艮36  H 37  H 38  Cl13   

F16n十 5  Cm 40  CH 41  CH 42  且 43  C且 41  C封 45  CIl▲6  CH．47   

F16n十 6  Ch18  CH ●9  Cf王 50  H5り  CIt 52  CI153  CH 54  CH 55   

F16n十 7  CH 56  Cft 57  Cl15る  H5g  CH 60  CH【モ‖  CIi古2  CH 古3   

F16n＋ 8  Cfi6■  CH85  CH 66  C月 67  H（用  CI‡も9  C月 78  CH【71   

∫16n十 9  CH72  H 73  CH 74  Cb 75  CI176  H 77  CI178  CH丁9   

F16n＋】0  CH 80  CH 8l  CH82  H・83  H81  CH8j  C艮 8石  CH二 87   

F＝拍＋11  CH 88  H8将  CH 90  

F16n＋12  CH 96  CH 9丁  Cf198  CHg帽  C甘＝川  h101  CI量IO2  C一日O3   

F16n＋】3  CH】0－l  CHIO5  Cf王】06  CI靂187  C月】08  H】09  Cnl10  CIl】1l   

F＝紬＋】l  C以112  CHl13  CHlll  CIillS  CH】16CHl17忙几I18    CI1119   

F川吋15  CH120  CH12l  CH122  CH123  CH124  CH】25  Clt126  CH127   

往 ∩の数値  

S PCl：O  S PC5：4   S PC 9：－2  

S P C2：1  S PC 6：5   S PC10：－1  

S P C 3：2   S PC7：6  

S PC 4：3   S PC 8：7  
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表4－1－2 ㍍PC 加井128亡11（321‖ト加算32亡b）モード  

（グループ1，2）  

フレームフォーマット  

W8  W24  W40  W56  W72  W88  mO4  W120   
（W】2）  （W28  （W▲●）  （W60）  （W7¢  （W92）  （Wl08）  （W12ヰ）   

F▲b十○  Cl王 0  ClIl  Cl12  Clla  C引L 4  C比 5  C比 6  CI17   

F4n＋l  CII8  CH9  CI＝0  CⅡll  Ch】2  C且l三I  CHl▲  C且15   

F4n＋2  C且16  CH】7  CH】8  CE19  CⅢ20  CH2】  CH22  C且23   

F4n＋3  C比24  CH25  CH2¢  Cl王2丁  CH28  CIt29  CH30  CH3】   

W9  W25  W41  W57  W7・3  W8g  WlO5！W121   
（Wlユ）  くW29）  （W4S）  くWもl）  くW77）  （Ⅵ噂3）  くWl的  くWl缶）   

F4n十○  CH32  Cf133  CIIa■  CH35  CH3古  CII37  CH38  CIIき9   

F▲n十l  CⅡ40  Ch4】  CH12  CH43  CI王4▲  CH4さ  C且t8  CH47   

F4n＋2  CH18  CIl●9  C且50  CIt5l  CI152  CH53  C且5暮  CH55   

F●n＋3  C王i5古  CH5丁  C且58  CfI59  CH60  CH6l  CH62  CE63   

WlO  W26  W42  W58  W74  W90  WlO6  W122   
（W】▲）  （W30）  （W46）  （W古2）  （WT8）  （W9り  （WllO）  （W】如   

Fln＋○■  CH64  CfI6‘5  CHti＄  CHOT  CH牒8  CⅡ名9  CIITO  CIITl   

Flれ十】  CII72  CI173  Cl‡74  CIlT5  C且76  C且丁7  C罰け8  CⅡ79   

F＝十2  CH80  CII8】  CH82  CIt83  C冗84  CI185  CⅡ8¢  CH87   

F▲n＋3  CH88  Cn88  Cl190  CH9l  C且92  CH鳥3  CⅡ9ヰ  CI19S   

Wll  W27  W43  W5g  W75  W91  W107  W123   
（W15）  （W3】）  （Wり）  （W8ユ）  （WT9）  （W95）  （Wl11）  （W12丁   

F4D＋0  CII9¢  CH 97  H 98  H 99  CI＝00  C月＝‖  CH102  C且】Oa   

F4n十】  Ctl10▲  CH】05  H108  H107  CHlO  CⅡ】09  C且I10  甘‖1   

F▲n＋2  Cnl12  Cnl13  Cnll●  Hl15  Cll11¢  CllllT  CHl18  汁‖用   

F▲h＋3  C月120  CH12l  HI22  艮12ユ  CII124  CIl12S  C且12¢  H127   

注（）内はグループ2のワード番号  
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表4－1－3．ふIPC 32亡∴bモードーグループ3）  

フレームフォーマット  

W6・  W22  W38  W54  W70  W86  102  Ⅵ18   
（W・7）  （Ⅵ佗3）  （W39）．  （W55）  （W71）  （W87）  （W103）  （Wl19）   

F4n十0  CH O  CHl  CH2  CH3  CH14  C嵩 5  Cn 6  CR 7 

F4ふ1l  Cfi8  CH 9  CIi】○  CIil】  C王l】2  CH13  CHl▲  CH】5   

F4n‘＋2  ごC打I6  CIi】7  CIiI8  CⅡI9  Cf王20  CI12】  CH22  CH23   

F●n＋3  CH24  CH2ら  CIi26・  CIi27  CH28  CH29  Cfi30  CH3】   

注（）内ワ一ド番号はS PClOの場合  
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（6）MPC 加算128ch，32ch．加算32chモードの補足説明  

3つのモードともD Pの処理方法は同じである。  

①1MPC‘加算128chモード  

Pl－1データ上位2ビットをエネルギーレベルの許別忙使用ナると共忙センサ  

ーの識別Kも使用し、その2ビットの状態Kよカ違うセンサーのメモリKもア  

クセよする。各センサーのメモリ 

は
 
〝
 

5
 
 
 
6
 
 
 
7
 
 
 
8
 
 

′
■
．
■
ヽ
 
 
 
 
（
 
 
 
 
（
 
 
 
 
（
－
 
 

1
 
 
 
ウ
】
 
 
 
3
 
 
 
4
 
 

C
 
 
 

p
▲
 
 
〃
 
 
〃
 
 
〃
 
 

′
－
1
＼
＼
 
 

＼
1
、
－
ノ
′
リ
 
 
 

1
 
 
 
3
 
 
 
5
 
 
 
2
 
 
 

3
 
 
 
6
 
 
 
9
 
 
 
1
 
 
 

CH O ～  

CI132  

CfI64 ～   

CH96・－  

を1セットとして集模し出力する。  

したがって、例えばS PCl用の出力ワード忙はSP Cl～4のCHO～31  

（W16n十8）   

の加算されたカウント数が出力されることKなる。   

以下 SPC2用の出力ワードはSPCl′∵4のCl132～63の加算された  

（W16n十9）   

カウント数となる。  

フレームフォーマットは表4－1－2とをる。  

② MPC 32c hモード  

S PC機器側忙お車てPHデータ上位2ビットを  

S PC l（5）： 00  

〝  2（匂   01  

〝  3（7）  10  

〝  4（8）  11  

と固定する。おょびB O～B4のPllデータの内容をシフトしてDPK出力す  

る。  
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BO  l】l  B2   Ii3  I14   1i5  B6  B7  

エネルギーレベル：32ch   

DPは加算128chと同じ動作をしても上位2ビットがSf・C機器伽Kてセ  

ノサー毎忙固定されるので、S PCl－4（よ～8）のエネルギーデータがそ  

のせま同じセ／サー用の出力ワードK出力される。tた各々のエネルギーレベ  

ルは32chとをる。  

フレームフォーマットは表4 －1－ 2を  

CH O ～31 －→ S PClは（＝＝）～31  

C】132～63  一＋  〝 2（6）CIIO～31  

C＝64～95  →  〝、3（7）CflO～31  

Ct196～127 →  〝 4（8）cl＝）～31  

と若き離したものとなる。   

したがって－それぞれ¢トセンサーのCt川～31が出力されることとなる。  
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③ MPC 加算32chモード  

S PC機器側におセて、PHデータを下記の上うK蝋集してDPに出力・ナる。  

BO  BI  B2  B3   B4  B5    B6  B7  

PH（通常）  

エネ几′ギーレベル：32ch  

フレーム番号を4で割った余力  

F4nl也 ＝ 00   

i  

F4ハート且＝11   

DPは加算128chと同じ動作をしているのて  

SPCl（句糊の出力ワート●Kは  
（W16n一卜8（W16n＋12））  

17レ一人憫（F4n十0）のSPCl～4（シ・欄）のαIO－31の加算され  
たヵウント雛   

SPC2（6）グ．．  

（W16山9′（W16n十13））  

SPC3（7）〝  

（W16n十10（W16n十14））  

SPC4（8）〝  
（W16n十11（W16n十・15））  

〝   （F4rl十l） 〝  

〟   （F4n十2） 〝  

〟  〝  

〝  〝  

〝   （r4n十3） 〝  〝  〝   

が出力される。  

フレームフォーマットを襲4－l－4K示ナ。  
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ホl－l－▲ HPC加↑32亡bモート●フレー▲ブナー▼ット  

（クルーブl．2）  

l〝2l  W40   W56  帆172  W8さ  W181  W】20   
W12）  （W28）  （W4t）  小「60）  Ⅳ7占）  （W92）  （Wl（lさ）  （WI21）   

F●8十○  F18十○の  Flも◆○の  F●■◆00  F●－＋○¢  Fh＋○の  F●■◆lの  F▲8◆○¢  F●q◆00   CIl O  Ctl・】  C〃 2・  CI1 3  C付 ●  亡〃 さ  Clt ‘  Cl】J   

F●且◆l   F●p†0（ノ  F●いlの  ．F●月◆○¢  F●8◆○¢  F▲鶴◆10  F●■◆00  rl■＋○の  F’●■＋○¢  
C11 も  CH 9  Clt】q  CII】】  Ctll王  CH＝r  亡Hl●  e月15   

F▲■◆壬  Fln◆○の  F●h◆0の  Flh十○の  Fl血＋○の  F●■◆○の  F●■◆00  F●■◆01リ  F●b＋0の  
CH】8  CIllT  CIlll  CH19  CH王○  C11Il  CH王2  Ct12】   

Fィ■◆3  F●■＋00  F●■◆00  F●n－1■の  Fl■＋8¢  F仙◆lの  F●■◆○の  F●■◆○の  I■■■十○の  

CH2－l  eH王5  C112一  CH2丁  CH28  Cft29  Cli30  亡粍ュl  

W25   Wdl   W57  W73   W89  WlOS  W121  

W13）  （W29）  （W4与）  W61）  （W77）  （W91）  Wl09）  W125）   
F●b◆1の－  F■b十】の  F■8＋lむ  ノF●b◆上の  F●■＋lの  F●■十1の  F▲8十トの  r●■十】¢  

Fl■◆8                   C〃 l   CH 】  Cl】 2  CI1 3  CH l  CH i  CH ●  Cll T   
Fl■＋l  F▲t◆10  F▲q＋lの  F●■＋lの  F●8＋lの  Ft■＋l¢  ∫“◆10  F●■十l¢  F●■十lの   H l  亡兄 9  CftIO  C出11  ⊂Hl】  C月仁13  CH】■  CHl～   

C  

F●甘＋卜C  Ftn十1¢  f’l8◆lの  F《ロ十lの  ∫J8◆Iむ  rJ々十I¢  rl■十Iの  F●■＋】の  
F●■＋2                   CHIl  C月17  CHI●  C月】9  CH20  CI12l  C月22  Cll雷】   
F●血＋3  F▲■◆lの  Fl■＋lの  F●且◆】の  F■b＋l¢  F●皿■lの  Flb◆】の  F●■十1の  F●コ◆】の  

CIt‡l  C打Z5  CHj●  C〃21  C上量2●  Cよトi9  C月】○  仁山ト11   

W26   W12   W58  W7l   W90  W10卓  W122   
lW14）  （Ⅳ30）  Ⅳ48）  （W6．2j  （W78ト  Ⅳ91）  W11¢）  （W12占）   
F●■◆20  Fl■◆2¢  F▲▲◆王（D  F●凸十2の  F■■十2の  r●■十2¢  F●■十2（D  上1●血十2の  

Fl血＋○                   Cu O   c且 

Fl■◆】  F●凸＋20  Fl且＋2の  F●8＋2の  F●血◆2の・  F●■＋量の  F“◆2の  Fl■◆2¢  F●血十王の  

‾CH l  CH 9  CltlO  ⊂HIl  CH12  CHl■  C托l●  CHlら   
F●■十2  F“＋l¢  Fl血◆2¢  Flロ◆tの  F●■t2の  F18＋2む  F●■◆Zの  F●b◆Zむ  Fl■＋王の  
亡HlO  C上I17  CHl●  CH19  C【ト20  CII2l  CIl一 之  C且Z3   

Fl■◆ュ  F●n◆2の  Ft且◆2 0  Ft■◆2の  F▲b十2の  F●■■2の  F■■十王の  Fね＋2の  Fll十2  
亡〟2■  C〃2S  C貴トZさ  CIlヱア  C〃2l  CH之■  CH30  CHュ】   

W27  W13   W59  W75  W91   Wlつ7  W123   
（W15）  W3り  Ⅳ4丁）  rⅣ6ユJ  （W79）  W95）  巾rll】）  （W12丁）   

F▲■◆0・  ーFl中I¢  Fh十ユむ  F●一十1の  F●8十Jむ  Fl■＋さの  F▲♪＋㌢の  Fl■十Jの  F●■十3  
CI】 l  CH l  C比 重  CIt 3  C比 ●  CIli  CIl ■  CH J   

F●n＋l  F●■◆ヨ¢  Flo十さの  F●且◆｝の  r●■◆ユの  r●■◆3¢  F●■十3の  F●凸◆J¢  Ft折り  
亡け 8  Cl】 ●  ChlO  Cllll  Cll12  亡Illコ  C且Il  CHIS   

F▲○◆2  F▲凸◆1¢  Fln◆】¢  F▲■◆3む  F●h＋3の  F▲■◆Jの  ∫t一十｝の  Fl■＋Jの  Fl■◆1¢  

eIlld  CIll†  CIll●  C11】9  CH‡l  CI12I  CIIZ才  CH2」   
F●8十】  Fl8◆⊃の  rlb◆1の  Flb＋｝の  F●b十）の  F●b十コの  F4■◆Iむ  Fi■◆Jの  I■●n◆J¢  

CIt2l  CH25  C11℡●  Cl127  CHヱ■  CH2 ●  Cll｝○  ⊂Hl」   

庄l．‖内払ク★－ブ2匂ワーI■番号   

2 ∫▲．◆○ のC110：SPCl～●（5・－8）のエ■ル■－レベルCltO¢F▲q＋01フレー▲㈹  

のカウントp   

l縫撼ナも虻ノモリエ丁ワtZ血lってi・♪．1・－7ノレー▲前に■積した彷CHカウント  

¢t血刀。山刀フレー▲のFt．◆○と▲轟ノレー▲のF●【◆l11鴫l加j仁1甘柿てに々い0  
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④ s p（「9，10Kついて  

S PC9，10（クJL，－プ3）はMP Cモードは32ch／128chモードのみ  

である。S PC機器側托てPIlデータを下記の様に編集してDP忙出力する。   

DPは上位2ビットを無胡して32。hのエネルギーレベルを1セットとして  

処理する。  

フレームフォーマットは表4－1－3となる。  

BO  li1  82  Ⅰ事3  B4  B5   Ⅰ）6  B7  

PH（通常）  

エネノレギーレベル：3 2ch   

（7） メモリアクセス   

① MPC 

メモリエリ7は各センサー1面てある0  

＼   
＼   

＼   
‾ 
＼  

＼   ＼  
＼  

＼   
＼  

＼  ＼  
＼   

＼   ＼   ＼   
＼   ＼   ＼  



庄 一：■ ■  
● ：放み出し（出力）  

⑦ MPC 32亡bトー‘  

MPC加■128t－ト‘と阿じてある0  

ただし各tン・サー（SPC2㈲・SPC拍・、♪C一剛〕がそれで九のCllO－31  

t出力ナる○モー8PC9・10‘′ループ3）l†れぞれのCltO－ユ1拍カナふ○  

276   



①ltPC血32亡ナチーー・  

′モリ エリ丁止2血てある 

CH o 

CH 1 

く  
＼  

＼  

；  
＼  

＼  

CH丘  ＼ ●   

ヽ  
CH ? 

CH I 

Clナウ  ＼  

＼  i  
＼  

＼  

C≠‖●  

CII15  
＼  ＼ ●  

亡H】丘  

CItlT i  
●  

＼  

CH2壬  
＼ ヽ   

Ci123  
】   

CH2l  

CH25 i  
＼ ヽ ヽ   

I   

！   

CH：＝〉  

CI131  
1こさ  

I  

C樗l i  

＼  

ヽう  

CIIO   CII8 CH7 団 Clll● 圏 CH2▲ CH2S i Cn30 CH31  ＼ ＼ ＼  ● ＼ ＼ ＼ ●  i 〈 ； i          ＼、  ＼ ヽ ＼  ● ＼ ＼ ヽ ●  ＼ ＼ ヽ ■  i ロ i i  
庄∴ ：t  楕  

● ：飲み出し（出力）   

上田はS PCl伍）のノtリエリ7の■合ケ示Lているり（■■期間：f●■十○）   

栴檀朋聞がSPC2帖】：r●■十l．SPC判7トr●れ十2．㍍PClけ一：F●n十ユと在ム。  
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（8）モード変更後のデータについて  

・PI▼l，P〔、モードK変更後、Plllデータ．PClデータは有効で  

はない0  

・M㌣C】28chモー 

・－ 

いし最大2セットのデータは有効ではない（メモリエリ7が2面Kあ  

るため）。  

注．CAL ONモー・ド中は九1PC128chモードKなるのて  

考慮のこと。  

4－1－2 S PC MONI データ処理（W99）．sptl（UD，LD）．  

RBMr T．S）カウント  

ディジタルHKシリー㌧ズデータと同じてあ♪、DPからのタイミン㌧グ  

パルス托合わせてシリーズ8ビット七人力されたデータを直接出力する。  

左お、SPC MONIは PIコマンドDVO忙よるSPC MONl／  

RPMカさRPMとたっている場合は出力連れない0（DPからのタイミ  

ンクパルスは出力される。）  

4－1－3 Sl｝C．0日D DllKデータ（W34）  

（1）シリーズデータ（S PCカウント，OBDカウノ】卜をど）  

DPからのタイ ミンクパルスK合わせてシリーズ8ビットて入力され  

たデータを直抜出カナる。  

（2）パラレルデータ（ステータスデータ）  

DI，内でワード構成を行左い、フォ－マットのタイミユ′クで出力ナる。  
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4 － 2 X f■C処理  

4 － 2 －1 ⅩF Cデータ処理  

（1）モードおょび分解能  

時間分解能  

セ ニ／サ ー  ll（ニ モTド  P11モード   

2  セ／サ   1 sec  15．625msec   
8 ワイヤ  

（4 sec）  （62．5mseぐ）   
4 ch  

注∴（）内数字はビットレートLow時○  

（2）モードの切換え  

PIコマユ′ドDV6 のOSOにて行左う  

DV6 0SO  lo■ ：PHモード  

〝  lll：PCモード  

（3）入力信号  

PE  
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（4）データ処理  

① PHモード  

読み出しワード間K入力された最初のPIlデータ8ビットをそのモー  

出力する。（2番目以降のデータは出力てきない。）  

入力がをけれは■0■を出力ナる。  

② pcモード  

PHデータ上位6ビット（BO－5）忙よ少ディテクター（MⅣCl／21   

ワイヤー（WIREO～7）′エネルギーレベル（CHO～3）のチャンネル鼓別を  

行ない、メモリをカタニ′クとして使用ナることに上少各チャンネル毎の  

入力イベントパルス（P E）を読み出しワード間カウントし各チャンネ  

ル毎のカウント数を出力ナる。  

（5）フレームフォーマット  

P Cモードのフレームフォーマットを表4－2－1†こ示ナ。  

蓑4 － 2 －1 XFC－PCモード フォーマット   

W5  W21  W37  W53  Wす9  W85  WlOl  Wl17   

1・－   1－  1－   1一  2－   2－  2－   2－  

F8d十0                   Ⅵ爪－ClTO  WO・t打1  WO－CH2  WO－CH3  WO－C打0  WO－CHl  WO－C王王2  WOlコf3   

〝 1  〟   〝   〝   〝   〝   〝   〝   〝  

＼＼・■1／・  Wl〝  Wl 〝  Wl〝  Wl〝  Wl〝  Wl〝  Wl〝   

∬  2  〝   〝   ′   〝   〟   〝   〝   〝  

汀2 〝  W2 〝  W2 〝  W2 〝  W2 〝  W2 〟  W2 〝  W2 〝  
H  

〟 3  ロ   
＼＼■3 〝  W3 〝  Ⅵ73 〝  W3 〝  W3 〟  W3 〝  W3 〝  W3 〝   

〝  イ  〝  〝  〝  〝  〝  〝  〝  ．〝   ≠－‘l〝  ≠’4 〝  W4 〝  W4 〝  W4 〝  W4 〝  W4 〝  W4 〝   
〝  5  〝   〝   〝   〝   〝   〝   〝   〝  

W5 〝  1V5 〝  W5 〝  W5 〝  W5 〝  W5 〝  W5 〝  W5 ′   

〝 （；  ロ  〝  〝  〝  〝  〝  〝  〝   ＼′＼■G／′  ＼V11〝  W6 〝  W6 〟  W6 〝  W6 〝  W6 〝  W6 〝   

〝  7  〝   〝   〟   〝   〝   〝   〝   〝  

W7 〝  W7 〝  W7 〝  W7 〝  W7 〝  W7 〝  W7 〝  W7 〟   

注’●し堅塁  
C‖0～3  

WlfもEO・－7  

MWC2／】   
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（6）x FC P Cモードのメモリアクセス  

メモリのエリアは一面てある。  

8 フレ㌧∵ム  8 フレーム  

時 間  

1－WO－CHO  
〝  〝   1  
〝  〝   2  

～  
21Ⅳ7－（ユ11  
〝 〝   2  
〝 〝    3  

＼■   ＼   ＼  

＼   ＼   ＼  

＼   ＼   
＼  

＼   
ヽ  

＼  
＼  ＼  

＼  
＼   ＼   

＼   
＼  

＼   ＼  

＼   ＼  

集凍   

読み出し（出力）   

1
 
ヽ
 
 

●
－
 
 
1
 
 

．
q
 
 （7）モード変更後のデータについて  

●Ⅰ】Ilモード忙変更後 1データは有効ではをい。  

●P Cモード忙変更後 1セットのデータは有効でほない0  

注． CAL ON モード中はPHモードとなるので  

考慮のこと。  

4 －2－2 XFC PC9，10．1】データ処理（W96，97，98）  

（1）分解能  

デ  ー  タ   分  析  能   

PC 9   1sec（4sec）   

Ⅰ）C10   lsec（4 se亡）   

Il（：11   250rnsec（ls亡C）   

江．（）l畑紋字は  

ビットレートl．ow時○   

281  



（2）入■力信号  

PC  

（DPユタの出力信号）  

＿＿＿BOがREARの  

場合は■0■■0■  

－olである。  

（3）デー不処理  

PHデータ忙よカリ7／フロント（Rear／Front），テイチククー  

（MWC2／1）．ワイヤー（WI 

モリをカウニ′クとして使用すること陀よタ、各チャンネル毎の入力イベン  

トノミルス（iE）を読み出しワード間カウントし、各チャンネル毎のカウ   

ント教を出力ナる。  

なか、Rear の場合はWIl相 談別を行なわない。  

（ⅩFC機器側lてて凡e8rの勘合はB2～B4を－0一作尉定）  

（イ）フレームフォーマット  

PC9，10．11のフレームフォーマットを衷4－2－ 2K示ナ。  
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表4 － 2 － 2  XFC PC9，10．11 フレームフォーー「才ット  

PC9 フォーマット  PC10 フォーマット  PCll フォーマット  

F8n＋0  FronlMⅣC2WireO   

〝． 

〝  2  〝   〝   〝 2   

〝  3  〝   〝   〝 3   

〝  4  〝   〝   〝 4   

〝  5  〝  〝   〝 5   

〝  6  〝    〝   〝 6   

〝  7  〟  〝   〝 7   

F8n十0  FrontW忙1WireO   

〝 1  〝   〝   〝 1   

〝 2  〝・〝   〝 2   

〝3  〝   〝   〝 3   

〝 04  〝   〝   〝 4   

〝 5  〝   〝   〝 5   

〝 6  〝   〝   〟 6   

〝 7  〝   〝    〝 7  

F2n十0  】おarMWCl   

〝  1  〝   〝 2   

（5）メモリアクセス  

① pC9，10のメモリ7クセス  

メモリエリアは  

1面である〇  

8 フレーム  8 7レーム  

時間  

tMWCIWireO  

〝    〝  

〝  〝  2  

〝   〝 ■ 3  Ml  
（メモリ）  

〝  6  

〝  7  

江1． 「  ： 集横  ・  読み山し  

2．上凶はPC9（MWCl）を示してぃる。PClO（MWC2）も同じであも  
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e）P Cllのメモリ7クセス  

ノモリのエリ7は1面であるD  

I   

l   

1  

2  （メ≡；，〔ac  
注．－： 集 凍  

： 読み出し  

▲＿  

4 －2－3 X F C DHKデータ（W34）  

（】）シリーズデータ（XFC カウシ′トなど）  

DPからのタイ ミンクパルス化合わせてシリーズ8ビットで入力された  

データを直抜出カナる。  

（2）ノミテレルデータ（スチーク・スデータ）  

DPI勺でワード構成を行ない、フォーマットのタイミンクて出二†ける。  
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4 － 3 T SM処理  

4 － 3 －1 日X T P O S データ処理  

（l）分解能  

7■   －   ク  分  解  能  2セ／サー（POSl，2） 各64ch  500msec（2 sec）   
注．分解能の（）内数字はビットレート⊥ow時。  

（2）入力信号  

PC  

（DPよ少q出力信号）  

。。BIB2 甲。。。5B6tB7  

…－3   l     て仁ニ：．…芸二才 
HXT－POS  

11XT－PP  

（3）データ処理  

PO Sチータ上位7ビットK∴上カディテクター（llXT－Y／X）．ポジシ   

ョン（CHO－63）のチャンネル識別を行ない、メモリをカウン′クとして   

使川ナること托J∴り各チャンネル毎の入力イベントミルメ（PP）を一定   

時間カウントし、各チャンネル毎のカウント畝を4ビットのスケーラで出  

力する。  

したがって、出力するlワード（8ビット）KはIIXT－YとXとのデー  

．タが合せれ、上位4ビットが11XT－X，T位4ビットが］lXT－Yとたる0  
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IIXT－POSデータ出力1ワードの内容   

hlSB LS8  

BO  t！1  B2  B3  B4  B5  86  Ⅰ王7  

HXT－Ⅹのかウノト赦  HXT－Yのカウント敷  

（4）∴フ｝＿－ムフォーマット  

表4－3－1IJXT POS データ フレームフォーマット  

W16  W17  W18  W19   Ⅵ8  Ⅵ旬月  1V50  Ⅵ応1  ㈹0  Ⅵ侶1  Ⅵ屯2  Ⅵ屯3  12  ml  m14  Ⅵq15   

F血  CIi  CH  C11  CIi  CIi  CH  CH  CH  CH  Cli  CH  CH  CI†  CH  CH  CH   
一十0   

0  1 

〝  〝  〝  ／′．・  ／′  ／′  ′′  ／／  〝  ／′  ′′  〝  ′′  ／′  ／′  ／／  ／′   

＋1  16  17  18  19  20‾  21  22  ▲23  24  25  26  27  28  29  30  31   

〝  ′′  ー／′  〝  〝  〝  ／′  ′′  〝  ／′  ／′  ／′  ′／  ／′  ／′  ′／  ／′   

十2  32  33  34  35  36  37  38  39  40  41  42  43  44  45  46  47   

〝   〝  ／／  ／′  ′′  〝  ／′  〝  ／′   

／′  〝  ／′  〝  ／′  ／′  〝  ／′  十3  48  49  50．  51  52・  53  54  55  i6  57  58  59  60  61  62  63   
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（5）メモリアクセス  

メモリのエリアは2面てある。  

2
3
 
 

i
O
l
′
し
ノ
6
6
 
q
〝
 
 
 
〃
〃
 
 

2
3
 
 

0
1
 
 

／
≠
 

2
 
 

M
 
 

注．㌧ ：集頗．・：．読み出し（出力）  

4－3－2 1IX T．ヱYT P C■ データ処理  

（l）二分解能  

デ   ー   タ   分  解  能   

HXT－PC  
（2センサー，4ch）   250msec（1sec）   

ZYT－PC  
（2センサー，4ch）   〝  （〝 ）   

江． 分解能の（）内数字はビットレート  

Low 時。  

287   



（2）入力信号   

HXT－P】弓   

（ヱYT－PE）  

（3）データ処理  

PllデータKエ少、ディテククー（HXT－Y／Ⅹ，ZYT－2／1），エネルギ  

ーレベル（CIlO～3）のチャンネル識別を行ない、メモリをカウンタとし  

て使榊ナることにヱカ、各チャ／ネル毎の入力イベントパルス（PE）を  

読み出しワード問カウントし、各チャンネル毎のカウント数を出力ナる。  
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（4）7レームフォーマット  

表4－3－2 HXT，ZYT－PC データ フレームフォーマット  

HXT－PC データ フォーマット  Zl’T－pC データフォーマット  

W4   W36  W68  WlOO   

F2rl  HXT－Ⅹ  HXT」Ⅹ  HXT一Ⅹ  Ⅰ一ⅨT－X   

十0  CH O  CHl  CH2  CH3   

F2n  HXT－Y  HXT－Y  lⅨT－Y  HXT－Y   

十l  〝   〝   〝   〝   

Ⅵ佗0  W52  W84  Wl16   

F2n  ZYT－1  ZYT－l  ZYT－l  ZYT－l   

十0  qlO  CHl  CH2  CH3   

F2n  ヱYT－2  乙YT－2  ZYT－2  ZYT－2   

＋1  〝   〝   〟   〝   

（5） メモリ丁クセス  

ノヰリのエリアは】面である。  

2 7レ一人  2 7レ一人  

I】XT一ⅩCIIO   

〝 〝  2   

〝  〝  3  

1m－YC‖0   
〝  〝  l  

Ml  

江l．∵：集 横  

・：読み出し（出力）   

2・ ZYT PCの場合も⊥凶と同様てある。  
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4 － 3－3 T SM Dtlkデータ（Ⅵ－34）  

（l）シリーズデータ（HXT カウ／トなど）  

D Pからのタイ ミン㌧グノくルスK合わせて、シリーズ8ビットで入力され  

たデータを直接出力する。 

（2）云ラレルデータ（ステータスデータ）  

D P内てワード構成を行ない、フォ丁マットのタイミンクで出力する。  

4 － 4  S T S処理  

4－4－1 STSデ 

（り モード  

① STSH 6Bitsモード   ： STST＝10ビット  

STSH＝ 6 〝  

② ・〝  3 〝   〝  ：STST＝13ゼット  

STSIl＝ 3 〝  

（2）モードの切換  

Plコマント’DVO のOS5咋て行なう。  

DVOの▼OS・5  Io■ ∴ST－SH 6Bitsモード  

〟  Ill   〝  3 〝  〝  

（3）出力周朋  

250msec ： ビットレート】Iigh時  

1 s ec  〝  t．（川 時  
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（4）入力信号   

PC   

（DP上わq雌号）  

l
 
 
B
 
 

O
 
 

▲
l
 
B
 
 

B2  B3  B4  

STS－DATA  

STS－PE  

DP内時刻（STST）データラッチ  

（5）データ処理  

S TSよ少STS DATA（STSHとナる）お⊥ぴSTS－P圭：信号を受   

け、STS－PE信号が入力した時のDi内の時知≠ニタ（S奮sTとする）   

をSTSHK付加し、1データ16ビットとしFIFOレジ．スク（16殴）  

K蓄積し読み出しワードKて出力ナる。  

（句 フレームフォーマット  

フレームフォーマット少⊥ぴビット内容は  

衷 

K示ナ過少てある。  

（7）モード変更後のデータ  

モード変更後最大16データl臼ヰ∵一ドのデータが出力される。  
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4－4－2 S TS DIIKデータ（W34）  

（1）シリーズデータ（S TS カクン∵トなど）  

DPすらのメイミニ′ク㌧パルスに合わせて、シリーズ8ビットて入力され  

たチータを直接出力する。  

（2）ノミラレルデータ（ステークスデータ）  

DP内でワード構成を行ない、フォーマットのタイミユ′クで出力ナる0  

4－5 共通系データ処理  

各機器上♪の各種入力信号を規定のフォーマット化編集し出力ナる0  

（出力ワード：W32～35，W64～67）  

表4－5－1忙共通データ系の一覧表を示す。  

（l）シリーズデータ処理  

DPからのタイミンクパルスK合わせて、シリーズ8ビット．せたは16  

ビットで入力されたデータを直接出力ナる。  

（2）パラレルデータ処理  

DP内てワード構成を行なぃ、フ■ォーマットのタイミンクで出力する0  

（3）7ナログデータ処理  

0～3Vの7ナログ電圧で入力されたデータを7ォーマットのタイミンク  

でサン∵ブルし、8ビット忙A／D変換して出力ナる。  

抽 ◆cAli処理  

データと同時忙入力蔓れたA仁一r信号忙上少データを読み込み、フォーマ  

ットのメイ ミンクK合わせて他力する。  

（5）AllK処理  

D†・からのタイミ／グパルス忙上り、マルチプレクスされシリーズlライ  

ンて入力された0～3Vのアナログチークをフォーマ・ソトのタイ ミングてサ  

ンプルし、8ビットにA／t）変際して出力する。′  
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（6）pICAB－Dv，OS処理  

Plコマユ′ド用のレジスメ（Dl勺谷をフォーマットのタイ ミング忙合わせて  

出力ナる。このPICAB－1）v．O S竜・弓はPICMD STARTコマン′ド  

受信でリセットされ（all■0■ とたる），1－モたは－ 0 ●コマユ′ド受信  

K上月その内容がPICAB－OS用のレジスタからPICAB－DY用のレジ  

スタに脈次MS B側Kシフトされ、14侶（DW級器指定）：6，O S（動  

作指定）：4）の■1■tたは一0 －コマンド受信Kよ少動作指定，機器指  

定が決定され、EXECUTE コマンドによ男PIコマント●がS ETされる8  

（EXECUTEコマンドKよi）PICAB－DY：F8n＋4．W35のB Oの  

SET／STARTがSET＝■1■ となる。）  

そして、次のPICMD STR．ATコマンドが送信されるtてその内容が保  

持される。  

をお、DP電源投入時は  

BO Bl Ii2  B3  B4  85  B6  B7  

PICAB－Dv  l O O O O； 0  0  0＝Plコマン帽m、伽0  

〟 一OS  O O O O O O O O＝ OSM（よ‖10り．  

の状態とをる。  

（7）Dvn－OS処理（n＝0－35）  

各機㌫指定てとOI】1コマント●O S8ピットをメモリりこ蓄えておき機器指  

定ごとのO Sをフォーマット∈ノタイミンク托合わせて出力ナる。  

メモリの内容を＝変すエナる堪与七は、．上記拘府PIユ1∵′ドを送信すること托  

よ少名辞闇雄和三ごとにノヰリむ膏宥を弦凍ナん。  

DII乍㍍掛質入顆血一存；Ilヴュイニュシ∴・ル【l左り祇聾と一一致させるために．、nP  

再でDv O～35－（．■＝う をム∵亡【り t㍉：プリセットナる。  

tた、Ulr Cイ，さ1；またはn＝1－Ⅰ（伴F ニ】てンド安住津守（ill】PlOFFの  

状態とたる）忙虻1盲手jじ▼く′符】▲Ⅰむイニノヤノ目的仁り大筋と一致させるためK、  

D【】F】てDvl～35－OSを全て■0 ■Kプリセットする。  
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（8）TI入IE処理  

送信タイミング時のDm再粒封カウンタくつカウント薮を出力する。  

（9）IもPMデータ処】翌  

DPからのタイミンクパルス佗合わせて、シリーズ8ビットでAC C上少  

入力されたlもPネIテープを再畏艮∴ナる 

なも・、太データはPlコマナドⅠ）、■Uに上るSPC h10Nl／RPhIがSPC   

h10Nlとなっている場今は出力されない○（DPからのタイミングパルス   

は出力される。）  
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束4－5－1 共通菓デー′－t喪  

サ’ンナ人月覇  

出力ワート●等  ■   考  †t 芯  侶 ぢ 名 ♯．  デー ′■成                 ヒ■IレーI 111■l  ℃占㌃ト   
Tl■lE】．－ 2   I●⊂■ト  壬 ■  l■  Fl●■◆○・W3●．ユ5  わl▲l疇叫■嘱  

8  ュ 2  F－■  Jw3与   ■こ○一－｝5．江l  

8P                  DVII－ OS  8  一               PIC▲■－DY．0＄  18  －  ●  F■■十●．十●・W】さ  

DP■lD   ●  ■  ●  F●■十2・Ⅵト15   

TⅡU－OIJ／OFr  ピ■トバラl′。ん  F：ll■＋1】・W●●．8】  

TMU   TMU－UP／rDWN   ビ▼トパラレん   ●  l■  F＝■◆Il・W●い且l  l   

THS－ON／OFF  ビ▼ ト ー；クレー   一  】さ  F＝■◆ll，・Wl●・8i  
T朗S                   THS－UP／DWN  ビ，ト バタレル  F32■◆ll・W■●・■l   

8CNV  BCNV－ON／OFF  lビ▼ト．一ミラレ▲   ●  l■  F32■◆ll・WO●▲■t  

8▲T  ■▲T－L T／rなど  ‘亡■l㌧ ■パラレJレ   l  l●  ∫さh＋亨○・Wユい書2一息丁  

PCU C〃G T／F  lビ■I．パラレJレ  F＝－◆30・W3●・■l  

PCU  
l  】古  

F32b◆10・W】l・81   

U■N  U ▲〃T ▲／8   lビ，l’．‾バタレノレ   ●  lO  F32b◆ll・W●l・■I  

S▲N  S ▲NT ▲／8   lビ■ト．パタレ■・   ■●  18  Fュ2■◆l】・Ⅵ／O」・▲l  

F■伝送t－l●   2ピIl，パテレ   ●  l■  Fヨほ 

CllD ▲／8   】ヒ・ト．ノミテレ   0．5  才  F●■◆2・W3王・8●－7  

TC古くSCO）－0凡ノつFr  1ビ，ナ．′ミラレ   ●  l■  F∫之－◆】】・Ⅵ＝いいり‖  

TCS  

P8■c EN▲／D二15  Iビ■ト．バクレ   ●  IO  Fユ2n◆22・Wユ●・85  

1月▲m旧【舛Fロ叫′勺IS  †】lピ■I．ソ；テレ   l   1  F8一十I・甘■ら・80  

TC S   lビ■ト．シリー   ▲  lO  F】～b＋3・WO●   

C細R  ▲G ○－■ユV．丁ナ1コタ   ○ヱ5    F2血◆IJw32  

DEC O・N／OFF   lビ■l．バラレ   ○5  2  F●■◆2・Wlほ・■小一1  

CMD                 C ▲ ■   8ビ■l．■くヲレ   0．5  2  Flm＋ロトW12   

PDL  PDL－gよT   ●ビ▼I．′√テレ   ●  】○  ∫J2。十l書・Wll●8卜●  

PRTl（jテー′スなど   

r7●W¢l  

PRT  ‡2   CNECK■Mで11  

≠り○－12丁一生用  

▲CE Oγ／OFF  亡■l．′くテレ▲  ●  l■  ∫封h◆2丁・W●●・80  

WHEEL ROT／3TOP   ビ■ト．バシレ  ●  】■  F＝－◆2丁・Woいt‖  

▲Ct：l ST▲TUS    ビ・ト・ンリー t  ↓  32  F● 7・t〝● ●  

▲CE2 ST▲TU5     l  l王  Fib・W0l  
▲CE  

絨▲G1 8T▲TU＄     l  12  F王】・W■●  
■▲G‡ ST▲TUS   ●ビ■ト．ツリー  ■  】2  r：】l・W●l   

（つづくノ  

拝l．F打■の■の鑓  ② pご8（nt32）む m－10（い－ユ4）  
uJm＝＝2■◆l（■L Uい－3）  伽 血こ2小■ニ ュ3●）① m156（■F：15）  
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表l－5－11つづき） 共▲果デー′一t汽  

サン7．一月劇  

糟巨石  信 号 名 称  デー ′lし成     出力クーI■専   ■   キ  
1＝■b   

（つづ‡）  】■ビ■l．シ，－メ  0．5●  2●  Fl■◆1・≠■丘■．■I  

RIGS   I¢ビ■l．シリーズ  0．5  2  Fl■◆1・W●l．1†  

lR－PW   lOヒ，ト．シリーメ  ロ  l  Fl血◆l・W●●．05  

l比／1P－Pl   l●ビ▼I．シサーメ   ロ  ●  F8p十l・W●●．●i  

▲CE   

WREEL CNT  ○■－◆ユY．丁ナ1■タ    l  F■■◆●・W●●  

ulLEEI T▲CIlO  ○－＋3V．丁ナログ    ●  F8■◆●・W丘さ   

RIG  RIG－ON／OFFなど  ■ビ′ ト バラレ人  ●  l●  F二12b＋壬†・WOい82一丁  

S▲8－○〃／OFF  Iビ▼ ト パラレル  ▲  l●  FJ加◆IO一甘●●・8●  

S▲S  

S▲S   10ビ′ ト ゾウーズ    ▲  Flb◆5－Wl●．0さ   

G▲－0Ⅳ／OFF   l亡′l．シザー．イ  ▲  l古  Fユ2n◆19・W■●．上i  

G▲ Ⅹ   ○・－◆3V．アナbク    ■  nh◆●●≠0l  

G▲  ○－－◆3V．丁ナログ  ロ  l  F81◆●●WOi  

G▲ Z   ○－・十3V．丁ナウ′    ●  Fh◆コ・W●さ   

○■－◆3V．丁ナログ  W3 3   HKKて▼▲ナナレ  托K  ▲五誌  クーされて人力   

▲CC－IOⅣ／OFr  】ビ′ ト パテ▲′．レ  l  l■  ∫J加◆lO・Wlt．8丁   

▲CC  
など   

8ビ■ト．シ月－．′  ．】25  mさ  WO†   
SP亡■伊Ilと切ホ  

且戸出  えて出力  

EPT  EPT－CLOCKなと  ●ビ■l．パラレル  ロ  l  Flb＋丁・WOS・轟●一丁  

▲H≠10日／OFF  ●ピーl．パラレル  1  t ●  Fユ28＋量才・W3い80、3  

▲Il朗                ▲H〟●l一一○● ▲〃S  ■ビ■ト．ノリーメ  ●  l■  F32■十●・W】l  
▲H▲t D▲T▲   8ビ■l．ソリーズ  ●  l■  F3Z血◆1●W】l   
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5．DP出力信号  

5－1 P C hI出力信号  

（1）S PM REAL  （2048／8192 bps）  

（2）SPM R宕C  （  〝  ） 

注1．両者はデータ識別ID：DPID（F8n十2，W35）のBO  

（STARA（遜：／腸止）  

が違うのみてある。  

5 － 2 バイナリー信号  

表5－2－1に示すバイナリー信号を出力ナる。  

バイナリー信号はUPカウニ′ク（立下少一致）出力てある。  

信号名称（一例）   

… ・ビットレートHigh／Lowで切換わる   

機器名  

ビット レートLow時こ  

High時  

② pF－ …‥周期は一定（ビットレートのモード忙は鯛係）   

L雛名  

5－3 読み出しワード信号（ROW，llKTX信号など）  

DHK等のシリ丁ズデータのDPての読み込み時刻を示ナ■読み出しワー  

ド侶号－（ltたは2ワート■触）てあ少11igh LevelのときPF／BB  

（シフトパルス）K上少各機器はデータをシフトナる。  

出力信号Kクリγチ（ヒゲ）はなし。  
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5－ 4 BIT lもATEH／L 信号  

Dl）がビットレート11igh／Lowどちらのモードて動作しているかのステ  

ータスを出力する。  

■1l  

High  

ビットレートの移行タイミンクは、3 

5 － 5 C Al一 倍号  

Dl｝が CAL ON／OFF のどちらのモードで動作しているかのステーク  

スを出力する0  

11■  

CAL ON／PFF の移行タイミンクは、3：一2項Kよる0  

5－ 6 Plコマンド解読倍号  

（1）O S信号  

Pトコマニ／トーのO S用レジスタの内容を出力する（O S O～7）  

このO S信号は■pICMD START■ コマノドてリセットされ、Il■tた  

はb o－ コマンドKよカその内聾が働次MS B側にシフトされ、14偶の  

111tたは■■0■コマント■が送信されて有効となる「、  

（2）D＼一倍ヰチ  

P】ニー一丁こノ十■cつnV川レノスタの内軍iてデバイス畢号（機器指定）を解読  

し、EXlミCUTE‥コマンド（PICMU S正中）倍ぢをそのデバイス佗出力す  

る。各機器虻、このⅠ．）Vイ言号陀よカO S倍ぢ・（動作指定）をラッチナる。  
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（3）MD信号 （S P C用のみ）  

PlコマンドのDV用レジスタの内容を出力する。  

このhID信号は■pICMD START■信号でリセットされ、■1－または  

－0■コマソトりこ⊥上その内容がO S用レジスタよカ順次MSB側Kシ7トさ  

れ、14個の■l’tたは¶0●コマンドが送信されて有効となる。  

（4）S C信号 （S P C用のみ）  

P 

コマン’ド（PICMD SET）信号を出力ナる。  
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貞5－ 2－1 D P バイナリー他力†．†り  

！一さり名れ   職  歴  敵   周  期   備  考  

P▲   26乙】44   KHl   3．b14丁（】 ■■   

P8   I3l．072   丁＿¢29ユ9   

PC   65．53t；   15．2588   

PD   32，788   30．5】7石   

PE   l●．38●   6l．0352   

PF   ＆19～   122．070   Hi∫b 8ilR■l●  

8▲   l．090   2▲1．11l   

B8   2．048   t鋸㍍‖‖   LOⅣ さilR■t■  

8C   l．02l   976．563   Hi山肌rd 8■l●   

W▲   51：：．0  1i乙   】．95ユ13 u▲   

W8   256．0   3．gO825   LOⅣWもけJR■lO  

WC   12月．0   丁．8125   

WD   ‘1．0   15．625   

W℃   32．0   3l．25   

WF   16．0   62．5   

WG   8．0   125．0   hi∫brr■8●R■l  

F▲   イ．0   ℡SO．0   

F8   2．0   500．0   LOⅣFr●血モR■l●  

FC   1．8   1．0  銭   

FD   500．0  xlO－▲H王   2，○   

FE   250．0   l．0′   

FF   】2S．0   8βこ   HirbSubFR■＝  

SF▲   6 2．5   16，8   

SF8   3l．25   3乙0   

SFC   15．625   01．O11．866丁■IJ   

LOWSubFR■l T              ロ   

SF工〉   丁．8125   128♪（乙1333 J   血t   

SFE   3．906‡5   256．0（l．20占丁 ）   E   

SFr   1＿95313   512．O18．5333 ）   2  

SFG   976．53一 貫10－●Hz   102■．0（1丁．ひ667）   

SFH   ▲さ8．2烏l   go●さカlユt13ユ ）   

SFl   241．111   l098．0【l．1378hり   T  

SFJ   12Z．070   819乙○（2＿275‘   

SFK   6l．0352   1638l．01l．5～11   血   

SFし   30．5176   32768．O19．1022 ）   £   

SFM   15．25b8   65536，○【18．201▲）   

SFN   7．6Z93g   131072．0（36．101＝R）   

SrO   3．8I170   Z821▲tq（72欄I76   

SFP   l．90735   5Z1288U（11S．635   

300   



6．入力電圧．消牽電流   

（1） 十5l7  20mA（TYP），40mA（MAX）   

20mA（TYP），25mA（MAX）  

10mA（TYP），15mA（MAX）  

注1．TY Pの消費電流は平均的動作時の予想値てある。  

2．hlAXの  〝  観測データ吏が増加した場合の予想値  

てある。  

（2） 十12V  

（3） －12V  

7．使用温度範儲   

（1）性能維持温度範囲   

（2）機能 〝 〝   

（3）保存 〝 〝  

－ 20℃ ′・｝  一ト50℃  

一 30℃ ～  ÷60℃  

－ 5 5℃ ～  十80℃  

8．機能系統図  

D P内部の機能系統図を図8－1忙示ナ。  

9．機械的性能   

（1）外 観 寸 法   

（2）克  盤   

（3） ケース表面処理   

（4）外  観  凶  

300×250（200）×18011…   

7．4kグ   

黒色塗装   

凶 9 －1K示す。  
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囲8－1 DP機能美統凪  

＿＿＿ 主な別間〃乍   ∴ 主なデー′侶勺  
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玖鹿討刺軋馴  

郎御瑚 水準通  

称下包1わ草（輯）  

l．概  要   

人工衛星柑宇宙空周の中で地上とは異なる環境におかれている。  

太陽の当る面と影の部分では数十度の塞があり．また搭t機券の発熱などにより温度の分  

布が変わってくる。   

衛星各部の温度を測定することは，各部の動作状態を知ることばかりでなく，熱設計の面   

にフィード′ミブタされ，より正蝕な設計を行なう為の★重なデータを提供することになる。  

衛星各株券の電源は太陽電池により発電されて一部蓄℡他に香わえられると共に，レギュ  

レータにより安定化されて各級昔に供給されている。  

このモ源のあ作・状態を監視ナることは癒星を遵用する上において最も重要なことである。   

また1観飽きにおいては，高圧甥眉の電圧や観測ゐ状態などをモニタナることが観劇デー  

タの解析上必妻になってくる。 

これらの温匿・電圧等をモニタすることがHKの目的である。  

HRのチャンネル数は“⊂hあり，温度35点，電源系8点．Pl系28点および測定系  

の補正をする為の校正電圧2点の計73点で内温度2点，Pl系15点は温度センサ，P】側  

で切り換え．“くbにおさまっている。  

温度の葬定は白金温度守ンサを用い，竜電流をセンサに供給した時，温度変化によって抵  

抗飽が変化するか．モの抵抗個の変化を電圧の変化として取り出している。他の項月も電圧  

の形にして入力している。  

H KはATT（アブテネータ）部．切換尭査部，デコーダ部．増巾部及び定電圧部より構  

成され各信号はATT■邪で減衰され入力レベルが鵠整されちデコーダ部でDP（データプ I   

Pセプサ）からのコ；′トロール′りレス占町を受け月Ⅹ内部のコントp－ル′くルスを作って   

いる。切換走査部ではデコーダ部からのコントロールバルスでFETを用いたアナログスイ  

ッチを順次切り変えて64項月の並列データを直列データに変換している．増帖部ではこの  

データにモれぞれの項目に合ったバイアスを加えて所望のレベルまで増幅しD一に送り出し  

ている。竜馬正部では温度セソサ用の馬渡およぴバイナス用の基準になる安定化した電圧を  

作りている。  
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2．構  成  

区分  品 名  数 丑   備   考   

本  体   H Ⅹ   

温度 セ ン サ   32   白 金」ヒ ンサ  

検  出  器  

領「圧：七ン サ   6   精 密 抵 抗   

付  民  晶  計装用コネクク   6  

ブロック国を第1図に示す。  

3．性  能   

3・l 

3，1．1 電圧灘定系  

川 劃 定 範 囲：封定項目参照  

（2）測 定 方 法：抵抗分圧  

（3）出力電圧縞度 ： 23℃士2℃ において  

士0．0 6V   

士0．0 9V  

0V  

3V  

（41検  出  馨 ： MFAlOl皿CTIAx6  

（電源系のみ）   

3．l．2 温度測定系  

（1）測 定 範 囲： 測定項目表参照  

（2）測 定 方 法： 白金温度セソサによる   

（3）検  出  等： Qn516PT 50Jl±1≠（20℃）  

匝）検出善感匪：TL O．38mV士0．1≠／℃  

TI10．2－lmV士0，1ヰ／て  

（5）出力電圧・輪匿 ： 23て±2℃において  

0V ： 士0．0 6V  

3V ： 士0．0■9V  
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3．1．3 総  合  

（l）開 披 致 特 性：   

（2）■出力電圧温度トリ7：ト■▼：  

（3）出力電圧経時ドリフト ：  

DC－200H王（±1亜）＿増幅部   

－30－＋6◆0℃において■士30mV以内  

300時間のランニ‾ソグテスト串におけるドリフトは   

士10mV以内   

100▼n 以下   

－1” 2．0・－5．5V  

（4）出力インビ・－ダソ．ス ：   

て5）′コントロー′レ｝レス電圧 ：  

“0 －  0．9－  O V 

（6）コントロールバルス受けイソ：ピーダ∴／ス 

“＿1’．5Mll以上（．ヰ・5．Ⅴ）  

“0’ 5M‘l以上（0．2V・）   

（7）出力立上り時間遅れ：10q〟S 以下   

（8） コマンド′りレス電圧≡ ：10－17V   

（9）コマンド受けインピーダンス ：  

HK－ON  250n士10年  

打Ⅹ－OFF 250n士10≠  

（23±2℃）   

（－30・－＋60℃）  

（再 校 正 電  圧 ：  

（ 

CAL－A  

2．5v±1≠ （23±2℃）   

2．5V±3¢ （－30－＋60℃）  

CAL－B  

桐 入力貰圧，消費電流：＋12V±4¢ 10mA 以下  

＋ 5V士5年 140mA 以下  

－12V±4ヰ  30mA 以下   

担 外 部 操  作 ： HK－ON  

（CM）  HK－OFF  

但 ア ン サ 信 号 ： な し   

3．2 段摂的性能  

（l）外 形 寸 法：190士2×162±2x55±】（－）  

（コネクタ・ビスを豪余く）  

（2）重  量 ：1．900タ 以下  

（3）ケ ー ス 材質 ： A5052P  

（4）ケース表面処理： EPICO 2000 黒色半つや塗褒  
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ヤ＝をト丹空寝え  

し仏  相 可  レ ニ シー   判定向春   C几〟  項 8   レ ン ジ   三則定内容   

β  ⊂月上 一月  上川－〔月ム   ji  TL－4   －∫♂－ニナPクt   β月丁モルJ   

／  と月⊥－β  肝  33 5  I z   
～  富戸－P  ∂～ナJOア   βU5毛圧   J4  る  C〟アー～・C   

3  β月丁・ア▲   ト  朗丁電圧   35  7  βC〟アーC   

4  亡β－～∂P  0－ナ40す   ナ～∂せ別電丘   3‘  才  丁〃ぶ－C   

∫  亡£一／～P  0－り5す  ナ／Z∇   ∂7  9  β〃〟〟ト亡   

△  どぶ－JP  ∂一寸75y   二十∫Ⅴ   j∂  ／0  βPC－TJ   

7  Eβ－ノ～〟  ロ〈一／∫ア   ー／”「l   j？  ／J  l T～   
∂  Jc－P  0一寸計月   ぶ亡一山咤淡   4ク  ／～  ぶTJ－β   
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1．概＼ 

空間に固定されたある軸に対し，－スピン軸がある一定の角度βを保ってその軸の回りを回ろ   

鱒動をプリセッション運動といい・ニケノ角度βをプリ・セッション角という。  

衛星と－M3AキータがM22モ．一夕から切＃された時，このプリセプショソ連動を起すこ  

と．がある。ブリもッション角があ，る値以上になるとM3Aモータに点火しても衝畢軌道にの  

らず地上に落下する可能性があり保安上問確がある。  

商量軌道にのった後もブリセッション運動を起しているとパト′′し展開などに支障をきたす。  

また打上時に衛星が遭遇する縦加速匿・描加速度や振動なとの計測も衛星の環境を知る上  

で重要なことである。  

A，STRO－B衛星に搭載されるACCはこれらプリ・t 

速度のⅩs▲．横加速匿のY．・Z∴ スピン周期のSP，振動加速匿のV2 の計剤項目から成  

っている。   

1）P RMは機軸方向に向いた2個の加速度検出器をスピン軸から同一距離に配置し，それ  

らの出力を演算し結果のデータを出力するとともに設定値以上のプリセプシラン角になる  

と警報信号を出力する装置である。PRMは検出器．増幅部．済算処理部，判定倒および  

A／D部より構成される。2個の加速度検出器で検出した縦加速度を2個の増幅世路でそ  

れそれ増幅した後，演算処理してA／D部に送られる。演算処理出力はアナログーデータ  

であるが，DP（データプロセプサ）にデジタルデータを送出する必要が有るためA／D部  

でアナログーデジタル変換をしていも判定部で甘設定されたプリセクシぅ二／角以上になる  

と信号をDPに出力するようになっている。  

設定は，本体についているショートコネクタの結線を変えるたけで簡単に行なうことが  

できる。  

Mbコネクタから信号を入力することにより演算処理部及び判定部を校正することかで  

きる。  

2）XS人はPIIMのうちの1個の縦加速度出力を緩衝増幅部を通して出力Lている。  

この出力はチャンネル切換部により，衛星切り離しまでⅩS▲ の出力をDPに送り切り  

＃し後S Pの出力をDPに送るようになっている。  
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3）Y▲・Z●は検出部，増幅部より構硬され，その出力はSDコネクタを通って．声2－Pし部 ‥  

のテレメータに送られている＝  ユ  

SPはZ一 の出力を利用してスピン周期を測定するもので緩衝増幅部を通った後ⅩS▲と  

チャンネル切換される。  

4）V2は検出器と増幅部で構成され，出力は5Pコネ1クタ、・を適っユてBモー叫．に，送られる。                                     甘l  
●i  

B2‾PLからのCAL停号により増呵艶？校正が＿可能で車馬。；．L  

5）この他・電源のON／OFF・センサへ軍窄■し車電源を供給する安定化電鱒戸▲ら鱒る電源  

部がある。  

なお・電痘系はACC－1とACC－2に分かれて．おり．B2、TFト？テ．．レンゲー、タ。．ド送ウれる  

Y‥V2およUZ・の‾部かACC‾2系とな？ている。これ咤．ACC－2・で？甲され・ACC ＼乙†・1  
－OFF又はACC－ChangeでOFFし，出力端短絡事故等引防いでい、る。．   

又・それぞれの増幅部はDPからの信号に享・り校正を行なうことが可能てあるL。  

・－l  

2．構  成  

区 分   品∴名  ．数 量  ・．二鱒  予   

太  体   ACC   官・給一品 ∴   

PRM－1   ロ  〝  

PRM－2．   
1ご■  

： 
－ン丁． ‘ナ・  

検  出  畢  Y▲   〝  

Zl  〝  

V2 ‥1  lll  ‖  

付  属  品‘  
計装ケーブル  

計装犀コネクタ   
ロ   

．】   

回1 にプロブタ図を示す。  

315   



3．癖  成’   

3．1 電気的性能  

3．1．1 PI仁M  

（1）測 定 範 囲 ：  

（2）湘l 定 精  度 ：  

（3）周 波 数 特 性：  

如 検  出  蕃 ：  

（5I検 出 器 感 度：  

（6）検出器不正感度：  

（7）検 出 草 抵 抗；  

（81A／D ビ ット 数 ：  

0－ 450   

士10≠   

DC－10Ⅰ】王士30≠（－3‘D）   

4－2¢2－0001士20G 2コ  

1mV／G三言言霊（印加電圧5V，出力開放）  

1¢  

350瓜±10囁   

8ビアト   

±2LS8   

±50  

（9）A／D  誤  差   

小 判 一 定 誤  差  

3．l．2  Ⅹ S▲  

け）′馳 走 範  囲 ：  

（2）測 膏 縛  度 ：  

（3）周 波 数 特 性 ：  

帥 定 格 出 力電圧：  

（5）出力イソピーク∴／ス ：  

他 校 正 出 力電 圧：  

（丁）出力電圧温度ドリフト ：  

（8）出力電圧経時ト■リフト ：  

ゆ）検  出  蕃 ：   

3．1．3  Y▲・Z▲  

（り 測 定 範 鱒：  

（2）測 定 柄  度 ：  

（3）周 波 数 特 性：  

伽）定 格 出 力 電圧：  

（S）出力インビータソス ：  

匝）．校正出 力電圧：  

（7）出力電圧温匪ドリフト ：  

－5■－＋20G  

±3≠FS   

DC－200Hz（－0，5瓜以内）   

5V士1す   

100n 以下   

5V士1≠   

±200mV（－10－＋50℃）以内   

±50mV 以内   

PRMの2コのうち1コの出力を利用  

ー5－＋5G   

士3すFS   

DC－120H王（－0．5d8 以内）   

5V±1優   

100瓜 以下   

5V士1≠   

士200nV（一10－＋さ0℃）以内  
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（8）出力電圧経時ドリフト ： 士 50mV 以内  

（9）検  出  蓉 ： 4－2（12－0001土20G   

恒 検 出善感度：1mV／G！子吉壬（印加電圧5V，出力開放）  

佃 検出畢不正感度：1≠  

拍 検 出 器 抵 抗： 3・50n士10す   

3．l．4  S P  

（l）測 定 範  囲 ： 0－2．5Ⅰ】王  

（2I軸 定 格  虔 ： 士3虞FS  

（3）局 波 動 特 性 ： DC－120I】z（－0．5dB以内）  

（4）定 格 出 力 電圧 ： 5V士lヰ  

■侍I出力インピーダンス ：100n  

（6）校 正 出 力 電圧 ： 5V±1ヰ  

（7）出力電圧温度「リフト ： ±200mV 以内  

（8）出力電圧経時「リフト ： ± 50mV 以内  

ゆ）検  出   欝 ： Z一 の出力を利用   

3．1．5 V文 

く1）詭 定 範  臨 ： 20G  

（2）測 定 精  度 ： ±3≠FS  

糊 周 波 数 特 性：10－3．000Il王（士0．5血」以内）  

函）定格出力レベル ： ○βm  

（朝 出カインピーダンス ： 200凸 以下  

（打 校正出力レベル ： Od8¶  

（わ 出力電圧温度ドリフト ： 士0．5虚以内  

（8）出力胃圧赴時ドリフト ： 士仇5虚以内   

（9）歪  串： －40血以下（0亜m．1 

如：噌幅善人力抵抗：l000Mn士lO傷  

掴 検  出  畢： 224C  

国 境 出 曹 感 度＿：11PC／G（NOM）  
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3．2 インターフェイス  

（l）入力電圧・電流・：▼＋12V 30tnA 以下  

－12V 25mA 以下  

＋ 5V 70mA 以下 

（2）外 部 操 作 ： ACCl－ ON  （CM）▲，  

ACC2 0N  （CM）  

ACC ■ OF．F  （CM）  

ACC CrLANGE，（CM）  

CAL （DP） 

PRM．CAL／MEA（MD．）  

PRM CAL－1N（MDl  

ACCl ON．  （5■V）   

．3ビタト  

（31 ア   ン   サ   

（4）A CC モ ード  

3．3 段械的特性  

（1I外 形 寸 法：本体．190±2×1．62士2×75＝2  

PRMl、2 25．6×25．6×26．34  

Y＝Z136加345加3x32．3士83  

V2  ¢16．3×1‘3．2  

（ビス．コ不クタ．ケーブルを除く）  

（2）重  畳 ： 本体 2．2埠以下  

P馴1．2 85タ （1コ）  

Y．Z．－ 150タ く1コ）  

Ⅴヱ    16P  

接綬ケーブル．500F 以下 

（3）ケ ー ス 材質 ： 本体  A5052  

Y‥Z● L．！7ソグル A5（152  

（4）ケース表面処理：本体 エビコ2000 黒色羊つや塗装  
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